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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】モバイルデバイスのユーザのためのリコメンデ
ーションを生成するための方法を提供する。
【解決手段】ユーザは、サービスプロバイダと関連づけ
られる。リコメンデーションの要求が入手される。前記
ユーザと関連づけられたデータ及び前記ユーザが入手可
能な前記コンテンツに関するデータが前記サービスプロ
バイダから取り出される。前記取り出されたユーザデー
タの分析に基づいてリコメンデーションリストが生成さ
れる。前記リコメンデーションは、複数の異なるリコメ
ンデーション技法によって生成される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モバイルデバイスのユーザのためのリコメンデーションを生成するための方法であって
、前記モバイルデバイスは、サービスプロバイダと関連づけられ、
　リコメンデーションの要求を入手することと、
　ユーザと関連づけられたデータ及びモバイルデバイスのために入手可能なコンテンツに
関するデータをサービスプロバイダから取り出すことと、
　前記取り出されたデータの分析に基づいて複数のリコメンデーションを生成することで
あって、前記リコメンデーションは、複数の異なるリコメンデーション技法によって生成
されることと、
　フィルタリング制限に基づいて前記生成された複数のリコメンデーションの部分組を選
択すること、とを備える、方法。
【請求項２】
　前記ユーザによってアクセス可能なユーザインタフェースに前記生成されたリコメンデ
ーションを配信することをさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記選択された部分組のリコメンデーションを前記配信することは、前記サービスプロ
バイダと関連づけられたポータルに前記選択された部分組のリコメンデーションを配信す
ることをさらに備える請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ポータルのうちの選択された部分とユーザとの対話を検出することと、
　前記複数のリコメンデーションを有する前記選択された部分の側面と関連づけられた前
記フィルタリング制限を定義することと、
　前記ポータルの異なる部分へのユーザアクセスに応答して前記部分組のリコメンデーシ
ョンを選択的に表示すること、とをさらに備える請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記ユーザによってアクセス可能な前記ユーザインタフェースに前記生成されたリコメ
ンデーションを前記配信することは、モバイルデバイスに前記リコメンデーションを配信
することをさらに備える請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　前記モバイルデバイスに前記配信することは、前記サービスプロバイダと関連づけられ
たポータルへのワイヤレスアプリケーションプロトコル（ＷＡＰ）プッシュメッセージを
介する請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記モバイルデバイスに前記配信することは、ショートメッセージサービス（ＳＭＳ）
メッセージを介する請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記モバイルデバイスに前記配信することは、前記モバイルデバイス上に表示されるマ
ルチメディアメッセージ送信サービス（ＭＭＳ）メッセージを介する請求項５に記載の方
法。
【請求項９】
　前記複数のリコメンデーションを前記生成することは、
　リコメンデーションを生成するために前記異なるリコメンデーション技法の各々に取り
出されたデータを提供することであって、生成された各リコメンデーションは、関連づけ
られた信頼度レベルを有することと、
　前記リコメンデーション技法の各々からの前記リコメンデーションを信頼度レベル順に
結合すること、とをさらに備える請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　ユーザによって定義された重みに基づいて前記リコメンデーションの順序を変更するこ
とと、
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　前記順序が変更されたリコメンデーションをフィルタリングすること、とをさらに備え
る請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　特定の制限を含む前記リコメンデーションの要求を受信することと、
　前記特定の制限に従ってフィルタリングすることによって前記順序が変更されたリコメ
ンデーションをフィルタリングすること、とをさらに備える請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記順序が変更されたリコメンデーションを前記フィルタリングすることは、前記ユー
ザによって以前に入手されたことがある又は前記ユーザに対して一定回数だけ既に提示済
みであるリコメンデーションを除外することをさらに備える請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記順序が変更されたリコメンデーションを前記フィルタリングすることは、モバイル
デバイスと適合できないリコメンデーションを除外することをさらに備える請求項１０に
記載の方法。
【請求項１４】
　前記異なるリコメンデーション技法から入手された前記信頼度レベルを正規化すること
をさらに備える請求項９に記載の方法。
【請求項１５】
　前記複数のリコメンデーション技法は、関連づけリコメンダ、比較リコメンダ、グルー
プ分類リコメンダ、追跡リコメンダ、又はネットワークリコメンダから成るグループから
選択される請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ネットワークリコメンダは、
　ターゲットユーザのローカルネットワーク内のユーザリストから複数の人を選択するこ
とであって、前記複数の人は、指定された分離度数の内にあることと、
　前記選択された複数の人によって以前に入手されたことがある人気のあるコンテンツを
決定することと、
　前記決定されたサービスプロバイダ及び人気のあるコンテンツに基づいてリコメンデー
ションを生成すること、とをさらに備える請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記複数の人を選択することは、高い重み付け値と関連づけられた前記ユーザを前記タ
ーゲットユーザの前記ローカルネットワークから識別することをさらに備える請求項１６
に記載の方法。
【請求項１８】
　前記重み付け値は、
　前記ユーザに関する１対１の移動通信データを前記サービスプロバイダから取り出し、
　前記１対１の移動通信データをフィルタリングして希望されない通信データを除外し、
及び
　前記フィルタリングされた１対１の全通信の各々に重み付け値を割り当てることによっ
て割り当てられ、前記割り当てられた値は、１対１の通信活動の数量及びタイプに比例す
る請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記１対１の通信データを前記フィルタリングすることは、
　希望されないソースから通信データを除外することをさらに備える請求項１８に記載の
方法。
【請求項２０】
　前記希望されないソースは、各々の一意の電話番号によって識別される請求項１９に記
載の方法。
【請求項２１】
　前記１対１の通信を前記フィルタリングすることは、通信のタイプ又は継続時間に起因
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して希望されない通信データを除外することをさらに備える請求項１８に記載の方法。
【請求項２２】
　前記フィルタリングすることは、通信時間又は通信日に起因して希望されない通信デー
タを除外することをさらに備える請求項１８に記載の方法。
【請求項２３】
　前記１対１の移動通信データは、音声呼、ショートメッセージサービス（ＳＭＳ）メッ
セージ、マルチメディアメッセージ送信サービス（ＭＭＳ）メッセージ、又は移動通信方
法のうちの１つ以上をさらに備える請求項１８に記載の方法。
【請求項２４】
　前記関連づけリコメンダは、
　サービスプロバイダから取り出されたユーザの行動データから関連づけ規則を確立する
ことと、
　前記確立された関連づけ規則に基づいてリコメンデーションを生成すること、とをさら
に備える請求項１５に記載の方法。
【請求項２５】
　前記比較リコメンダは、
　コンテンツメタデータを利用する前記ユーザが入手可能な類似のコンテンツデータ間の
リンクを構築することと、
　前記構築されたリンクに基づいてリコメンデーションを生成すること、とをさらに備え
る請求項１５に記載の方法。
【請求項２６】
　前記追跡リコメンダは、
　全コンテンツデータの順位を確立するためにユーザ活動歴を決定することであって、コ
ンテンツデータは、人気度によって順位が付けられることと、
　前記順位付けに基づいてリコメンデーションを生成すること、とを備える請求項１５に
記載の方法。
【請求項２７】
　ユーザの前記活動は、設定可能な期間におけるコンテンツ購入、格付け、又はユーザに
よるその他の興味の表示を備える請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　前記ユーザと関連づけられた前記データは、呼データ、誕生日、性別、以前の購入、興
味の表示、興味なしの表示、支出パターン、モバイルデバイスのタイプ、現在の地理上の
所在場所、呼の頻度、又はその他のユーザメタデータのうちの１つ以上の選択を備える請
求項１に記載の方法。
【請求項２９】
　リコメンデーションを生成するときに前記関連づけられたユーザデータを最新の状態に
維持することをさらに備える請求項２８に記載の方法。
【請求項３０】
　リコメンデーションの前記要求は、サービスプロバイダと関連づけられたポータルから
入手される請求項１に記載の方法。
【請求項３１】
　前記リコメンデーションは、前記ユーザ経験をそらさないようにするためにリアルタイ
ムで生成される請求項１に記載の方法。
【請求項３２】
　リコメンデーションは、２００ミリ秒未満の時間で生成される請求項１に記載の方法。
【請求項３３】
　モバイルデバイスのユーザのための販売促進物を生成するための方法であって、前記ユ
ーザは、サービスプロバイダと関連づけられ、
　サービスプロバイダから販売促進物リストを入手することと、
　ユーザと関連づけられたデータ及び前記ユーザが入手可能な前記コンテンツに関するデ
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ータを前記サービスプロバイダから取り出すことと、
　前記取り出されたデータの分析によって前記ユーザのためのリコメンデーションリスト
を生成することであって、前記リコメンデーションは、複数の個々のリコメンデーション
技法によって生成されることと、
　前記取り出された販売促進物の部分組を配信用に選択することであって、取り出された
販売促進物の前記部分組は、前記リコメンデーションリスト内の前記リコメンデーション
と共通しており及び前記ユーザによって既に入手済みでない販売促進物を含むこと、とを
備える、方法。
【請求項３４】
　コンピュータプログラム製品であって、
　リコメンデーションの要求を入手することをコンピュータに行わせるための少なくとも
１つの命令と、
　ユーザと関連づけられたデータ及び前記ユーザが入手可能な前記コンテンツに関するデ
ータを前記サービスプロバイダから取り出すことを前記コンピュータに行わせるための少
なくとも１つの命令と、
　前記取り出されたデータの分析に基づいてリコメンデーションリストを生成することを
前記コンピュータに行わせるための少なくとも１つの命令であって、前記リコメンデーシ
ョンは、複数の異なるリコメンデーション技法によって生成される少なくとも１つの命令
と、を備えるコンピュータによって読み取り可能な記憶媒体を備える、コンピュータプロ
グラム製品。
【請求項３５】
　モバイルデバイスのユーザのためのリコメンデーションを生成するためのシステムであ
って、前記ユーザは、サービスプロバイダと関連づけられ、
　リコメンデーションの要求を入手するための手段と、
　ユーザと関連づけられたデータ及び前記ユーザが入手可能な前記コンテンツに関するデ
ータをサービスプロバイダから取り出すための手段と、
　前記取り出されたデータの分析に基づいてリコメンデーションリストを生成するための
手段あって、前記リコメンデーションは、複数の異なるリコメンデーション技法によって
生成される手段と、を備える、システム。
【請求項３６】
　モバイルデバイスのユーザのためのリコメンデーションを生成するためのシステムであ
って、前記ユーザは、サービスプロバイダと関連づけられ、
　前記ユーザと関連づけられたデータを格納及び処理するためのプロフィールモジュール
と、
　前記ユーザが入手可能なコンテンツを格納及び処理するためカタログモジュールと、
　前記プロフィールモジュール及び前記カタログモジュールと通信する決定モジュールで
あって、前記プロフィールモジュール及びカタログモジュールから取り出されたデータの
分析によって前記ユーザのためのリコメンデーションリストを生成するために用いられる
決定モジュールと、を備え、前記リコメンデーションは、複数の個々のリコメンダモジュ
ールによって生成される、システム。
【請求項３７】
　前記決定モジュールは、関連づけリコメンダと、比較リコメンダと、グループ分類リコ
メンダと、追跡リコメンダと、ネットワークリコメンダとを含む請求項３６に記載のシス
テム。
【請求項３８】
　前記ネットワークリコメンダは、
　呼データ記録モジュールと、ネットワークビルダモジュールと、ネットワーククリーニ
ングモジュールと、重み付けモジュールと、関係識別モジュールと、ネットワークリコメ
ンダモジュールと、を備える請求項３７に記載のシステム。
【請求項３９】
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　前記プロフィールモジュールは、プロフィールデータベースモジュールと、プロフィー
ル管理モジュールと、プロフィールグループ分類モジュールと、プロフィール取り込みモ
ジュールと、を備える請求項３６に記載のシステム。
【請求項４０】
　前記カタログモジュールは、コンテンツグループ分類モジュールと、検索モジュールと
、コンテンツ管理モジュールと、コンテンツデータベースモジュールと、コンテンツ取り
込みモジュールと、を備える請求項３６に記載のシステム。
【請求項４１】
　モバイルデバイスのユーザのためのリコメンデーションを生成するためのシステムであ
って、前記ユーザは、サービスプロバイダと関連づけられ、
　前記ユーザと関連づけられたデータを格納及び処理するためのプロフィールモジュール
と、
　前記ユーザが入手可能なコンテンツを格納及び処理するためのカタログモジュールと、
　前記プロフィールモジュール及び前記カタログモジュールと通信する決定モジュールで
あって、前記プロフィールモジュール及びカタログモジュールから取り出されたデータの
分析によって前記ユーザのためのリコメンデーションリストを生成するために用いられ、
前記リコメンデーションは、複数の個々のリコメンダモジュールによって生成される決定
モジュールと、
　前記リコメンデーションを前記サービスプロバイダの販売促進物データベースと比較す
るための及び前記比較に基づいて販売促進物リストを生成するための販売促進モジュール
と、を備える、システム。
【請求項４２】
　前記販売促進モジュールは、販売促進管理モジュールと、販売促進フィードバックモジ
ュールと、販売促進物生成モジュールと、販売促進物取り出しモジュールと、販売促進物
配信モジュールと、をさらに備える請求項４１に記載のシステム。
【請求項４３】
　モバイルデバイスのユーザのためのリコメンデーションを生成するための方法であって
、
　対応する複数のモバイルデバイスの複数のユーザに関する属性データ及び行動データに
アクセスすることと、
　前記属性データに基づいてオファーすべきコンテンツのためのリコメンデーションを生
成し及び前記行動データに基づいてオファーすべきコンテンツのためのリコメンデーショ
ンを生成することと、
　フィルタリング制限を適用することによって部分組のリコメンデーションを選択するこ
とと、
　前記複数のモバイルデバイスの少なくとも１つの部分組に前記部分組のリコメンデーシ
ョンを送信すること、とを備える、方法。
【請求項４４】
　選択されたコンテンツ品目を対象とする推奨ユーザの要求を受信することをさらに備え
る請求項４３に記載の方法。
【請求項４５】
　除外制限にアクセスすることによってフィルタリング制限を適用することをさらに備え
る請求項４３に記載の方法。
【請求項４６】
　選択されたユーザに対する選択されたコンテンツ品目のオファー数を追跡することによ
って前記除外制限にアクセスすることと、
　スレショルドに達したことに応答して前記選択されたユーザに対する前記選択されたコ
ンテンツ品目のさらなるオファーを除外すること、とをさらに備える請求項４５に記載の
方法。
【請求項４７】
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　選択されたユーザに関するカテゴリ制限を受信することによって除外制限にアクセスす
ることをさらに備える請求項４５に記載の方法。
【請求項４８】
　選択されたコンテンツ品目が以前に選択済みであること及び選択されたユーザの選択さ
れたモバイルデバイスによって受信されたことがあることを決定することによって除外制
限にアクセスすることをさらに備える請求項４５に記載の方法。
【請求項４９】
　前記以前に選択されたコンテンツ品目と関連づけられたリコメンデーションのためのコ
ンテンツ品目を識別することをさらに備える請求項４８に記載の方法。
【請求項５０】
　選択されたコンテンツ品目に関する選択された無線デバイスのデバイス適合性を決定す
ることによって除外制限にアクセスすることをさらに備える請求項４５に記載の方法。
【請求項５１】
　選択されたコンテンツ品目の複数のリコメンデーションの信頼度レベルを決定すること
によってフィルタリング制限を適用し及び前記信頼度レベルに従って重み付け係数を適用
することによって部分組のリコメンデーションを選択することをさらに備える請求項４３
に記載の方法。
【請求項５２】
　前記信頼度レベルに従って前記複数のリコメンデーションをソートすることをさらに備
える請求項５１に記載の方法。
【請求項５３】
　ユーザと提示されたリコメンデーションのオファーとの対話に基づいて無線デバイスの
選択されたユーザに関する行動データを直ちに更新することをさらに備える請求項４３に
記載の方法。
【請求項５４】
　無線デバイスの選択されたユーザをユーザグループと関連づけることと、前記グループ
との関連づけに基づいてリコメンデーションを選択すること、とをさらに備える請求項４
３に記載の方法。　
【請求項５５】
　呼データ、誕生日、性別、以前の購入、興味の表示、興味なしの表示、支出パターン、
モバイルデバイスのタイプ、現在の地理上の所在場所、呼の頻度、又はその他のユーザメ
タデータから成る属性データ及び行動データにアクセスすることをさらに備える請求項５
４に記載の方法。　
【請求項５６】
　モバイルデバイスのユーザのためのリコメンデーションを生成するための少なくとも１
つのプロセッサであって、
　対応する複数のモバイルデバイスの複数のユーザに関する属性データ及び行動データに
アクセスするための第１のモジュールと、
　前記属性データに基づいてオファーすべきコンテンツのためのリコメンデーションを生
成し及び前記行動データに基づいてオファーすべきコンテンツのためのリコメンデーショ
ンを生成するための第２のモジュールと、
　フィルタリング制限を適用することによって部分組のリコメンデーションを選択するた
めの第３のモジュールと、
　前記複数のモバイルデバイスの少なくとも１つの部分組に前記部分組のリコメンデーシ
ョンを送信するための第４のモジュールと、を備える、少なくとも１つのプロセッサ。
【請求項５７】
　モバイルデバイスのユーザのためのリコメンデーションを生成するためのコンピュータ
プログラム製品であって、
　対応する複数のモバイルデバイスの複数のユーザに関する属性データ及び行動データに
アクセスすることをコンピュータに行わせるための少なくとも１つの命令と、
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　前記属性データに基づいてオファーすべきコンテンツのためのリコメンデーションを生
成し及び前記行動データに基づいてオファーすべきコンテンツのためのリコメンデーショ
ンを生成することを前記コンピュータに行わせるための少なくとも１つの命令と、
　フィルタリング制限を適用することによって部分組のリコメンデーションを選択するこ
とを前記コンピュータに行わせるための少なくとも１つの命令と、
　前記複数のモバイルデバイスの少なくとも部分組に前記部分組のリコメンデーションを
送信することを前記コンピュータに行わせるための少なくとも１つの命令と、を備えるコ
ンピュータによって読み取り可能な記憶媒体を備える、コンピュータプログラム製品。
【請求項５８】
　モバイルデバイスのユーザのためのリコメンデーションを生成するための装置であって
、
　対応する複数のモバイルデバイスの複数のユーザに関する属性データ及び行動データに
アクセスするための手段と、
　前記属性データに基づいてオファーすべきコンテンツのためのリコメンデーションを生
成し及び前記行動データに基づいてオファーすべきコンテンツのためのリコメンデーショ
ンを生成するための手段と、
　フィルタリング制限を適用することによって部分組のリコメンデーションを選択するた
めの手段と、
　前記複数のモバイルデバイスの少なくとも１つの部分組に前記部分組のリコメンデーシ
ョンを送信するための手段と、を備える、装置。
【請求項５９】
　モバイルデバイスのユーザのためのリコメンデーションを生成するための装置であって
、
　対応する複数のモバイルデバイスの複数のユーザに関する属性データ及び行動データを
含むプロフィール格納用構成要素と、
　アクセスされた属性データに基づいてオファーすべきコンテンツのためのリコメンデー
ションを生成し、アクセスされた行動データに基づいてオファーすべきコンテンツのため
のリコメンデーションを生成し、及びフィルタリング制限を適用することによって部分組
のリコメンデーションを選択するためのプロフィール及びリコメンデーションシステムと
、
　前記複数のモバイルデバイスの少なくとも１つの部分組に前記部分組のリコメンデーシ
ョンを送信するためのネットワーク通信モジュールと、を備える、装置。
【請求項６０】
　選択されたコンテンツ品目を対象とする推奨ユーザの要求を受信するための前記ネット
ワーク通信モジュールをさらに備える請求項５９に記載の装置。
【請求項６１】
　除外制限にアクセスすることによってフィルタリング制限を適用するために前記プロフ
ィール及びリコメンデーションシステムをさらに備える請求項６０に記載の装置。
【請求項６２】
　選択されたユーザへの選択されたコンテンツ品目のオファー数を追跡し、及び
　スレショルドに達したことに応答して前記選択されたユーザへの前記選択された品目の
さらなるオファーを除外することによって除外制限にアクセスするために前記プロフィー
ル及びリコメンデーションシステムをさらに備える請求項６１に記載の装置。
【請求項６３】
　選択されたユーザに関するカテゴリ制限を受信することによって除外制限にアクセスす
るために前記プロフィール及びリコメンデーションシステムをさらに備える請求項６１に
記載の装置。
【請求項６４】
　選択されたコンテンツ品目が以前に選択されたことがあり及び選択されたユーザの選択
されたモバイルデバイスによって受信されたことがあることを決定することによって除外
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制限にアクセスするために前記プロフィール及びリコメンデーションシステムをさらに備
える請求項６１に記載の装置。
【請求項６５】
　前記以前に選択されたコンテンツ品目と関連づけられたリコメンデーションのためのコ
ンテンツ品目を識別するために前記プロフィール及びリコメンデーションシステムをさら
に備える請求項６４に記載の装置。
【請求項６６】
　選択されたコンテンツ品目に関する選択された無線デバイスのデバイス適合性を決定す
ることによって除外制限にアクセスするために前記プロフィール及びリコメンデーション
システムをさらに備える請求項６１に記載の装置。
【請求項６７】
　選択されたコンテンツ品目の複数のリコメンデーションの信頼度レベルを決定すること
によってフィルタリング制限を適用し及び前記信頼度レベルに従って重み付け係数を適用
することによって部分組のリコメンデーションを選択するために前記プロフィール及びリ
コメンデーションシステムをさらに備える請求項５９に記載の装置。
【請求項６８】
　前記重み付け係数に従って前記複数のリコメンデーションをソートするために前記プロ
フィール及びリコメンデーションシステムをさらに備える請求項６７に記載の装置。
【請求項６９】
　ユーザと提示されたリコメンデーションのオファーとの対話に基づいて無線デバイスの
選択されたユーザに関する行動データを直ちに更新するために前記プロフィール及びリコ
メンデーションシステムをさらに備える請求項５９に記載の装置。
【請求項７０】
　無線デバイスの選択されたユーザをユーザグループと関連づけ及び前記グループ関連づ
けに基づいてリコメンデーションを選択するために前記プロフィール及びリコメンデーシ
ョンシステムをさらに備える請求項５９に記載の装置。
【請求項７１】
　呼データ、誕生日、性別、以前の購入、興味の表示、興味なしの表示、支出パターン、
モバイルデバイスのタイプ、現在の地理上の所在場所、呼の頻度、又はその他のユーザメ
タデータから成る属性データ及び行動データにアクセスするために前記プロフィール及び
リコメンデーションシステムをさらに備える請求項５９に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
３５Ｕ．Ｓ．Ｃ．§１１９に基づく優先権の主張
　本特許出願は、“RECOMMENDATION GENERATION SYSTEMS, APPARATUS, AND METHODS”（
リコメンデーション生成システム、装置、及び方法）という題名を有し、ここの譲受人に
譲渡され、ここにおいて参照されることによって明示でここに組み入れられている仮特許
出願番号６０／９９７，５７０（出願日：２００７年１０月４日）に対する優先権を主張
するものである。
【０００２】
　本開示は、モバイル動作環境に関するものである。本開示は、より具体的には、モバイ
ルデバイスキャリアのユーザへのリコメンデーション（ｒｅｃｏｍｍｅｎｄａｔｉｏｎ）
を生成する改良された方法を提供することに関するものである。
【背景技術】
【０００３】
　今日の遠距離通信産業においてはモバイルオペレータ又はモバイルデバイスキャリアが
主要な役割を果たしている。当初は、該モバイルオペレータは、加入者基盤を拡大するこ
とによって収入を生み出すことに注力していた。しかしながら、現在では、幾つかの諸国
においては、市場がほぼ飽和点に達しているため加入者基盤を拡大する範囲が非常に限定
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的になっていることが理解されるであろう。その結果、モバイルオペレータは、各自の収
入を増大させることを目的として加入者に対して付加価値を提供することに拡大してきて
いる。
【０００４】
　増大した収入を生み出す１つの手段は、着信音、壁紙、ジャバゲーム等のプレミアムサ
ービスをユーザに販売することである。これらのサービスは、モバイルオペレータ自身に
よって、又は該サービスを提供するためにモバイルオペレータと共同で事業を営む事業主
体によって提供することができる。これらのサービスは、料金の支払いに応じてユーザの
モバイルデバイスにダウンロードできるようにすることが可能である。
【０００５】
　潜在的売上高の最大化、等の多くの利益は、ユーザにとって最も興味があると思われる
コンテンツ又はサービスをこれらのユーザに推奨及び販売促進することに基づいて発生す
る。
【発明の概要】
【０００６】
　以下は、１つ以上の側面についての基本的な理解を可能にすることを目的としてこれら
の側面の単純化された概要を示すものである。この発明の概要は、すべての企図される側
面を広範囲にわたって概説したものではなく、さらに全側面の主要な又は極めて重要な要
素を特定すること及びいずれかの又はすべての側面の適用範囲を詳細に説明することのい
ずれも意図されていない。以下の説明の唯一の目的は、後述される発明を実施するための
形態の準備段階として１つ以上の側面の幾つかの概念を単純な形で提示することである
　上記の目的及び関連する目的を完遂させるために、前記１つ以上の側面は、以下におい
て説明され、請求項において特に強調される特徴を備える。以下の説明及び添付図面は、
前記１つ以上の側面のうちの一定の例示的側面を詳述するものである。しかしながら、こ
れらの側面は、様々な側面の原理を採用することができる様々な方法のうちのほんのわず
かを示すにすぎず、前記説明される側面は、これらのすべての側面及びその同等の側面を
含むことが意図される。
【０００７】
　一側面において、モバイルデバイスのユーザのためのリコメンデーションを生成するた
めの方法が提供され、前記ユーザは、サービスプロバイダと関連づけられる。リコメンデ
ーションの要求が受信される。前記ユーザと関連づけられたデータ及び前記ユーザが入手
可能なコンテンツに関するデータが前記サービスプロバイダから取り出される。前記取り
出されたユーザデータの分析に基づいてリコメンデーションリストが生成され、前記リコ
メンデーションは、複数の異なるリコメンデーション技法によって生成される。
【０００８】
　他の側面においては、命令を有するコンピュータによって読み取り可能な記憶媒体を有
するコンピュータプログラム製品が提供される。少なくとも１つの命令は、リコメンデー
ションの要求を入手することをコンピュータに行わせる。少なくとも１つの命令は、前記
ユーザと関連づけられたデータ及び前記ユーザが入手可能な前記コンテンツに関するデー
タを前記サービスプロバイダから取り出すことをコンピュータに行わせる。少なくとも１
つの命令は、前記取り出されたデータの分析に基づいてリコメンデーションリストを生成
することをコンピュータに行わせ、前記リコメンデーションは、複数の異なるリコメンデ
ーション技法によって生成される。
【０００９】
　追加の側面においては、モバイルデバイスのユーザのためのリコメンデーションを生成
するためのシステムが提供され、前記ユーザは、サービスプロバイダと関連づけられる。
リコメンデーションの要求を入手するための手段が提供される。前記ユーザと関連づけら
れたデータ及び前記ユーザが入手可能な前記コンテンツに関するデータを前記サービスプ
ロバイダから取り出すための手段が提供される。前記取り出されたデータの分析に基づい
てリコメンデーションリストを生成するための手段が提供され、前記リコメンデーション
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は、複数の異なるリコメンデーション技法によって生成される。
【００１０】
　他の追加の側面においては、モバイルデバイスのユーザのためのリコメンデーションを
生成するためのシステムが提供され、前記ユーザは、サービスプロバイダと関連づけられ
る。プロフィールモジュールは、前記ユーザと関連づけられたデータを格納及び処理する
。カタログモジュールは、前記ユーザが入手可能なコンテンツを格納及び処理する。決定
モジュールは、前記プロフィールモジュール及び前記カタログモジュールと通信し、前記
プロフィールモジュール及びカタログモジュールから取り出されたデータの分析によって
前記ユーザのためのリコメンデーションリストを生成し、前記リコメンデーションは、複
数の個々のリコメンダモジュールによって生成される。
【００１１】
　さらなる側面においては、方法は、モバイルデバイスのユーザのための販売促進物（ｐ
ｒｏｍｏｔｉｏｎｓ）を生成することを提供する。対応する複数のモバイルデバイスの複
数のユーザに関する属性データ及び行動データにアクセスされる。前記属性データに基づ
いてオファーすべきコンテンツのためのリコメンデーションが生成され及び前記行動デー
タに基づいてオファーすべきコンテンツのためのリコメンデーションを生成する。フィル
タリング制限を適用することによって部分組のリコメンデーションが選択される。前記部
分組のリコメンデーションは、前記複数のモバイルデバイスの少なくとも１つの部分組に
送信される。
【００１２】
　他のさらなる側面においては、少なくとも１つのプロセッサが、モバイルデバイスのユ
ーザのための販売促進物を生成する。第１のモジュールは、対応する複数のモバイルデバ
イスの複数のユーザに関する属性データ及び行動データにアクセスする。第２のモジュー
ルは、前記属性データに基づいてオファーすべきコンテンツのためのリコメンデーション
を生成し及び前記行動データに基づいてオファーすべきコンテンツのためのリコメンデー
ションを生成する。第３のモジュールは、フィルタリング制限を適用することによって部
分組のリコメンデーションを選択する。第４のモジュールは、前記複数のモバイルデバイ
スの少なくとも１つの部分組に前記部分組のリコメンデーションを送信する。
【００１３】
　さらなる追加の側面においては、コンピュータプログラム製品は、モバイルデバイスの
ユーザのための販売促進物を生成する。コンピュータによって読み取り可能な記憶媒体は
、命令を備える。前記コンピュータによって読み取り可能な記憶媒体は、対応する複数の
モバイルデバイスの複数のユーザに関する属性データ及び行動データにアクセスすること
をコンピュータに行わせるための少なくとも１つの命令を含む。前記コンピュータによっ
て読み取り可能な記憶媒体は、前記属性データに基づいてオファーすべきコンテンツのた
めのリコメンデーションを生成すること及び前記行動データに基づいてオファーすべきコ
ンテンツのためのリコメンデーションを生成することを前記コンピュータに行わせるため
の少なくとも１つの命令をさらに含む。前記コンピュータによって読み取り可能な記憶媒
体には、フィルタリング制限を適用することによって部分組のリコメンデーションを選択
することを前記コンピュータに行わせるための少なくとも１つの命令がさらに含まれる。
前記コンピュータによって読み取り可能な記憶媒体は、前記複数のモバイルデバイスの少
なくとも１つの部分組に前記部分組のリコメンデーションを送信することを前記コンピュ
ータに行わせるための少なくとも１つの命令をさらに含む。
【００１４】
　さらに他の追加の側面においては、装置は、モバイルデバイスのユーザのための販売促
進物を生成する。対応する複数のモバイルデバイスの複数のユーザに関する属性データ及
び行動データにアクセスするための手段が提供される。前記属性データに基づいてオファ
ーすべきコンテンツのためのリコメンデーションを生成するための及び前記行動データに
基づいてオファーすべきコンテンツのためのリコメンデーションを生成するための手段が
提供される。フィルタリング制限を適用することによって部分組のリコメンデーションを
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選択するための手段が提供される。前記複数のモバイルデバイスの少なくとも１つの部分
組に前記部分組のリコメンデーションを送信するための手段が提供される。
【００１５】
　さらなる側面においては、装置は、モバイルデバイスのユーザのための販売促進物を生
成する。プロフィール格納用構成要素は、対応する複数のモバイルデバイスの複数のユー
ザに関する属性データ及び行動データを含む。プロフィール及びリコメンデーションシス
テムは、アクセスされた属性データに基づいてオファーすべきコンテンツのためのリコメ
ンデーションを生成し、アクセスされた行動データに基づいてオファーすべきコンテンツ
のためのリコメンデーションを生成し、フィルタリング制限を適用することによって部分
組のリコメンデーションを選択する。ネットワーク通信モジュールは、前記複数のモバイ
ルデバイスの少なくとも１つの部分組に前記部分組のリコメンデーションを送信する。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】一側面による、移動通信ネットワークのプロファイリング及びリコメンデーショ
ンシステムのブロック図である。
【図２】一側面による、プロファイリング及び推奨する方法のタイミング図である。
【図３】一側面による、この開示のプロフィール及びリコメンデーションシステムを組み
入れた無線通信システム例を示すブロック図である。
【図４】他の側面による、プロフィール及びリコメンデーションシステムとインタフェー
スするモバイルオペレータと関連づけられた構成要素のより詳細な図を示したプロフィー
ル及びリコメンデーションシステムのブロック図である。
【図５Ａ】外部のネットワークエンティティと対話するプロファイリングのための方法に
関するタイミング図である。
【図５Ｂ】一側面による、プロファイリング及びリコメンデーションシステムによって生
成されたカテゴリページと無線デバイスの例示的対話のための方法に関するタイミング図
である。
【図６】一側面による、加入者の使用及び興味について詳細に理解することによってコン
テンツのターゲットを正確に特定するための方法の流れ図である。
【図７】一側面による、カタログモジュールの主構成要素のブロック図を示す。
【図８】一側面による、プロフィールモジュールの主構成要素のブロック図を示す。
【図９】一側面による、決定モジュールにおけるリコメンデーション生成プロセスの４つ
の段階を示す略図及びリコメンデーションを生成するための方法の流れ図である。
【図１０】さらに他の側面による、リコメンデーションを生成するための主動作を要約す
る方法の流れ図を示す。
【図１１】さらに他の側面による、図１０の方法の副動作の方法の流れ図を示す。
【図１２】さらに他の側面による、図１１の方法に関わる副動作の方法の流れ図を示す。
【図１３】一側面による、リコメンダモジュールと決定コントローラとの間の関係のブロ
ック図を示す。
【図１４】一側面による、リコメンダ処理のための方法の流れ図を示す。
【図１５】他の側面による、決定リコメンダにおける様々な機能呼び出しの略図例を示し
た図である。
【図１６】一側面による、決定モジュールの主構成要素のブロック図を示す。
【図１７】一側面による、ネットワークリコメンダの主構成要素のブロック図を示す。
【図１８】一側面による、ネットワークリコメンデーションに関する流れ図を示す。
【図１９】一側面による、決定モジュールが幾つかの異なる技法を用いてどのようにして
性能要求を満たすかを示す略図である。
【図２０】一側面による、販売促進モジュールの主構成要素のブロック図を示す。
【図２１】他の側面による、販売促進モジュールによって実行される方法の流れ図を示す
。
【図２２】さらに他の側面による、図４のプロフィール及びリコメンデーションシステム
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のさらなるモジュールの詳細を示した図である。
【図２３】一側面による、プロフィール及びリコメンデーションの方法の少なくとも一部
を実行するための計算プラットフォームの流れ図を示す。
【図２４】一側面による、プロフィール及びリコメンデーションの方法を実行するための
モジュールを有するネットワークデバイスを示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　この開示の様々な側面が以下においてさらに説明される。ここにおける教示は非常に様
々な形態で具現化できること及びここにおいて開示されるあらゆる特定の構造又は機能は
単なる代表例であるにすぎないことが明確なはずである。ここにおける教示に基づき、当
業者は、ここにおいて開示される側面はその他の側面と独立して実装できること及びこれ
らの側面のうちの２つ以上を様々な方法で結合できることを理解すべきである。例えば、
ここにおいて説明される側面のうちのあらゆる数の側面を用いて装置を実装することがで
き又は方法を実践することができる。さらに、装置は、ここにおいて説明される側面のう
ちの１つ以上の側面に加えたその他の構造、機能、又は構造と機能又は前記側面以外の構
造、機能、又は構造と機能を用いて実装することができ又は該方法を実践できる。一例と
して、ここにおいて説明される方法、デバイス、システム、装置の多くは、移動通信環境
においてダイナミックモバイルクーポンを提供することに関して説明される。当業者は、
その他の通信環境に対しても同様の技法を適用可能であることを理解すべきである。
【００１８】
　この開示において用いられる“コンテンツ”という用語は、デバイス上で提供、処理、
又は実行することができるあらゆるタイプのアプリケーション、マルチメディアファイル
、画像ファイル、エクセキュータブル、プログラム、ウェブページ、スクリプト、ドキュ
メント、プレゼンテーション、メッセージ、データ、メタデータ、又はその他のあらゆる
タイプのメディア又は情報について説明するために用いられる。
【００１９】
　この開示において用いられる“構成要素”、“システム”、“モジュール”、等の用語
は、ハードウェア、ソフトウェア、実行中のソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェ
ア、マイクロコード、又はその組み合わせ、のいずれであるかにかかわらず、コンピュー
タに関連するエンティティを指すことが意図される。例えば、構成要素は、限定されずに
、プロセッサ上で実行中のプロセス、プロセッサ、オブジェクト、エクセキュータブル、
実行スレッド、プログラム、又はコンピュータであることができる。プロセス又は実行ス
レッド内には１つ以上の構成要素が常駐することができ、構成要素は、１つのコンピュー
タ上に局在化する及び／又は２つ以上のコンピュータ間で分散させることができる。さら
に、これらの構成要素は、様々なデータ構造が格納されている様々なコンピュータによっ
て読み取り可能な媒体から実行可能である。これらの構成要素は、ローカル又は遠隔プロ
セスによって、例えば１つ以上のデータパケット（例えば、ローカルシステム又は分散型
システム内の他の構成要素と対話中の又はインターネット等のネットワークを通じて信号
を用いてその他のシステムと対話中の構成要素からのデータ）を有する信号に従って通信
することができる。さらに、当業者によって理解されるように、ここにおいて説明される
システムの構成要素は、それに関して説明される様々な側面、目標、利点、等を達成する
のを容易にするために再配置すること又は追加の構成要素によって補完することができ、
さらに、所定の図において示される精密な構成に限定されない。
【００２０】
　さらに、ここにおいて開示される側面と関係させて説明される様々な例示的な論理、論
理ブロック、モジュール、及び回路は、ここにおいて説明される機能を果たすように設計
された汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（Ａ
ＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、その他のプログラミン
グ可能な論理デバイス、ディスクリートゲートロジック、ディスクリートトランジスタロ
ジック、ディスクリートハードウェア構成要素、又はそのあらゆる適切な組合せ、ととも
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に実装又は実行することが可能である。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであること
ができるが、代替として、従来のどのようなプロセッサ、コントローラ、マイクロコント
ローラ、又はステートマシンであってもよい。プロセッサは、計算装置の組合せ、例えば
、ＤＳＰと、１つのマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサとの組合
せ、ＤＳＰコアと関連する１つ以上のマイクロプロセッサとの組合せ、又はその他のあら
ゆる適切な構成との組合せ、として実装することも可能である。さらに、少なくとも１つ
のプロセッサは、ここにおいて説明される動作又は行動のうちの１つ以上を実行するため
に動作可能な１つ以上のモジュールを備えることが可能である。
【００２１】
　さらに、ここにおいては、様々な側面がモバイルデバイスと関係させて説明される。モ
バイルデバイスは、システム、加入者ユニット、加入者局、移動局、モバイル、モバイル
デバイス、セルラーデバイス、マルチモードデバイス、遠隔局、遠隔端末、アクセス端末
、ユーザ端末、ユーザーエージェント、ユーザーデバイス、ユーザ装置、等と呼ぶことも
可能である。加入者局は、携帯電話、コードレスフォン、セッション開始プロトコル（Ｓ
ＩＰ）フォン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、パーソナルデジタルアシスタン
ト（ＰＤＡ）、無線接続能力を有するハンドヘルドデバイス、又は無線モデム又は処理デ
バイスとの無線通信を容易にする同様の機構（ｍｅｃｈａｎｉｓｍ）に接続されたその他
の処理デバイスであることができる。
【００２２】
　さらに、ここにおいて説明される様々な側面又は特徴は、標準的なプログラミング又は
エンジニアリング技法を用いて製造方法、製造装置、又は製造品として実装することがで
きる。さらに、ここにおいて開示される側面と関係させて説明される方法又はアルゴリズ
ムの動作又は行動は、直接ハードウェア内に、プロセッサによって実行されるソフトウェ
アモジュール内に、又はこれらの２つの組み合わせ内において具現化することが可能であ
る。さらに、幾つかの側面においては、方法又はアルゴリズムの動作又は行動は、コンピ
ュータプログラム製品内に組み入れることが可能な機械によって読み取り可能な媒体又は
コンピュータによって読み取り可能な媒体上において符号又は命令の少なくとも１つの組
として又は符号又は命令の組み合わせとして常駐可能である。さらに、ここにおいて用い
られる“製造品”という表現は、コンピュータによって読み取り可能なデバイス、キャリ
ヤ、又は媒体からアクセス可能なコンピュータプログラムを包含することが意図される。
例えば、コンピュータによって読み取り可能な媒体は、限定されることなしに、磁気記憶
装置（例えば、ハードディスク、フロッピー（登録商標）ディスク、磁気ストリップ）と
、光学ディスク（例えば、コンパクトディスク（ＣＤ）、デジタルバーサタイルディスク
（ＤＶＤ））と、スマートカードと、フラッシュメモリデバイス（例えば、カード、ステ
ィック、キードライブ）と、を含むことができる。さらに、ここにおいて説明される様々
な記憶媒体は、情報を格納するための１つ以上のデバイス及び／又はその他の機械によっ
て読み取り可能な媒体を表すことができる。“機械によって読み取り可能な媒体”という
表現は、限定されることなしに、命令、又はデータを格納、内蔵、又は搬送することがで
きる無線チャネル及び様々なその他の媒体を含むことができる。
【００２３】
　上記に加えて、“典型的な”という表現は、ここでは、１つの例、事例、又は実例を意
味するために用いられる。ここにおいて“典型的な”として説明されるいずれの側面又は
設計も、その他の側面又は設計よりも好ましい又は有利であるとは必ずしも解釈すべきで
はない。むしろ、典型的という表現の使用は、概念を具体的に提示することが意図される
。さらに、この出願及び添付される請求項において用いられる表現“又は”は、排他的“
又は”ではなく包含的“又は”を意味することが意図される。すなわち、その他の規定が
ない限り、又は文脈から明らかでない限り、“Ｘは、Ａ又はＢを採用する”は、自然の包
含的置換のうちのいずれかを意味することが意図される。すなわち、この例においては、
ＸはＡを採用することが可能である、又はＸはＢを採用することが可能である、又はＸは
Ａ及びＢの両方を採用することが可能であり、従って、“Ｘは、Ａ又はＢを採用する”と
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いう文は、上記の事例のうちのいずれにおいても満たされる。さらに、この出願及び添付
される請求項において用いられる冠詞“ａ”又は“ａｎ”は、概して、その他の規定がな
い限り又は単数形であることが示されることが文脈から明らかでない限り、“１つ以上”
を意味すると解釈されるべきである。
【００２４】
　ここにおいて用いられる“推論する”又は“推論”という表現は、概して、システム、
環境、又はユーザの状態をイベント又はデータを介して取得された一組の観察事項から推
量するか又は推論するプロセスを指す。推論は、特定の状況又は行動を識別するために採
用することができるか、又は例えば状態に関する確率分布を生成することができる。推論
は、確率論的、すなわち、データ及びイベントの考慮に基づいた対象状態に関する確率分
布の計算であることができる。推論は、より高いレベルのイベントを一組のイベント又は
データから組み立てるために採用される技法を指すこともできる。該推論の結果として、
新しいイベント又は行動が一組の観察されたイベント又は格納されたイベントデータから
構築されることになり、これらのイベントが時間的に接近した形で相互に関連しているか
どうか、及びこれらのイベント及びデータが１つ又は幾つかのイベント及びデータ源から
のものであるかどうかを問わない。
【００２５】
　図１を参照して、これらの側面は、無線通信ネットワーク１４のモバイルオペレータ１
２及びコンテンツプロバイダ１６として説明されるそのビジネスパートナーが、コンテン
ツ及びサービスの取り込み（ｕｐｔａｋｅ）を、加入者２０のモバイルデバイス１８とし
て示される加入者基盤に対して事前に促進するのを可能にするプロフィール及びリコメン
デーションシステム１０を提供する。一例においては、これは、モバイルデバイス１８へ
の配信を目的として特定の加入者２０を対象として個別に好適化されたリコメンデーショ
ンリスト２１を生成することによって達成される。これらのリコメンデーションは、モバ
イルオペレータと関連づけられたポータルにおいて表示すること、又は例えばモバイルメ
ッセージ送信によってモバイルデバイスに配信することが可能である。
【００２６】
　一側面により、格納されたプロフィールデータ２２は、属性データ２４又は行動データ
２６を備える。属性リコメンダ２８及び行動リコメンダ３０として説明される対応する複
数のリコメンダが、各々のデータ２４、２６を、コンテンツ３６のカタログインデックス
３４のコンテンツ特徴相互参照３２と関連づける。リコメンダ２８、３０のからの暫定的
リコメンデーションは、信頼度重み付け用構成要素３８によって割り当てられた信頼度レ
ベルを有する。例えば、弱い又は強い関連性を決定することができる。他の例として、属
性又は行動は、限られた出来事の推論的分析を通じて関連性が弱いと決定することができ
又は明示の入力又は繰り返される行動を通じて関連性が強いと決定することができる。重
みが付けられた暫定的リコメンデーションは、ソート用構成要素４０によってソートする
ことができる。
【００２７】
　ソート前又はソート後において、フィルタリング用構成要素４２は、不適切なリコメン
デーションを回避するための除外４４を実装する。除外は、４６において示されるように
加入者２０によって明示で指定する、例えば、拒否可能な一定のカテゴリのリコメンデー
ションを制限する、ことができる。除外は、４８において示されるように、モバイルオペ
レータ１２によって指定する、例えばコンテンツ（例えば、ＭＰ３メディアプレイヤを有
するモバイルデバイスに適する音声ファイル）に適した計算プラットフォームターゲット
を指定する、ことができる。除外は、５０において示されるように、プロフィールデータ
２２から導き出す、例えば、本来であれば再度推奨されることになるコンテンツの購入又
は加入者２０によって繰り返し無視されるリコメンデーションを追跡することも可能であ
る。除外は、デバイス又はソフトウェアのコンフィギュレーション適合性情報５２を提供
することによって、モバイルオペレータ１２であることができるコンテンツプロバイダ１
６から引き出すことも可能である。それにより、推奨されたコンテンツを成功裏に使用で



(16) JP 2013-58213 A 2013.3.28

10

20

30

40

50

きないモバイルデバイス１８が除外される。
【００２８】
　リコメンデーションは、加入者にとって最も興味があると思われるコンテンツ及びサー
ビスを決定するために、モバイルオペレータが利用可能な加入者情報をオファーされるコ
ンテンツ及びサービスと関係させて分析することによって生成される。特に、プロフィー
ル及びリコメンデーションシステム１０は、個人メンバー又はグループメンバーとしての
属性又は行動の評価に基づいて加入者２０が最も購入しやすいと決定されている時間にリ
コメンデーションを加入者２０に配信することも可能にする。プロフィール及びリコメン
デーションシステムは、特定のコンテンツ又はサービスを加入者基盤に対して積極的に販
売促進するのが望まれるときに販売促進物を生成するために好適である。
【００２９】
　図２において、一側面による、モバイルデバイスにおいてオファーするためのコンテン
ツのプロファイリングされたリコメンデーションに関する方法５０が示される。ブロック
５２において、入手可能なコンテンツがカタログ化されて特徴が説明される。ブロック５
４において、ユーザ属性及び行動データが維持される。ブロック５６において、以前に属
性が決定されたユーザとのピアツーピア（Ｐ２Ｐ）関係に基づいて該属性を有するユーザ
に関する関連づけを行うことができる。この間接的な関連づけは、明示の又は直接的な情
報から行われる関連づけよりも低い重みを有することができる。ブロック５８において、
ユーザは、グループ、例えば明示の入会、グループのためのポータルへの頻繁なアクセス
、等と関連づけることができる。この関連づけられたグループは、特に関連づけられたユ
ーザに関して不十分なデータが受信されている場合において、関連づけられたユーザに関
して用いることが可能な属性及び行動データを有することが可能である。ブロック６０に
おいて、リコメンデーションの要求が受信される。ブロック６２において、加入者のため
の品目又は品目の対象となる加入者を入手するためのリコメンデーションの要求が各々の
属性データごとに生成される。ブロック６４において、加入者のための品目又は品目の対
象となる加入者を入手するためのリコメンデーションの要求が各々の行動データごとに生
成される。リコメンデーションは、信頼度レベルを各々に割り当てることによって重みが
付けられる（ブロック６６）。重みが付けられたリコメンデーションは、最高の部分組が
配信できるようにソートされる（ブロック６７）。除外、例えば、以前の購入、追跡され
た以前のオファー、ユーザ設定（制限）、オペレータの指図、デバイス適合性／コンフィ
ギュレーション、等にアクセスされる（ブロック６８）。ブロック７０において、適用可
能な除外にアクセスすることによってリコメンデーションがフィルタリングされる。ブロ
ック７２において、フィルタリング及びソートされたリコメンデーションが、モバイルデ
バイスでの提示を目的として送信される。ブロック７４において、リコメンデーションの
提示及びユーザによる選択に関する確認が受信される。このデータを用いて追跡が更新さ
れる（ブロック７６）。
【００３０】
　今度は図３を参照して、一側面により、この開示のプロフィール及びリコメンデーショ
ンシステム１０１を組み込んだ典型的無線通信システム１００を示すブロック図が提供さ
れる。無線通信システム１００は、無線ネットワーク１０３を通じて基地局コントローラ
（ＢＳＣ）１０４と通信する１つ以上の無線デバイス１０２を含むことができる。無線デ
バイス１０２は、あらゆる適切なタイプであることができ、例えば、ハンドヘルドＰＣ、
ＰＤＡ、又は携帯電話を含む。基地局コントローラ１０４は、モバイルオペレータの通信
インフラストラクチャ、例えばワイヤレスアプリケーションプロトコル（ＷＡＰ）ゲート
ウェイ１０５として示される無線ゲートウェイ、マルチメディアメッセージ交換センター
（ＭＭＳＣ）１０６、及びショートメッセージ交換センター（ＳＭＳＣ）１０７と通信す
る。モバイルオペレータのシステムは、ポータルとして機能するように構成されたサーバ
１０８も含む。
【００３１】
　一例においては、この開示のプロフィール及びリコメンデーションシステム１０１は、
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モバイルオペレータの通信インフラストラクチャと通信可能な形でリンクされる。一例に
おいては、プロフィール及びリコメンデーションシステムは、以下においてさらに詳細に
説明されるように、加入者基盤の統一図及び高度プロファイリング、及びインテリジェン
トリコメンデーションを提供することによって、モバイルオペレータ及び関連づけられた
ビジネスパートナーがサービスの取り込みを事前に促進するのを可能にする。
【００３２】
　一側面により、図４は、この開示のモバイルオペレータ２０２及びプロフィール及びリ
コメンデーションシステム１０１と関連づけられた一定の構成要素間での対話を示したプ
ロフィール及びリコメンデーションネットワーク２００の典型的ブロック図を示す。これ
らのシステムは、モバイルオペレータの通信インフラストラクチャ２０６内において直接
統合することができ、又は代替として、モバイルオペレータと関連づけられたビジネスパ
ートナーのシステムの一部であることができる。インフラストラクチャ２０６は、サービ
ス及びコンテンツ情報用構成要素２０８と、加入者プロフィール情報ソース２１０と、管
理者２１３によって用いられるリコメンデーションアプリケーション２１２と、を含むこ
とが可能である。プロフィール及びリコメンデーションシステム１０１は、コンテンツ配
信システム２１４とインタフェースし、コンテンツ配信システム２１４は、ＷＡＰゲート
ウェイ１０５と、ショートメッセージサービスセンター（ＳＭＳＣ）１０７と、マルチメ
ディアメッセージ送信サービスセンター（ＭＭＳＣ）１０６と、を備えることが可能であ
り、及び無線デバイス１０２と通信する。コンテンツ配信システム２１４は、ＷＡＰゲー
トウェイ１０５、ＳＭＳＣ１０７、ＭＭＳＣ１０６等のネットワークシステムへの接続を
介してコンテンツ配信能力を提供する。これは、プロフィール及びリコメンデーションシ
ステム１０１がコンテンツ配信システム２１４と通信中の無線デバイス１０２のユーザ又
は加入者２２２に対してあらゆるタイプのモバイルコンテンツ又はサービスを配信するこ
と及び受信することを可能にする。この能力は、（例えば、ＳＭＳ、ＭＭＳ、ＷＡＰ　Ｐ
ｕｓｈ、等を介して）販売促進情報を配信するためにプロフィール及びリコメンデーショ
ンシステム１０１が用いられる場合及びプロフィール及びリコメンデーションシステム１
０１がコンテンツ配信完遂（例えば、和音着信音、壁紙、ゲーム、等）に関する責任を有
する場合に実装可能である。
【００３３】
　サービス及びコンテンツ情報用構成要素２０８は、プロフィール及びリコメンデーショ
ンシステム１０１が通信可能である外部プラットフォーム、例えば付加価値サービス（Ｖ
ＡＳ）又はポータル２２６、を備えることができる。一例においては、ＶＡＳプラットフ
ォーム２２６との統合は、１つ以上の無線デバイス１０２のモバイル加入者２２２が入手
可能なコンテンツの完全なカタログの作成を容易にすることができる。これは、プロフィ
ール及びリコメンデーションシステム１０１がモバイルオペレータ又はそのパートナーに
よってオファーされた入手可能なコンテンツ又はサービスをよりインテリジェントに小売
りするのを可能にする。ポータル２２６との統合は、ポータル２２６を用いるユーザ又は
加入者２２２へのターゲットを特定した販売促進物の配信を可能にし、及びのちに加入者
プロフィール情報ソース２１０から参照するためにこれらのユーザ又は加入者の行動に関
する情報用構成要素２２８の取得（ｃａｐｔｕｒｅ）を可能にする。一例においては、加
入者プロフィール情報２２８は、呼データ、性別、誕生日、以前の購入履歴、興味あり又
は興味なしの表示、支出パターン、モバイルデバイスのタイプ、現在の地理上の位置、電
話する頻度又はその他のメタデータのうちの１つ以上を含む。
【００３４】
　図４は、一側面による、プロフィール及びリコメンデーションシステム１０１の例示的
主構成要素の詳細をさらに示す。これらは、カタログモジュール２３０と、プロフィール
モジュール２３２と、決定モジュール２３４と、販売促進モジュール２３６と、を含む。
これらのモジュールの各々が以下おいてさらに詳細に説明される。カタログモジュール２
３０は、プロフィール及びリコメンデーションシステム１０１を大量のコンテンツ又はサ
ービス用のセントラルカタログとして利用するのを可能にする。このようにして、入手可
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能なコンテンツ／サービスのより詳細な全体像をその他のシステム（例えば、ポータル）
に提供することができ、それにより、コンテンツ小売りプロセスのより良い管理を可能に
する。
【００３５】
　一例により、集中された場所においてモバイルオペレータによって維持されるオペレー
タカタログ２３８は、オペレータによって提供される音声、データ、及びその他のサービ
スの完全なカタログを含むことができる。一例においては、カタログモジュール２３０は
、モバイルオペレータのセントラルカタログ２３８において定義される商品ＩＤコード及
び構造２４０を維持することが可能である。
【００３６】
　使用上は、図５Ａにおいて示されるように、一例においては、プロファイリング及び推
奨のための方法３００が、加入者プロフィール情報ソース３０２として示される外部のネ
ットワークエンティティと対話する。他方、加入者プロフィール情報は、モバイルオペレ
ータの既存の課金システム３０４及び顧客関係管理（ＣＲＭ）システム３０６と通信する
。プロフィール及びリコメンデーションシステム３０８は、ユーザ又は加入者無線デバイ
ス３１２へのコンテンツ配信に関する責任を有するときに課金統合を行う。
【００３７】
　図５Ｂにおいて示される他の側面においては、方法３５８は、無線デバイス３６０がプ
ロフィール及びリコメンデーションシステム３６４によって生成されたカテゴリページ上
のリコメンデーションを受信するために無線ゲートウェイ３６２にアクセスするのを示す
。３６６において示されるように、無線デバイス３６０は、カテゴリページの閲覧を無線
ゲートウェイ３６２に要求し、無線ゲートウェイ３６２は、３６８において示されるよう
に、リコメンデーションの要求をプロフィール及びリコメンデーションシステム３６４に
転送する。リコメンデーションは、３７０において示されるように、生成されて無線ゲー
トウェイ３６２に返信され、無線ゲートウェイ３６２は、３７２において示されるように
、無線デバイス３６０においてカテゴリページ上にリコメンデーションを表示する。ユー
ザがカテゴリページにおいて推奨品目を選択するときに、３７４において示されるように
この選択が無線ゲートウェイ３６２に通信される。無線ゲートウェイ３６２は、３７６に
おいて示されるようにブラウジング活動のフィードバックをプロフィール及びリコメンデ
ーションシステム３６４に提供する。無線デバイス３６０のユーザは、３７８において示
されるように無線ゲートウェイ３６２に通信されるカテゴリページの追加閲覧を要求する
ことが可能である。３８０において示されるように、無線ゲートウェイ３６２は、カテゴ
リページに追加（ｐｏｐｕｌａｔｅ）するためのリコメンデーションを要求し、３８２に
おいて示されるように、最新のブラウジング活動を反映したカテゴリページのための新し
いリコメンデーション、例えば、購入された又は指定されたスレショルド回数よりも多く
オファーされた品目の削除又は選択された推奨品目に関連する品目の追加、によって応答
される。
【００３８】
　図５Ａを再度参照し、プロフィール及びリコメンデーションシステム３０８は、特定顧
客課金システム３０４へのアプリケーションプログラミングインタフェース（ＡＰＩ）と
して１つの範囲の課金シナリオをサポートすることができる。無線デバイス３１２は、３
２０において示されるようにリアルタイム情報要求を課金システム３０４に送信し、リア
ルタイムの残高照会を行うこと、購入イベント、例えば新規加入、を通知すること、及び
販売促進用残高を利用することを可能にする（例えば、加入者は、新規契約の最初の３ヶ
月間は、１ヶ月に２つのゲームを無料でダウンロードすることができる）。課金システム
３０４は、３２４において示されるように、情報又はトランザクション確認を無線デバイ
ス３１２に返信する。プロフィール及びリコメンデーションシステム３０８によって行わ
れるこのＡＰＩがリアルタイムの性質を有することは、前払い加入者の残高が有効に管理
されて収入漏れが最小化されるのを保証する。
【００３９】
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　一例により、ブロック３２８において示されるように、プロフィール及びリコメンデー
ションシステム３０８は、課金目的で呼データ記録（ＣＤＲ）を生成する際に料金コード
を用いることができ、これらの呼データ記録（ＣＤＲ）は、３３０において示されるよう
に課金システム３０４に送信される。これらのコードは、ユーザによって定義され、コン
テンツソースからの全コンテンツと関連づけることができる。一側面においては、このイ
ンタフェースによって複数のＣＤＲフォーマットの出力をサポートすることも可能である
。基本料金コード情報に加えて、加入者の請求書に含めることが可能な実際のコンテンツ
に関する記述も含むことができる。それは、ゼロ又は特別のレーティングを有する販売促
進情報用課金タグを管理することも可能である。一実装により、ブロック３３２において
示されるように、プロフィール及びリコメンデーションシステム３０８は、実際のコンテ
ンツ及びコンテンツを配信するために用いられる帯域幅に関する価格設定をモバイルオペ
レータが区別するのに役立つ決済データを処理することも可能であり、３３４において示
されるように課金システム３０４に送信される。それは、モバイルオペレータがコンテン
ツプロバイダに対して負う金額を報告するために卸売価格と小売価格を区別することもで
きる。
【００４０】
　プロフィール及びリコメンデーションシステム３０８は、複数のエージェントがプロフ
ィールモジュール２３２（図４）又はカタログモジュール２３０（図４）内にデータを送
り込むのを可能にするためにさらに動作可能である。例えば、１つのエージェント３３６
が３３８において示されるようにＣＲＭシステム３０６からユーザ又は加入者属性情報を
受信するように及び他のエージェント３４０が３４２に示されるように課金システム３０
４からユーザ又は加入者購入履歴を受信するように構成することが可能である。
【００４１】
　リコメンデーションアプリケーション２１２は、プロフィール及びリコメンデーション
システム３０８が外部のアプリケーションとインタフェースできるようにするための手段
を提供するために動作し、その外部のアプリケーションを通じて、プロフィール及びリコ
メンデーションシステム３０８の全側面、例えば販売促進、カタログ及びコンテンツの管
理、を管理することが可能である。一側面においては、これは、管理者が利用可能なウェ
ブに基づくユーザインタフェース（示されていない）であることができ、管理者は、モバ
イルオペレータの社員又は関連づけられたビジネスパートナー、例えばコンテンツパート
ナー、であることができる。このリコメンデーションアプリケーション３４４の多くの特
徴は、以下においてプロフィール及びリコメンデーションシステム３０８の様々なモジュ
ールを参照して説明されたときに理解されるであろう。
【００４２】
　設定可能な期間において、３４６に示されるように、コンテンツカタログのバージョン
が管理されたコピーをセントラルカタログ格納場所３４８にエクスポートすることができ
る。一側面により、ブロック３５０においてプロフィール及びリコメンデーションシステ
ム３０８がセントラル商品カタログ内のコンテンツに関するデータを維持することは、３
５２において示されるように、プロフィール及びリコメンデーションシステム３０８がカ
タログモジュール２３０のＸＭＬフォーマットをセントラルカタログ格納場所３４８にエ
クスポートするのを可能にする。このようにして、一例により、全詳細事項が保存され、
コンテンツの再インデキシングに関する問題は生じない。
【００４３】
　図６を参照して、一実装により、ユーザ又は加入者をプロファイリングするための方法
４００は、（プロフィールモジュール２３２（図４）を通じて構築された）加入者の使用
と興味及び詳細コンテンツカタログについて詳しく理解することを通じて容易になる。こ
の詳細コンテンツカタログは、メタデータの定義を通じて可能になる。一例においては、
カタログモジュール２３０（図４）は、モバイルオペレータ及び関連づけられたビジネス
パートナー全体において入手可能な全コンテンツ又はサービスの一覧を作成するために動
作する（ブロック４０２）。さらに、カタログモジュール３２０は、各デバイスによって
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サポートされるコンテンツ又はサービスを識別するために動作することができる（ブロッ
ク４０４）。カタログモジュール３２０は、コンテンツとサービスとの間の関係をさらに
識別するために動作することができる（ブロック４０６）。さらに、カタログモジュール
は、加入者セグメントを各コンテンツ又はサービスと関連づけるために動作することがで
きる（ブロック４０８）。カタログモジュール２３０は、各コンテンツ又はサービスがい
ずれの加入者セグメントに当てはまるか、コンテンツ又はサービス間の関係、及びいずれ
のデバイスがコンテンツ又はサービス及び使用情報をサポートするかに関する詳細なター
ゲット特定情報（ブロック４１０）を結合するためにさらに動作する。
【００４４】
　一例により、カタログモジュール２３０は、基本となる一組のメタデータ定義を提供し
（ブロック４１２）及び個々のコンテンツ又はサービスに関する追加の無限の範囲のメタ
データを定義する（ブロック４１４）。コンテンツ又はサービス品目に関して定義される
メタデータ要素の範囲が広いほど、コンテンツ又はサービスを（資産グループに）分類す
ることに関して及び多様な興味を有するユーザ又は加入者にコンテンツ又はサービスをマ
ッピングすることに関して選択肢が多くなる。１つの制限しない例により、このメタデー
タは、特に、データ量、価格設定情報（小売り及び決済）。アダルト対象コンテンツ、販
売促進タグ、コンテンツの場所（ローカルで又は遠隔において格納）を指定することがで
きる。
【００４５】
　カタログモジュール２３０は、コンテンツ又はサービスメタデータが格納されている状
況において、又はコンテンツ又はサービス自体（例えば、着信音、壁紙、等）の一部又は
全部を追加で格納する場合に実装可能である。後者の場合は、ローカルで格納されている
コンテンツに関する管理及び配信を行うために動作するコンテンツモジュールを配備する
こともできる（ブロック４１６）。コンテンツ自体は格納されない１つの典型的配備にお
いては、カタログモジュール２３０は、コンテンツを見つけることができる場所への１つ
以上のリンクを維持するために動作する（ブロック４１８）。いずれの場合も、コンテン
ツメタデータのタイムリーで正確な格納（ｐｏｐｕｌａｔｉｏｎ）は、プロフィール及び
リコメンデーションシステム１０１のモジュール（図４）が有効に機能するのを可能にす
る。
【００４６】
　図７は、一側面による、カタログモジュール２３０の主構成要素のブロック図を示す。
これらは、コンテンツグループ分類モジュール５０１と、検索モジュール５０２と、コン
テンツ管理モジュール５０３と、コンテンツデータベースモジュール５０４と、コンテン
ツ取り込みモジュール５０５と、を備える。これらのモジュールの各々のモジュールの機
能が以下においてさらに詳細に説明される。
【００４７】
　一側面においては、コンテンツグループ分類モジュール５０１は、資産グループ分類を
ポータルに提供することができる。資産グループ分類は、コンテンツのテーマ及びユーザ
又は加入者の料金及びモバイルデバイス能力専用のページを構築するのを可能にする。カ
タログモジュール２３０は、複数のソース（例えば、フイルム、単一の資産グループ、等
）からのすべてのコンテンツ又はサービスを自動的に統合することができる。他の例にお
いては、ブリトニー・スピアーズの着信音が属する女性のポップ歌手に関する資産グルー
プが存在することができる。さらに、同じ着信音が属するブリトニー・スピアーズに関す
る資産グループが存在することも可能であり、他方、同じ着信音が上位１０の着信音に関
する資産グループに属することも可能である。資産グループの構築は、メタデータに関す
るグループ分類、及び１つのコンテンツが属する資産グループの範囲に基づく。一側面に
おいては、コンテンツグループ分類モジュール５０１によるコンテンツ品目に関する資産
グループの構築は、そのコンテンツ品目に関して定義されたメタデータタグ数によって制
限することができる。
【００４８】
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　一側面により、検索モジュール５０２は、キーワードに基づくコンテンツ検索能力を提
供する組み込み式検索エンジンを提供する。このエンジンは、コンテンツメタデータから
検索インデックスを構築することによって機能する。検索を行うことができる正確なメタ
データフィールドを構成することが可能である。例えば、検索モジュール５０２は、アー
ティスト、タイトル等の共通して用いられる検索フィールド及びコスト等のその他のフィ
ールドを用いた検索を可能にする。検索インデックスは、設定可能な期間においてカタロ
グデータから更新される。
【００４９】
　一側面においては、モバイルデバイスの能力は、コンテンツのカテゴリとそのコンテン
ツをサポートするデバイスとの間における抽象的マッピングである。例えば、“ＭＭＳ３
０Ｋ”のデバイス能力は、ＭＭＳメッセージを３０Ｋｂ限度までサポートするデバイスを
追跡するために用いることが可能である。一実装においては、プロフィール及びリコメン
デーションシステム１０１は、いずれのデバイス１０２がこの能力をサポートし、いずれ
のコンテンツ品目がこの能力を要求するかを追跡するために動作することができる。これ
で、特定のデバイスによってサポートされるコンテンツに関して検索モジュール５０２に
よってカタログモジュール２３０に照会することが可能である。一例においては、後者は
、ポータルによって達成可能である。このようにして、ユーザ又は加入者には、それぞれ
のモバイルデバイスと適合しないコンテンツはオファーされない。さらに、“ＭＭＳ　１
００Ｋ”のデバイス能力が存在することも可能である。一例においては、デバイスは、両
方の能力を有することが可能であり、最も適切な能力、この場合は１００Ｋバージョン、
を優先することができる。一側面により、コンテンツ情報は、コンテンツ取り込みモジュ
ール５０５によって取り出される。特定のユーザ又は加入者に関して情報を取り出し中で
あるときには、プロフィール及びリコメンデーションシステム１０１は、そのユーザ又は
加入者のデバイスにとって最も適切なコンテンツを返信する。
【００５０】
　プロフィール及びリコメンデーションシステム１０１は、プロフィールモジュール２３
２とともに配備されたときには、一定のカテゴリ内においていずれのコンテンツが最も人
気があるかを追跡することができる。この情報は、“上位１０のゲーム”又は“上位１０
のアーケードゲーム”等のカテゴリの生成のためにポータルに報告することが可能である
。プロフィールモジュール２３２から使用情報を入手できない場合は、カタログモジュー
ル２３０は、明示で指定されたコンテンツ人気度ランクを有することができる。これは、
この情報を有する外部システムから入手することが可能であり、又は管理者２１３によっ
て手作業で設定することが可能である。一例においては、カタログモジュール２３０のコ
ンテンツは、コンテンツデータベースモジュール５０４に追加される。これは、入手可能
なコンテンツ又はサービスの取り出しに関して、カタログモジュール２３０とサービス及
びコンテンツ情報ブロック２０８（例えば、ポータル、等）との間の通信によって格納す
ることができる。リコメンデーションアプリケーション２１２は、権限を付与されたユー
ザ（例えば、コンテンツプロバイダ）の形態の管理者２１３が、コンテンツプロバイダが
コンテンツ管理モジュール５０３との通信によってカタログモジュール２３０に加えるコ
ンテンツと関連づけられたメタデータを管理することを可能にする。一例により、コンテ
ンツ更新の大量アップロードを可能にするＸＭＬ　ＡＰＩも提供される。管理者２１３は
、これらのインタフェースを通じて、コンテンツに関する情報、例えば、コンテンツの格
納場所（例えば、ローカル、遠隔、等）、コンテンツプロバイダがコンテンツに関して請
求する価格、等、を構築することができる。一例により、コンテンツプロバイダは、コン
テンツプロバイダがモバイルオペレータ、ユーザ又は加入者へのコンテンツ又はサービス
の料金を進んで割り引するための割引方法をコンテンツプロバイダが指定するのを可能に
する基本的な販売促進物を構築することも可能である。インタフェースは、コンテンツの
使用法及びコンテンツの配信状態、そして加入者の活動に関するリアルタイムの統計を提
供することも可能である。
【００５１】
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　カタログデータをコンテンツデータベースモジュール５０４にアップロードするときに
は、一例においては、カタログゾーンを指定することが可能である。指定された場合は、
カタログゾーンは、カタログデータを異なるパーティションに分割するために用いられる
。一例においては、カタログゾーンは、コンテンツの特定のサブセクションのためのリコ
メンデーションが返信されるようにコンテンツ品目を異なるエリア内に分割するために用
いることが可能である。例えば、すべての音楽コンテンツソースにカタログゾーン“音楽
”を割り当て、すべてのゲームコンテンツソースにカタログゾーン“ゲーム”を与えるこ
とが可能である。リコメンデーションを要求するときには、推奨された品目のみがそのカ
タログゾーンから返信されるようにするために特定のカタログゾーンを指定可能である（
すなわち、“音楽”のカタログゾーンを指定することによって音楽に関するリコメンデー
ションのみを入手し又は“ゲーム”のカタログゾーンを指定することによってゲームに関
するリコメンデーションのみを入手する）。一例においては、カタログゾーンを指定しな
いことは、全カタログゾーン（例えば、この例においては、“ゲーム”及び“音楽”）か
らリコメンデーションを返信することになる。
【００５２】
　引き続き図４を参照して、プロフィールモジュール２３２は、例えば販売促進物及びサ
ービスのターゲットを１対１で特定するのを可能にするために、ユーザ又は加入者のオン
ラインでの行動、セグメント化、興味、可能性のある支出パターン、デバイス、誕生日、
記念日、ピークの使用期間、等をプロファイリングするためのアクティブな機構を提供す
る。プロフィールモジュール２３２は、決定モジュール２３４がそのインテリジェントな
リコメンデーションを行うために要求されるデータを提供する。一例においては、プロフ
ィールモジュール２３２に含まれるデータがより豊富であるほど及びより適切であるほど
、リコメンデーションがより良くなる。
【００５３】
　他の側面においては、図８において、プロフィールモジュール２３２の主構成要素のブ
ロック図は、プロフィールデータベースモジュール６０１と、プロフィール管理モジュー
ル６０２と、プロフィールグループ分類モジュール６０３と、プロフィール取り込みモジ
ュール６０４と、を備える。以下においてこれらのモジュールの各々のモジュールの機能
がさらに詳細に説明される。
【００５４】
　一例により、デフォルト時には、プロフィールモジュール２３２は、実際の加入者属性
（例えば、前払い又は後払い）及び購入履歴情報の両方の点で、ユーザ又は加入者に関す
る最も共通する詳細事項のうちの多くを取得するために要求されるメタデータを含むこと
が可能である。プロフィールモジュール２３２は、特定のニーズを満たすためにデフォル
ト加入者プロフィールデータモデルを簡単に拡大させる能力をさらに提供することができ
る。
【００５５】
　引き続き図４及び図８を参照して、一例においては、管理者２１３は、プロフィール管
理モジュール６０２と通信するリコメンデーションアプリケーション２１２によって、新
しいメタデータフィールド、各々のデータタイプ、これらの新しいメタデータフィールド
が自由な書式であるか又は固定リストからのフィールドであるか、及びこれらの新しいメ
タデータフィールドが必須のフィールドであるかどうかを定義することができる。これで
、新しいメタデータは、プロフィールグループ、決定、プロフィールデータインポート及
びエクスポート等のエリアにおいてデフォルトメタデータと同じように利用することがで
きる。このようにして、管理者２１３は、管理者２１３が希望するシステムの使用方法及
び既存のメタデータを有する外部システムからプロフィールデータをインポート／エクス
ポートするプロセスにより良く適するようにプロフィール情報を好適化することができる
。
【００５６】
　図８を特に参照して、プロフィールグループ分類モジュール６０３は、プロフィールデ
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ータベースモジュール６０１に格納された情報に基づいてプロフィールグループを生成及
び管理する機能をさらに提供する。一例においては、これらのグループは、共通の属性又
は購入行動を有するユーザ又は加入者を備える。一例においては、グループは、次の機構
のうちの１つ以上によって構築することが可能である。すなわち、（Ａ）加入者プロフィ
ール情報ソース、例えばＣＲＭシステム、からユーザ又は加入者リストをインポートする
。これは、手作業によるファイルインポートプロセスであることができ又は接続モジュー
ルを介して自動化することができる、（Ｂ）特定のプロフィールメタデータ（例えば、全
員が男性、前払い加入者、等）別にユーザ又は加入者をカテゴリ分類する、（Ｃ）システ
ムの過去の使用を分析する（例えば、特定の１つのコンテンツ又は特定のカテゴリのコン
テンツを購入したことがある、又は購入したことがない加入者）、及び（Ｄ）所有するデ
バイスのタイプ（例えば、ＭＭＳ対応デバイス、等）別に加入者をカテゴリ分類する。一
例により、グループは、特定の期間に関して静的に定義することができ（例えば、２００
４年１２月にゲームを購入したユーザ又は加入者、等）又は動的であることができる（例
えば、先月に着信音を購入していないユーザ又は加入者、等）。
【００５７】
　引き続き図４を参照して、一例においては、プロフィールグループは次の方法で役立つ
ことが可能である。すなわち、（Ａ）加入者がポータルサイトを訪れたときにいずれの加
入者が特定のバナー広告を見るはずであるかを決定するために販売促進モジュール２３６
がプロフィールグループを用いることができるオンライン販売促進。例えば、ＳＭＳアラ
ート及びＭＭＳ対応モバイルデバイス１０２を有する全加入者を含む加入者グループを構
築することが可能である。これは、これらのユーザ又は加入者２２２がポータルサイト２
２６を次回に訪れたときにこれらのユーザ又は加入者２２２にＭＭＳアラートサービスを
オファーするために用いられる、（Ｂ）販売促進モジュール２３６が、いずれのユーザ又
は加入者２２２に対してＳＭＳ、ＭＭＳ、ＷＡＰ　Ｐｕｓｈ、等を介してアウトバウンド
販売促進物を送信すべきかを決定するためにプロフィールグループを用いることができる
アウトバウンド販売促進。例えば、“ＦＩＦＡ２００４”を購入したことがある全ユーザ
又は加入者２２２を含む加入者グループを構築することが可能である。これは、“ＦＩＦ
Ａ２００５”に関するアウトバウンド販売促進を実行するために用いられる、（Ｃ）集中
型システム（例えば、ＣＲＭ又はデータ倉庫、等の加入者プロフィール情報ソース２１０
）を更新するためにプロフィールグループの詳細を外部システムにエクスポートすること
ができ、従って、統合された加入者データベース（示されていない）を維持するプロセス
を援助することが可能である、及び（Ｄ）プロフィールグループは、対象グループを実行
するために販売促進キャンペーンと関係させて用いることができ、新しい販売促進物又は
サービスに関する情報を受け取るユーザ又は加入者２２２を選択することが可能である。
一例においては、販売促進モジュール２３６は、ユーザ又は加入者の選択又は除外を自動
的に管理するために動作する。
【００５８】
　一例においては、１人の加入者ごとの接触回数のカウント及びユーザ又は加入者によっ
て好まれる接触方法を維持することも可能である。一例により、後者は、規制上の理由で
又はモバイルオペレータの顧客接触方針に基づいて要求されることがある。これは、特定
の時間枠内に広範囲の興味を有するユーザ又は加入者に対して大量の販売促進物が送りつ
けられないようにするために用いることができる。好まれる接触方法を記録することは、
積極的な応答を引き出すことが最も可能であると思われる方法でユーザ又は加入者に販売
促進物が向けられるようにすることが可能である。
【００５９】
　一側面により、プロフィールモジュール２３２の機能のうちの１つは、要求されたとき
に、のちにプロフィール取り込みモジュール６０４によって取り出すためにユーザ又は加
入者属性及びその購入履歴をプロフィールデータベースモジュール６０１内に効率的に格
納することである。一例においては、格納機構は、高性能のデータ更新及びデータアクセ
スを可能にする方法で大量のデータを格納することが可能であるように構成される。一側
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面においては、プロフィールデータを含む全プラットフォームデータの格納用のオラクル
リレーショナルデータベースを用いることが可能である。他の例においては、ネイティブ
のオラクル接続ＡＰＩ（例えば、ジャバデータベース接続（ＪＤＢＣ）、オラクルコール
インタフェース（ＯＣＩ）、等）を用いる専用の、ただし軽量の、データアクセス層がデ
ータベースに効率的に接続する。一例においては、複数のデータベース接続を通じて動作
を実行する、準備された構造化照会言語（ＳＱＬ）ステートメントを用いる、及びインテ
リジェントデータキャッシング、等の技法を用いることも可能である。データアクセス層
は、プラットフォームのその他の部分からの特定の格納機構をカプセル化し、プロフィー
ル機能を構築するためのクリーンなレベルを提供することができる。
【００６０】
　さらに、一例においては、プロフィールモジュール２３２の拡張可能なメタデータの特
徴は、プロフィールデータベースモジュール６０１がこれらのメタデータ定義及びその関
連づけられた値を管理可能であることを要求する場合がある。この能力は、あらゆるシス
テムエンティティを用いて新しいメタデータ属性を定義するのを可能にするメタデータロ
グライブラリを介して提供することができる。一例においては、後者は、プロフィールモ
ジュール２３２及びカタログモジュール２３０と関係させて用いられる。
【００６１】
　一側面により、プロフィールデータは、外部システム（例えば、加入者プロフィール及
び情報ソースブロック）から又はプロフィール及びリコメンデーションシステム１０１に
よって構築された情報から入手することができる。外部システムからのデータは、接続モ
ジュール（図４に示されていない）を介してプロフィールデータベースモジュール６０１
内に送り込むことができる。一側面においては、データは、ユーザ又は加入者属性と関連
することができ及び入手可能な場合は使用情報を含むことができる。
【００６２】
　一実装においては、プロフィール及びリコメンデーションシステム１０１がプロフィー
ル情報を独立して格納できる度合いは、配備されているモジュール及びこれらのモジュー
ルが用いられている方法に依存することができる。例えば、コンテンツモジュールが一定
のコンテンツ又はサービスを配信するために用いられる場合は、これらのサービスに関す
る使用情報をプロフィールデータベースモジュール６０１内に自動的に記録することがで
きる。サービス及びコンテンツ情報ブロックがユーザ又は加入者の購入をプロフィール及
びリコメンデーションシステム１０１に報告するような形でプロフィール及びリコメンデ
ーションシステム１０１（図４）がサービス及びコンテンツ情報用構成要素２０８（例え
ば、ポータル２２６、等）と一体化されている場合は、該情報を記録することもできる。
【００６３】
　一例においては、プロフィールデータをプロフィールデータベースモジュール６０１に
アップロードするときには、そのデータにプロフィールゾーンを割り当てることが可能で
ある。指定された場合は、一例により、プロフィールゾーンは、ユーザ又は加入者のトラ
ンザクションデータを異なるパーティションに分割するために用いることができる。一例
により、プロフィールゾーンは、特定のパーティションからのデータを用いてリコメンデ
ーションが行われるように加入者トランザクションを異なるパーティションに分割するた
めに用いることができる。例えば、２つのオペレータ（例えば、モバイルバーチャルネッ
トワークオペレータ（ＭＶＮＯ）からのトランザクションデータがシステムにアップロー
ドされた場合は、各オペレータからのトランザクションに異なるプロフィールゾーン値を
与えることができる。
【００６４】
　図９を参照して、一例により、リコメンデーション生成方法７００は、総合データ生成
を含む準備（ブロック７０２）を行うオフライン段階Ｉを有する場合が説明される。次の
３つのリアルタイムプロセスは、個人に関する選択を行う（ブロック７０４）段階ＩＩを
含む。段階ＩＩＩは、洞察に基づくマーケティングのための重み付けを行う（ブロック７
０６）。段階ＩＶは、規則に基づく提示のためのフィルタリングを行う（ブロック７０８
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）。
【００６５】
　引き続き図４及び８を参照して、段階Ｉ“準備”処理中に、決定モジュール２３４は、
各プロフィールゾーンに関するデータを個々に生成し、及び全データを結合するデフォル
トゾーンに関するデータを生成する。リコメンデーションを要求するときには、要求され
たプロフィールゾーンは、ユーザインタフェース（ＵＩ）において選択すること又はＡＰ
Ｉ呼び出し時に指定することができる。プロフィール取り込みモジュール６０４によって
リコメンデーションを要求するときにプロフィールゾーンが指定されない場合は、デフォ
ルトゾーンからのデータを用いることが可能である。
【００６６】
　決定モジュール２３４は、ユーザ又は加入者に最良のオファーを推奨するために用いら
れる。一実装により、後者は、販売促進モジュール２３６と異なり、管理者２１３最良オ
ファー選択機構は、固定された数の予め定義された販売促進物及び幾つかの予め決められ
たプロフィールグループを用いる。決定モジュール２３４を用いる一例により、手作業に
よるコンフィギュレーションなしに自動的に最適なオファーを生成することが可能である
。
【００６７】
　引き続き図４を参照して、決定モジュール２３４、及び加入者及び入手可能なコンテン
ツとデータサービスの統一図を利用することにより、個々のユーザ又は加入者に対する最
適なコンテンツ又はサービスの直接的なインテリジェントなマッチングを行ことができ、
使用中の無線デバイス１０２、ユーザ又は加入者に関する人口統計学的数字、以前の購入
行動、ユーザ又は加入者の以前の購入行動とその他の類似の加入者の購買習性との関連性
、利用可能資金、等の要因を考慮することができる。このユニークで広範な決定基準は、
ユーザ又は加入者２２２に対して該当するコンテンツのみがオファー又は提示されるのを
保証する。
【００６８】
　決定モジュール２３４は、リコメンデーションを生成するためにカタログモジュール２
３０から入手可能な商品情報をプロフィールモジュール２３２から入手可能な加入者情報
とともにさらに利用する。一側面により、これらのモジュールが入手可能な情報が多いほ
ど、より良いリコメンデーションを決定モジュール２３４によって生成することができる
。
【００６９】
　一側面により、決定モジュール２３４は、適切で、興味深く、タイムリーなコンテンツ
又はサービス及び販売促進物をユーザ又は加入者２２２に提示するためにカタログモジュ
ール２３０及びプロフィールモジュール２３２によって収集された実質的にすべての情報
を利用する。従って、決定モジュール２３４は、ユーザ又は加入者２２２がモバイルオペ
レータのコンテンツ又はサービスを用いるごとに実質的に自動的にモバイルオペレータが
販売機会を確実に最大化することを可能にする自己学習能力を提供する。
【００７０】
　１つ以上の限定しない側面においては、決定モジュール２３４は、幾つかの使用ケース
を有する。すなわち、（Ａ）加入者がポータルにアクセスし、プロフィール及びリコメン
デーションシステム１０１が最適な販売促進物を提案するように依頼されたときにおける
加入者のための（販売促進モジュール２３６によって定義された場合における）最良の販
売促進物の選択、（Ｂ）１つのコンテンツが明示で生成された販売促進物によって選択さ
れる代わりにおける、ユーザ又は加入者のための（カタログモジュール２３０に格納され
た）コンテンツ又はサービスの選択。後者は、適切に記載されたカタログを入手可能であ
るときに管理者２１３が販売促進物を明示で生成する必要性をなくす、（Ｃ）販売促進物
のターゲットとして特定すべき最良のユーザ又は加入者の選択。後者は、アウトバウンド
販売促進のためにユーザ又は加入者のターゲットリストを選択するときに行われる。一例
においては、決定モジュール２３４は、販売促進に対して積極的に応答すると決定モジュ
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ール２３４が最低の確実度を持って決定するユーザ又は加入者を特定することが可能であ
る、（Ｄ）ユーザ又は加入者のグループに対して行うべき最良のオファーの選択であり、
ここで、オファーされるべきコンテンツ又はサービスは、特定の販売促進物ではなくカタ
ログモジュール２３０から選択される。一例においては、決定モジュール２３４は、ユー
ザ又は加入者２２２の特定されたグループから開始して、各ユーザ又は加入者２２２にオ
ファーすべき最良のコンテンツ品目又はサービスをカタログモジュール２３０から特定し
、肯定的な応答を導き出す確率が指定された最低値よりも高いコンテンツ品目を選択する
、（Ｅ）既に購入済みの品目に基づいたコンテンツ又はサービスのクロスセリング。決定
モジュール２３４は、加入者の最後の購入に関する情報を用いて、そのユーザ又は加入者
２２２に同じく推奨されるべき他のコンテンツ品目又はサービスを識別することが可能で
ある。コンテンツ又はサービスは、購入後すぐにポータルにおいて又は自動化されたアウ
トバウンド販売促進を介してユーザ又は加入者２２２に推奨することができる。
【００７１】
　図９をさらに参照して、一側面により、決定モジュールにおけるリコメンデーション生
成方法７００の４つの段階を示した概略図が提供される。４つの段階は、段階Ｉ－準備７
０２、段階ＩＩ－選択７０４、段階ＩＩＩ－重み付け７０６、及び段階ＩＶ－フィルタリ
ング７０８である。
【００７２】
　段階Ｉ（方法７００の準備部分７０２）中には、プロフィール及びリコメンデーション
システム１０１及びその関連づけられたビジネスパートナー内に蓄積されたデータが検討
され（ブロック７１０）、一般的行動傾向、関連性、及びパターンが算定される（ブロッ
ク７１２）。一例においては、段階Ｉ準備方法７０２において、個々のレベルとは対照的
に、総合レベルでのデータ蓄積が行われる（ブロック７１４）。段階Ｉ準備方法７０２は
、オフライン／バックグラウンドプロセスにおいて定期的に実行することができる（ブロ
ック７１６）。段階Ｉ７０２が実行される頻度は、データが更新される頻度に依存するこ
とができる。各決定リコメンダ（アルゴリズム）は自己の準備段階を有するため、決定リ
コメンダは、各リコメンダに合った頻度で実行するように好適化することができる。以下
において、各決定リコメンダに関する追加情報が図１３乃至１６に関して提供される。１
つの説明例により、それぞれのデータベースへの出力が行われる（ブロック７１８）。他
の例により、データは、入力項目が引き出されたプロフィールモジュール及びカタログモ
ジュール、それぞれ２３２及び２３０、内に蓄積することができる。当業者は、異なる側
面においてはその他の適切なソースからデータを蓄積可能であることを理解すべきである
。
【００７３】
　方法７００の段階ＩＩ選択部分７０４中には、決定モジュール２３４は、個人に関する
特定の情報（例えば、人口統計上の数字、過去の購入、選好、等）にアクセスすることが
可能であり（ブロック７２０）、決定モジュールリコメンデーションアルゴリズムは、個
々のユーザ又は加入者のためのリコメンデーションを選択する（ブロック７２２）。一例
においては、決定モジュール２３４は、信頼度レベルによって順序が設定されたリコメン
デーションから成る大きな（深い）リストを生成することが可能である（ブロック７２４
）。
【００７４】
　段階ＩＩＩ重み付け方法７０６中において、決定モジュール２３４は、ユーザ又は加入
者に推奨される尤度の点で優先順位が設定される／解除されるべき品目を指定する能力を
管理者２１３、コンテンツプロバイダ、又はモバイルオペレータに提供することができる
（ブロック７２８）。１つの典型的使用例においては、特定の時点（例えば、クリスマス
）に一定のコンテンツ又はサービスを販売促進すること又は一定の主要アーティストを販
売促進するのが望ましいことがある（ブロック７３０）。段階ＩＩＩ７０６中には、次の
段階に進む前に加入者のリコメンデーションリストの順序を変更するために重み付け情報
が用いられる（ブロック７３２）。
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【００７５】
　段階ＩＶ－フィルタリング７０８中において、決定モジュール２３４は、段階ＩＩにお
いて生成されたリコメンデーションリストを取り出し、過去の購入及びデバイス適合性に
基づいてフィルタリングすることができ（ブロック７３３）、呼び出し側アプリケーショ
ンにおいてその結果が特定のコンテキストにとってより特定の結果になるようにする（ブ
ロック７３４）。例えば、特定のアーティスト、コンテンツタイプ、ジャンル、又はコス
トに関するリコメンデーションのみを返信するのが望ましいことがある（ブロック７３６
）。さらに、ユーザ又は加入者に対して既に一定の回数だけ推奨されている品目をフィル
タリングして除外することも可能である（ブロック７３８）。一例により、フィルタリン
グ基準は、ブロック７３４の前に生じることが説明されているＡＰＩ呼び出しの一部とし
て呼び出し側アプリケーションによって規定される（ブロック７４０）。後続ブロック７
３８として示されるように、システム全体のフィルタリング基準、例えば、いずれかの個
人に対していずれかの品目を推奨すべき最大回数、を規定し（ブロック７４１）、その後
に、加入者へのリコメンデーションのオファー数を将来カウントするためにリコメンデー
ションの追跡を更新するようにすることができる（ブロック７４２）。
【００７６】
　一側面により、段階Ｉ７０２は個々の加入者レベルでは機能しない一方で、段階ＩＩ７
０４、ＩＩＩ７０６、及びＩＶ７０８は、個々の加入者のデータを用いてターゲットが特
定されたリコメンデーションを生成するため、段階ＩＩ７０４、ＩＩＩ７０６、及びＩＶ
７０８は、個々の加入者レベルで機能する。すなわち、図８において示されるように、個
々のユーザ又は加入者のプロフィールデータ７５２と、ユーザ又は加入者属性（例えば、
年齢、セグメント、等）７５４と、ユーザ又は加入者の履歴情報（例えば、購入、等）と
を備える格納されたプロフィールデータ７５０が利用される。プロフィールデータ７５０
は、ユーザ／加入者入力／フィードバック７５８を備えることも可能である。さらに、決
定モジュール２３４は、選好フィルタ７６０として示されるように、一定の特定加入者情
報を利用して結果を自動的にフィルタリングすることができる。一例により、典型的フィ
ルタ７６０は次のとおりである。すなわち、（Ａ）加入者のモバイルデバイスのメーカー
及びモデル７６２－該情報が指定されたときには、決定モジュールは、加入者のデバイス
において動作可能なコンテンツ又はサービスのみが推奨されるように動作する、（Ｂ）以
前の購入のブロック７６４－決定モジュール２３４は、加入者が既に購入済みである品目
がその加入者に推奨されないように動作する、（Ｃ）以前の否定的なフィードバック７６
６－決定モジュール２３４は、加入者が否定的なフィードバック／ランキング情報を既に
与えている品目がその加入者に推奨されないようにするために動作する、（Ｄ）制限され
たコンテンツ７６８－品目が制限品目であることを表示可能であり、該品目は加入者が該
コンテンツ（例えば、アダルト用コンテンツ）を受信することを明示で選択していないか
ぎり該品目を推奨すべきでないことを意味する。決定モジュール２３４は、リコメンデー
ションを生成するときにリアルタイム情報を用いることが可能であることに注目すべきで
ある。例えば、ユーザ又は加入者がポータルにおいて品目を購入するかブラウズする場合
は、このことは、そのユーザ又は加入者に提示されるリコメンデーションに対して直ちに
影響を及ぼすことが可能である。該例においては、該リアルタイムイベントは、プロフィ
ールモジュール２３２ＡＰＩを介してではなく該当するＡＰＩ呼び出しを介してプロフィ
ール及びリコメンデーションシステム１０１に供給することができる。代替として、プロ
フィールＡＰＩは、購入情報を送信することのみを目的として用いることができる。
【００７７】
　図１０は、一側面による、リコメンデーションを生成するためのプロセスフロー内にお
ける主動作を要約する方法８００を示す。８０２において、外部（呼び出し側）アプリケ
ーションが、加入者のためのリコメンデーションをプロフィール及びリコメンデーション
システムに対して要求し、これは、コンテキスト又はその他のパラメータを渡すことを含
むことができる。８０４において、特定の加入者と関連づけられた（以前に図９に関して
説明された）準備段階中に蓄積されたデータが取り出される。８０６において、決定モジ
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ュールが、取り出されたデータに基づいて加入者のための複数のリコメンデーションを生
成する。８０８において、加入者のための最終的リコメンデーションリストを提供するた
めに、８０６において生成されたリコメンデーションが精選される。８１０において、こ
の最終的リコメンデーションリストが外部のアプリケーションに返信される。一例におい
ては、外部のアプリケーションは、オンラインで、ポータルを介して、アウトバウンドで
、ＳＭＳ、ＭＭＳ、ＷＡＰプッシュメッセージを介して、又はいずれかの適切な機構を介
してユーザ又は加入者への配信のための生成されたリコメンデーションをユーザ又は加入
者のモバイルデバイスに渡すことができる。
【００７８】
　図１１を参照して、一例により、図１０のプロセスフローの動作８０４乃至８０８の副
動作をさらに含むプロセスフローを示す。９０２において、ユーザ又は加入者と関連づけ
られたデータモジュールからのデータが取り出され、ここで、データモジュールは、ユー
ザ又は加入者に関連する格納されたデータの定期検査から構築された。９０４において、
このデータは、複数のリコメンデーションアルゴリズム内に入力され、これらのリコメン
デーションアルゴリズムの各々は、加入者のためのリコメンデーションをリアルタイムで
算定する。その結果得られたリコメンデーションが結合されて深いリコメンデーションリ
ストが形成される。９０６において、深いリコメンデーションリストは、信頼度レベルに
よって順序が設定される。９０８において、リコメンデーションリストは、重み付け規則
に基づいて順位が変更される。９１０において、順序が変更されたリストに対してさらな
る処理が行われて最終的リコメンデーションリストが生成される。
【００７９】
　図１２は、一実装による、図１１の動作９１０に係る副動作のプロセスフローを示す。
１００２において、重み付きリコメンデーションリストがフィルタリングされ、（段階Ｉ
Ｖにおいて上述されるように）リコメンデーションを要求している外部アプリケーション
のコンテキストにより近いリストにされる。１００４において、ユーザ又は加入者によっ
て以前に購入されたことがあるコンテンツ又はサービスに関するリコメンデーションがフ
ィルタリングされたリストから除外される。１００６において、ユーザ又は加入者のモバ
イルデバイスと適合しないリコメンデーションも除外される。このことは、特定のユーザ
又は加入者に関する最終リストを確立する。図１２の動作１００２、１００４、及び１０
０６の順序は互換可能であることが注目されるべきである。以前に示され及び説明された
ように、フィルタリングは、制限されたコンテンツ及び既に非常に多い回数だけ推奨され
ている品目もさらに包含することができる。
【００８０】
　上述されるように、一例により、決定モジュール２３４は、可能な限り実質的に最良の
リコメンデーションを生成するために異なるアルゴリズムの組み合わせを用いることがで
きる。複数のアルゴリズムを用いることは、決定モジュール２３４が入手可能なデータの
品質及び数量に関して実質的に最適な技法を利用するのを可能にする。このようにして、
決定モジュール２３４は、ほとんどすべてのシナリオにおいて適切なリコメンデーション
を生成することができる。
【００８１】
　一例においては、リコメンデーションを生成するために用いられるアルゴリズムは、決
定コントローラ（ここでは、“決定リコメンダ”とも呼ばれる）によって制御される。例
えば、一実装においては、決定コントローラは、リコメンデーションを生成するために５
つの異なるアルゴリズムを用いるように構成することができる。これを行う際には、決定
コントローラは、指定された順序で該当するサブルーチンを呼び出し、その後に生成され
たリコメンデーションをソートするために動作する。
【００８２】
　一例により、決定コントローラは、一定の期限内にリコメンデーションを返信するよう
に構成することができる。例えば、決定コントローラに対して、特定のユーザ又は加入者
のためのリコメンデーションを５０ミリ秒以内に生成するように要求することができる。
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一例においては、決定コントローラは、リコメンデーションの生成がこの例においては５
０ミリ秒よりもかかっている場合はリコメンデーション生成プロセスを停止させるように
構成することができる。許容された時間内に生成されたリコメンデーションは返信される
。
【００８３】
　一例により、図１３は、一側面による、関連づけ（関連づけ規則アルゴリズム）、比較
（類似性アルゴリズム）、グループ分類（プロファイリングアルゴリズム）、追跡（人気
コンテンツアルゴリズム）、及びネットワーク化（ソーシャルネットワーク化アルゴリズ
ム）リコメンダアルゴリズムモジュール１１０４、１１０６、１１０８、１１１０、及び
１１１２（ここでは、総じて“リコメンダモジュール１１１４”と呼ばれる）と決定コン
トローラ１１１６との間における関係のブロック図を示す。図１３に示される例において
わかるように、リコメンダモジュールである関連づけ、比較、グループ分類、追跡、及び
ネットワークリコメンダモジュール１１０４、１１０６、１１０８、１１１０、及び１１
１２の各々は、取り出された加入者データを入力項目とし、これらのデータを処理してリ
コメンデーションリスト１１１８を生成する。各リストは、決定コントローラ１１１６に
入力され、決定コントローラ１１１６はその結果を処理して最終的リコメンデーションリ
ストを出力する。
【００８４】
　一例においては、リコメンダモジュール１１１４は、データの前処理１１２２を含むこ
とができる。前処理されたデータは、リコメンデーション生成時に用いることができる。
この前処理段階は、毎日特定の時間に実行する、連続的に実行される、オフラインで１回
実行される、等のように構成することができる。一例においては、この前処理段階は、デ
ータをクレンズ（ｃｌｅａｎｓｅ）、処理、及び構造化して、個々のリコメンデーション
発見時間中に素早く及び正確に用いることができるフォーマットにする。
【００８５】
　一例においては、リコメンダモジュール１１１４は、リコメンダモジュール１１１４の
各々が推奨された品目に関してどの程度の信頼度を有するかを示す決定信頼度レベル（１
乃至５）１１２４を返信するように構成することができる。一例においては、“５”の信
頼度レベルで戻された品目は、非常に良いリコメンデーションであるとみなされ、信頼度
レベル“１”を有するリコメンデーションは、不良リコメンデーションであるとみなされ
る。一実装により、リコメンダモジュール１１１４の各々は、内部点数である信頼度値を
さらに有するように構成することができる。各リコメンデーションに関して、リコメンダ
モジュール１１１４は、この内部点数／信頼度値を用いて正規化された決定信頼度レベル
を生成することができる。決定コントローラ１１１６は、リコメンダモジュール１１１４
の各々によって返信された信頼度レベルを使用し、重み付け用構成要素１１２６、フィル
タリング用構成要素１１２８、及びソート用構成要素１１３０を用いることによって各々
のリコメンデーションをソートすることができる。
【００８６】
　一例により、関連づけ、比較、グループ分類、追跡、及びネットワークリコメンダ１１
０４、１１０６、１１０８、１１１０、及び１１１２は、以下において示されるように、
機能Ａ、Ｂ、及びＣを提供する能力を有することができる。
【００８７】
　図１４を参照して、リコメンダ処理方法１１４０は、機能Ａ、Ｂ、及びＣを提供するこ
とによって決定をサポートする。機能Ａは、ブロック１１４１において適用可能であると
決定された加入者のための品目を見つけ出すことに関する。一例においては、リコメンデ
ーションの要求を受信することとして説明されるが、リコメンダモジュール１１１４の各
々は、個人の推奨された品目のリストを返信する機能を有するように構成することができ
る（ブロック１１４２）。機能呼び出しは、リコメンデーションパラメータの受信として
説明されるが、制限することなしに、最低信頼度レベル、リコメンデーション数、等を含
む幾つかのパラメータを採用することができる（ブロック１１４４）。結果は、信頼度レ
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ベルによって順序を設定することができる（ブロック１１４６）。一例においては、推奨
される品目は、（モバイルデバイスに関する情報が提供されている場合は）その個人のモ
バイルデバイスと適合可能であるように構成され、個人によって購入済みの品目は含まな
い（ブロック１１４８）。
【００８８】
　図１５に示されるように決定コントローラ１１１６内のこの個々のリコメンデーション
機能１２００に関する典型的プロセスフローは、ポータルＡＰＩ１２０２が、ｇｅｔＲｅ
ｃｏｍｍｅｎｄａｔｉｏｎｓ呼び出しを用いて決定アクセスマネージャ（ＤＡＭ）１２０
４を呼び出し及びユーザ又は加入者、最大リコメンデーション数、最低信頼度レベル、カ
タログゾーン、プロフィールゾーン、モバイルデバイス、カスタム属性含有フィルタ、等
を指定することを含むことができる。ＤＡＭ１２０４は、決定コントローラ１１１６を呼
び出してユーザ／加入者識別、リコメンデーション数、最低信頼度レベル、カタログゾー
ン、プロフィールゾーン、モバイルデバイス、カスタム属性含有フィルタ、等を渡すこと
ができる。決定コントローラ１１１６は、加入者情報、リコメンデーション数、及び最低
信頼度レベルを用いてリコメンダモジュール１１１４の各々を呼び出す。その後、リコメ
ンダモジュール１１１４の各々は、自己のリコメンデーションが既に推奨品目リストに存
在済みでなく及び最低信頼度よりも上に定義されている場合にこれらのリコメンデーショ
ンを推奨品目リストに加える。次に、決定コントローラ１１１６は、リストをソートし、
カタログゾーン、制限コンテンツ、デバイス及カスタム属性含有フィルタ、等によってリ
ストをフィルタリングする。一例においては、要求された“リコメンデーション数”のみ
がＤＡＭ１２０４に返信される。引き続き、ＤＡＭ１２０４は、例えばリスト内の全コン
テンツ品目をｘｍｌに変換して呼者に返信することができる。
【００８９】
　図１４に戻り、方法１１４０は、ブロック１１４９において適用可能であると決定され
た、所定の品目の対象となる加入者（所定の品目を推奨すべき最良の加入者）を見つけ出
すことに関する機能Ｂをさらにサポートする。すなわち、リコメンダモジュール１１１４
の各々は、品目が推奨されるべきユーザ又は加入者のリストを返信する機能を有するよう
に構成される（ブロック１１５０）。一例においては、呼び出しは、最低信頼度等の幾つ
かのパラメータを要する（ブロック１１５２）。結果は、信頼度レベルによって順序が設
定される（ブロック１１５４）。次に、推奨された加入者は、デバイスの適合性に従って
フィルタリングされる（ブロック１１５６）。
【００９０】
　一例においては、決定コントローラ１１１６内における図１５に示されるこの機能に関
するプロセスフローは、グラフィカルユーザインタフェース（ＧＵＩ）１２０６がｇｅｔ
ＳｕｂｓｃｒｉｂｅｒｓＦｏｒＩｔｅｍ呼び出しを用いて決定コントローラ１１１６を呼
び出すことと、品目、最大加入者数、最低信頼度、カタログゾーン、プロフィールゾーン
、等を指定すること、とを含む。決定コントローラ１１１６は、ユーザ又は加入者の数、
品目、最低信頼度レベル、カタログゾーン及びプロフィールゾーンを用いてリコメンダモ
ジュール１１１４の各々を呼び出す。追跡リコメンダ１１１０以外のリコメンダモジュー
ル１１１４の各々は、加入者が推奨加入者リストにまだ存在しない場合はその加入者をリ
ストに加えることができる。全リコメンダモジュール１１１４を呼び出し後は、リストが
ソートされ、要求された“加入者数”のみがＧＵＩ１２０６に返信される。
【００９１】
　図１４に戻り、方法１１４０は、ブロック１１５７において適用可能であるとして説明
される購入後に関する機能Ｃをさらに提供する。すなわち、リコメンダモジュール１１１
４の各々は、加入者が購入済みである以前の品目に基づいて加入者のための推奨されるコ
ンテンツ又はサービスを返信する機能を含むように構成することができる（ブロック１１
５８）。１つの例示的実装においては、購入後リコメンデーションは、購入されたばかり
の品目に基づくリコメンデーション、例えば、通常はいっしょに購入される付属品又は消
耗品の提案、である。呼び出しは、品目、最低信頼度レベル、リコメンデーション数、等
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を含む幾つかのパラメータを採用することができる（ブロック１１６０）。結果は、信頼
度レベルによって順序を設定することができる（ブロック１１６２）。推奨される品目は
、個人のモバイルデバイス（提供された場合）と適合可能になり、個人によって既に購入
済みでないことになる（ブロック１１６４）。
【００９２】
　一例により、決定コントローラ１１１６内の図１５に示されるこの機能に関するプロセ
スフローは、ポータルＡＰＩ１２０２によるｇｅｔＰｏｓｔＰｕｒｃｈａｓｅＲｅｃｏｍ
ｍｅｎｄａｔｉｏｎｓ呼び出しを用いたＤＡＭ１２０４の呼び出しと、既に購入済みの品
目、ユーザ又は加入者、最大リコメンデーション数、最低信頼度レベル、カタログゾーン
、プロフィールゾーン、モバイルデバイス、カスタム属性含有フィルタ、等を指定するこ
ととを含むことができる。ＤＡＭ１２０４は、購入された品目、加入者、リコメンデーシ
ョン数、最低信頼度レベル、カタログゾーン、プロフィールゾーン、モバイルデバイス、
カスタム属性含有フィルタ、等を用いて決定コントローラ１１１６を呼び出す。決定コン
トローラ１１１６は、既に購入された品目、加入者、リコメンデーション数、最低信頼度
レベル、等によってリコメンダモジュール１１１４の各々を呼び出す。
【００９３】
　リコメンダモジュール１１１４の各々は、リコメンデーションがまだリコメンデーショ
ンリスト内に存在しておらず及び最低信頼度レベルを上回る場合に推奨品目リストにリコ
メンデーションを加える。次に、決定コントローラ１１１６は、リストをソートしてカタ
ログゾーン、制限品目、デバイス及びカスタム属性含有フィルタによってリストをフィル
タリングし、要求された“リコメンデーション数”のみがＤＡＭ１２０４に返信される。
その後は、ＤＡＭ１２０４は、例えば、リスト内の全コンテンツ品目をｘｍｌに変換して
呼者に返信することができる。
【００９４】
　一例により、ポータルＡＰＩ１２０２は、外部システムが決定モジュール２３４から結
果を取り出すことができる機構である。一実装においては、ポータルＡＰＩ１２０２は、
次の３つの主目的、すなわち、（Ａ）加入者のリコメンデーションを取り出す、（Ｂ）加
入者の販売促進物を取り出す、及び（Ｃ）人気コンテンツに関する情報を取り出す、を有
する。同様に、プロフィールＡＰＩは、第４の目的（Ｄ）一定の情報（例えば、購入）を
リアルタイムでプロフィール及びリコメンデーションシステム１０１に供給する、を実行
することができる。
【００９５】
　図１５では、関連づけリコメンダ１１０４が品目関連づけアクセサ（ａｃｃｅｓｓｏｒ
）１２０８に流れることも示される。比較／類似性リコメンダ１１０６は、比較アクセサ
１２０８に流れる。グループ分類リコメンダ１１０８は、グループ購入履歴アクセサ１２
１２及びグループ分類メンバーアクセサ（示されていない）にも流れる。追跡リコメンダ
１１１０は、追跡アクセサ１２１４に流れる。ネットワークリコメンダ１１１２は、加入
者ネットワーク履歴アクセサ１２１６に流れる。
【００９６】
　図１３の例において示されるように、典型的プロフィール及びリコメンデーションシス
テム１０１は、関連づけリコメンダ１１０４と、比較リコメンダ１１０６と、グループ分
類リコメンダ１１０８と、追跡リコメンダ１１１０と、ネットワークリコメンダ１１１２
と、を含むことができる。
【００９７】
　図１６は、関連づけリコメンダ１１０４と、比較／類似性リコメンダ１１０６と、グル
ープ分類リコメンダ１１０８と、ネットワークリコメンダ１１１２と、追跡リコメンダ１
１１０と、を備えるリコメンダモジュール１１１４のプロセスフローと関連づけられた主
パラメータを含む決定モジュール２３４のより詳細なブロック図を示す。これらのリコメ
ンダの各々のリコメンダの概要が以下に示される。
【００９８】
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　関連づけ（関連づけ規則）リコメンダ１１０４－一例により、関連づけリコメンダ１１
０４は、履歴トランザクションデータに関するバスケット分析を行うための高度な関連づ
け規則技法を用いる。関連づけ規則データマイニングは、購入履歴データにおけるパター
ンを抽出するために用いられる技法である。例えば、スーパーの買い物かご例において、
関連づけ規則マイニングは、顧客の買い物かご内の品目の組み合わせを検討することによ
って、スーパー内の販売用の全品目間での同時購入関係、例えば“パンを購入した多くの
人は牛乳も購入した”を見つけ出す。関連づけ規則は、この関係を１つの数学的確率とし
て正確に把握することができる。スーパーの持ち主は、このようなすべての対になった品
目に関する全確率を研究し、同時に購入される見込みである品目を棚に並べて置くことに
よって戦略的な配置をすることが可能である。この場合のアイデアは、履歴的トランザク
ションデータを用いて将来の購入行動に影響を与えるようにすることである。
【００９９】
　例えば、コンテンツ、サービス、又は商品（例えば、ダウンロード品、着信音、等）の
あらゆる集合に関して、トランザクション（例えば、スーパー内の“買い物かご”）のデ
ータベースが提供される場合は、品目間における関連づけ規則に関するマイニングを行う
ことが可能である。関連づけ規則は、ユーザ、加入者、又は顧客が既に購入済みである商
品に基づいて将来コンテンツ、サービス、又は商品をユーザ、加入者、又は顧客にインテ
リジェントに推奨するのを可能にする。さらに、一例においては、関連づけ規則は、品目
の対間の単純な関係よりも複雑なパターン、例えば“パンの購入は、牛乳の購入尤度が高
いことを意味する”、をさらに見つけ出すことが可能である。より具体的には、一例にお
いては、関連づけ規則は、品目セットをひとつにリンクすることができる。品目セットは
、１つ以上の品目の集まりであることができる。例えば、Ａ及びＢが２つの（相互にまと
まりのない）品目セットである場合は、“Ａが既に存在する場合にトランザクションにお
いてＢが存在する尤度はどれだけであるか”という質問をすることが可能である。後者は
、“Ａ=>Ｂ”で表される関連づけ規則を設定する。決定モジュール２３４内に組み込まれ
た関連づけリコメンダ１１０４は、複数のレベルの関連づけ、例えば、“ＡＢ=>Ｃ，ＡＢ
Ｃ=>Ｄ”、最大レベル５“ＡＢＣＤ=>Ｅ”の生成を提供することが可能である（すなわち
、ある人が品目Ａ、Ｂ、Ｃ、及びＤを購入した場合に同じ人が品目Ｅを購入する確率はい
くつであるか）。
【０１００】
　一例においては、デフォルト構成では、３つの品目、すなわち、ある人が品目Ａ、Ｂを
購入した場合にその人が品目Ｃを購入する確率、に設定することができる。この設定は、
ほとんどの施設にとって十分な深さであることが可能である。
【０１０１】
　一実装により、以下の表１において示されるように、関連づけ規則の強度を測定するた
めに２つのメトリックを定義することができる。
【表１】
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【０１０２】
　一例においては、デフォルトにより、決定モジュール２３４内の関連づけリコメンダ１
１０４は、総トランザクション（買い物かご）数を２つ以上の品目を購入している一意の
加入者の数として算定する。この値は設定可能である。
【０１０３】
　一例においては、表１に示されるメトリックを百分率で表すために１００が乗じられる
。サポートは、全体的データベース内のトランザクションにおいて品目セットがいっしょ
に生じる頻度を測定し、信頼度は、Ａを含むトランザクションにおいてＢが現れる頻度を
測定する。関連づけ規則は、これらの両方のメトリックにおける強度によって定量化され
る。
【０１０４】
　可能性のあるすべての品目セット間において生じる可能性があるすべての関連づけ規則
を算定することは、計算上のコストが非常に高い作業になる可能性がある。一例において
は、該制限を防止するために、いわゆる頻繁な品目セットのみが注目され、関連づけアル
ゴリズムは、関連づけ規則を算定するための高度に最適化された方法を提供することが可
能である。一実装においては、関連づけアルゴリズムは、品目の関連づけを生成するため
にトランザクションの加入者履歴データベーステーブルからのトランザクションを用いる
ことが可能である。一例においては、関連づけを生成するために行動タイプ“購入”のみ
を有するトランザクションのみを用いることができる。該例においては、リコメンデーシ
ョンを生成するときには“購入”の行動タイプのみを用いることができる。
【０１０５】
　一例においては、行動タイプ、購入、好き、嫌い、加入者（ＳＵＢ）、非加入者（ＵＮ
ＳＵＢ）、及び非購入を用いることができる。リコメンデーション生成の際に後者の行動
タイプを使用するときには、表２に示される典型的なデフォルト重みを用いることができ
る。
【表２】

【０１０６】
　例えば、“購入”トランザクションは、好きトランザクションよりも関連性が高いとみ
なすことができる。しかしながら、デフォルト重み値はオーパ－ライド可能であることが
注記されなければならない。
【０１０７】
　リコメンデーションを生成時には、決定モジュール２３４は、プロフィールＡＰＩ／イ
ンタフェースデータ取り込み用構成要素１３０５を介して取り出された加入者の過去のト
ランザクション１３０４を検索して１つの品目ごとの重みを合計することができる。 こ
の情報は、関連づけ規則のあらゆる該当する組み合わせを検索するために用いることがで
きる。その結果は、適宜重みを付けてソートすることができる。
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【０１０８】
　加入者のための品目を見つけ出すための関連づけリコメンダ１１０４における機能呼び
出しの典型的流れは、関連づけモジュール１１０４の関連づけリコメンダ（Ａｓｓｏｃｉ
ａｔｅＲｅｃｏｍｍｅｎｄｅｒ）が、加入者が購入済みの品目を入手することと、コンテ
ンツ関連づけモジュール１３０６において組み合わせの品目セットを構築することとを含
む、その後は、関連づけリコメンダは、各品目セットに関する最低のサポートと信頼度を
有する関連づけを探し、各品目が返すべき推奨される関連づけの数を指定する。関連づけ
リコメンダは、照会を構築し、品目関連づけストア（例えば、ＤＢテーブル、等）から 
品目の関連づけを入手し、関連づけサポート及び信頼度が最低を上回ることを確認する。
その後は、全体的信頼度レベルによって順序が設定された幾つかのリコメンデーションが
生成される。
【０１０９】
　一例においては、関連づけリコメンダは、各品目セットに関する品目関連づけテーブル
から結果を入手することができる。関連づけリコメンダは、フィルタリングプロセス１３
１１を用いることによってこれらの品目が加入者によって既に購入済みでないことを確認
することができ、フィルタリングプロセス１３１１は、デバイス適合性とメタデータフィ
ルタリング、アクセスデバイス情報１３１３を考慮に入れることもできる。その後、関連
づけリコメンダは、これらの品目をリストに追加し、重み付け規則１３０９に従って重み
付けプロセス１３０７を用いて信頼度レベルを適用する。これで、リコメンデーションが
決定リコメンダ２３４に返信される。
【０１１０】
　品目を推奨する対象となる加入者を得るための関連づけリコメンダ１１０４内における
機能呼び出しの典型的流れにおいて、関連づけリコメンダ１１０４の関連づけリコメンダ
（ＡｓｓｏｃｉａｔｅＲｅｃｏｍｍｅｎｄｅｒ）は、品目、最低信頼度レベル、カタログ
ゾーン、プロフィールゾーン、及び返信されるべき加入者数を取り出す。次に、関連づけ
リコメンダは、ターゲット品目、返信すべき加入者数、及び最低信頼度レベルを用いて品
目関連づけストア（例えば、ＤＢテーブル、等）に照会し、ターゲット品目を含む関連づ
け内の品目を購入済みであるがその品目はまだ購入していない全ユーザ又は加入者を探索
し、さらにこれらのユーザ又は加入者がその品目をサポート可能なモバイルデバイスを有
することを確認する。
【０１１１】
　購入後に関する関連づけリコメンダ１１０４内における機能呼び出しの典型的流れは、
関連づけリコメンダ１１０４の関連づけリコメンダが特定の品目を用いてターゲット品目
を含む品目セットを生成することを含む。次に、関連づけリコメンダは、各品目セットに
関する最低信頼度及びサポートを用いて品目関連づけストア（例えば、ＤＢテーブル、等
）に照会し、（例えば、設定可能なプロパティを用いて）返信すべきリコメンデーション
数を指定する。次に、全体的信頼度レベルによって順序が設定されたリコメンデーション
の数が返信される。関連づけリコメンダは、これらの品目がユーザ又は加入者によって既
に購入済みでないことを確認し、これらの品目をリストに加え、重み付けを適用し、デバ
イスの適合性を検証し、その結果を決定リコメンダ２３４に返信する。
【０１１２】
　比較リコメンダ１１０６－一例において、比較リコメンダ１１０６の目的は、コンテン
ツメタデータ１３２７に基づいて異なるコンテンツ品目間の関係を算定することであり、
インタフェースデータ取り込みを行うカタログＡＰＩ１３２９から入力を受信する。一例
により、比較リコメンダ１１０６は、新品目（すなわち、モバイルオペレータ又はその関
連づけられたビジネスシステムに加えられた、誰によってもまだ購入されていない新品目
）に関するコールドスタート問題を解決するのに役立つことができる。一例においては、
いずれの加入者もこの新品目を購入したことがなく及びその品目はいずれの加入者購入履
歴内にも存在しないため、関連づけリコメンダ１１０４は、該新品目に関する相関関係を
見つけ出すことができない場合がある。
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【０１１３】
　該状況においては、比較リコメンダ１１０６は、特定の品目に類似する品目を見つけ出
し、該品目に関して、該品目の推奨対象となる加入者を見つけ出すことができる。一例に
おいては、比較リコメンダ１１０６は、アーティスト、タイトル、含まれるコンテンツの
ソース名、及び発行者等のメタデータを用いて品目を比較し、コンテンツ類似性の集合１
３１０を形成する。比較のために用いるためにあらゆるカスタム属性をコンフィギュレー
ション可能であることも当業者によって注目されなければならない。一例においては、後
者は、コンテンツカスタム属性生成プロセス中に達成される。
【０１１４】
　メタデータを比較するときには、一例においては、比較リコメンダ１１０６は、これら
のメタデータが属性を比較する上でどの程度重要であるかを決定するために１つのメタデ
ータの重みを用いることができる。重み値は、例えば、１乃至５であることができ、１が
最低値及び５が最高値である。例えば、カスタム属性は、１の重みを有することができる
“価格カテゴリ”と呼ぶことができ、ジャンルの重みは５の値を有することができ、２つ
の品目のジャンルの類似性が価格の類似性よりも重要であることを示す。
【０１１５】
　一例においては、比較リコメンダ１１０６は、メタデータ値を比較可能な２つの機構を
有することが可能である。第１の機構は、直接的な大文字小文字に影響されないストリン
グ比較を用いることができる。第２の機構は、ファジーなストリングマッチング技法を用
いることができる。第２の機構は、同じ又は類似の値、例えば“ＦＩＦＡ２００４”及び
“ＦＩＦＡ２００５”、を表す値を比較するときに適切である。一例においては、コンマ
によって分離されたサブストリングから成るストリングを比較可能にするモードも提供さ
れる。　
　１つの典型的側面においては、加入者のための品目を推奨するための比較アルゴリズム
１１０６における機能呼び出しプロセスフローにおける主動作の概要は、比較リコメンダ
１１０６の類似性リコメンダ（ＳｉｍｉｌａｒｉｔｙＲｅｃｏｍｍｅｎｄｅｒ）が、加入
者が購入済みである品目を入手することを含む、次に、類似性リコメンダは、各購入され
た品目に関する最低信頼度レベルを用いて品目類似性ストア（例えば、ＤＢテーブル、等
）に照会し、設定可能なプロパティを用いて各購入された品目が返信すべき類似品目数を
指定する。その後、類似性スコアによって順序が設定された類似品目が返信される。一例
においては、類似性リコメンダは、各々のユーザによって購入された品目に関する類似品
目を入手し、その結果が加入者によって既に購入済みでないことを確認する。次に、類似
性リコメンダは、これらの品目をリストに加え、信頼度レベルを各々に適用する。これで
、リコメンデーションが決定リコメンダ２３４に返信される。
【０１１６】
　１つの典型的側面により、品目を推奨する対象となる加入者を推奨するための比較アル
ゴリズム１１０６における機能呼び出しプロセスフローにおける主動作の概要は、比較リ
コメンダ１１０６の類似性リコメンダにその品目が渡されることと、設定可能なプロパテ
ィによって指定された返信すべき最大加入者数を指定すること、とを含む。
【０１１７】
　その後、類似性リコメンダは、類似品目を探索し、ターゲット品目は購入したことがな
いが類似品目のうちの１つ以上を購入したことがある加入者を見つけ出す。その後、類似
性リコメンダは、ユーザをリストに加え、信頼度スコアによってソートし、信頼度レベル
を各々に適用する。これで、“加入者数”が決定リコメンダ２３４に返信される。
【０１１８】
　グループ分類リコメンダ１１０８－一例においては、グループ分類リコメンダ１１０８
は、指定された加入者グループによって購入された（すなわち、加入者グループ行動１３
２４）最も人気のある品目を算定するために実装される。一側面においては、このリコメ
ンダ１１０８は、特定の加入者に関する履歴情報（購入、好き、嫌い、等）が多くない又
はまったくない場合における加入者コールドスタート問題を解決するのに特に役立つ。し
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かしながら、該状況においても、役立つ加入者メタデータ又は人口統計情報を入手可能で
あり、それに基づいてリコメンデーションを行うことができる。例えば、特定の加入者が
男性の後払いビジネスユーザであることがわかっている場合は、この情報は、その他の類
似の人口統計上の加入者が好むコンテンツ又はサービスを推奨するために用いることがで
きる。
【０１１９】
　ユーザ又は加入者のためのリコメンデーションを生成時には、グループ分類リコメンダ
１１０８は、最初に、ユーザ又は加入者が属するユーザグループ又は加入者グループ（す
なわち、プロフィールグループメンバー１３１６）を決定し、それらのグループに関する
最も人気のあるコンテンツ品目を取り出す。グループ分類は、プロフィールグループ生成
プロセス１３１８によって供給され、プロフィールグループ生成プロセス１３１８は、特
に追跡記録のない新メンバーに関する加入者属性及びトランザクション１３０４をサポー
トし、さらにプロフィールグループメンバー１３１６をサポートする。該品目は、さらに
フィルタリングされ（例えば、ユーザ又は加入者によって既に購入済みの品目は除外され
る）、信頼度レベルによってソートされて返信される。他の例においては、品目の対象と
なる加入者を推奨するときには、グループリコメンダ１１０８は、特定のコンテンツ品目
はいずれの加入者グループにおいて人気があるかを決定することができ、これらのグルー
プ１３１６のメンバーを取り出す。次に、これらのグループのメンバーがフィルタリング
され、信頼度レベルによってソートされて返信される。
【０１２０】
　一例により、加入者のための品目を推奨するためのグループ分類リコメンダ１１０８に
おける機能（ｆｕｎｃｔｉｏｎ）呼び出しプロセスフローにおける主動作の概要は、グル
ープ分類リコメンダ１１０８が、加入者が購入したことがある品目を入手することと、そ
の加入者がメンバーであるグループ１３１６を入手すること、とを含むことができる。次
に、グループ分類リコメンダ１１０８は、任意選択でプロフィールゾーンを用いて及び（
設定可能なプロパティを用いて）返信されるべき品目数を指定することによって、各グル
ープに関する最も購入された品目をストレージ（例えば、ＤＢテーブル、等）から取り出
す。その後、購入頻度によって順序が設定された品目の数が返信される。グループ分類リ
コメンダは、これらがユーザによって既に購入済みでないことを確認し、これらの品目を
リストに加え、信頼度スコアを適用する。これで、リコメンデーションがソートされて決
定リコメンダ２３４に返信される。
【０１２１】
　１つの典型的側面においては、品目を推奨する対象となる加入者に関するグループリコ
メンダ１１０８における機能呼び出しプロセスフローにおける主動作の概要は、グループ
リコメンダ１１０８が、その品目に関してデータストア（例えば、ＤＢテーブル、等）を
参照してその品目が設定可能な回数だけ購入されたことがある全グループを入手すること
を含む。各グループに関して、グループ分類リコメンダは、この品目を購入しておらず及
びこの品目をサポートするデバイスを有するユーザ又は加入者を入手する。グループ分類
リコメンダ１１０８は、最低信頼度レベルを上回る場合はこれらの加入者を加入者リスト
に追加し、制限されたコンテンツが各加入者に関して許容可能であるかどうかを確認する
。
【０１２２】
　図１７は、一側面による、ネットワークリコメンダ１１１２の主構成要素のブロック図
を示す。それは、呼データ記録モジュール１４０２と、ネットワークビルダモジュール１
４０４と、ネットワーククリーニングモジュール１４０６と、重み付けモジュール１４０
８と、加入者関係識別モジュール１４１０と、ネットワークリコメンダモジュール１４１
２と、を含む。以下においてこれらのモジュールがさらに詳細に説明される。一例におい
ては、ネットワークリコメンダ１１１２は、ネットワークビルダプロセス１３２１によっ
て取り込まれたピアツーピア（Ｐ２Ｐ）通信データ１３２０（例えば、呼、ＳＭＳデータ
、等）を用いてＰ２Ｐ（ピアツーピア）ネットワーク１３２２を構築する。これらのネッ
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トワーク１３２２は、ローカルネットワーク１３２２のメンバーの行動に基づいてユーザ
のためのリコメンデーションを生成するために用いることができる。一例においては、ネ
ットワークリコメンダ１１１２は、モバイルデバイス使用法（会話中、ＳＭＳ、ＭＭＳ、
３Ｇ、等）に基づく呼データ記録（ＣＤＲ）を使用し、各々のモバイルデバイスを用いて
通信する対のユーザ間におけるリンクのネットワークを構築する。このソーシャルネット
ワーク１３２２は、彼の／彼女のローカルネットワーク内の個人の購入行動について研究
するためにこれらの個人のネットワークリンクをポーリングすることによって人々に品目
を推奨するために（又はその逆の目的のために）用いることができる。
【０１２３】
　引き続き図１７を参照して、一側面により、ネットワークリコメンダ１１１２は、少な
くとも３つのモジュール、特に、ネットワークビルダ１４０４、ネットワーククリーナ１
４０６、及びネットワークリコメンダ（ＮｅｔｗｏｒｋＲｅｃｏｍｍｅｎｄｅｒ）アルゴ
リズム１４１２、から成る。
【０１２４】
　図１８を参照して、一側面によるネットワーク推奨のための方法１４２０が描かれる。
一例においては、ネットワークビルダ１４０４は、呼データ記録モジュール１４０２から
ＣＤＲリストを入力として選択し、ここでＣＤＲは、単に、２つのモバイルデバイス間の
通信を取得するデータラインである（ブロック１４２２）。典型的ＣＤＲは、“ＣＡＬＬ
ＥＲ＿ＮＵＭＢＥＲ，　ＲＥＣＥＩＶＥＲ＿ＮＵＭＢＥＲ，　ＣＡＬＬ＿ＴＹＰＥ，　Ｃ
ＡＬＬ＿ＴＩＭＥ，　ＣＡＬＬ＿ＤＵＲＡＴＩＯＮ，　ＣＡＬＬ＿ＣＯＳＴ”であること
ができる。ユーティリティは、着信ＣＤＲにおいて１つ以上の“フィルタ”を設定するよ
うに構成することができる。一側面においては、フィルタは、ＣＤＲが合格しなければな
らない規則のリストである。一例においては、フィルタは、次のことを検証する。すなわ
ち、（Ａ）呼者及び受信者の番号が指定された接頭辞及び最小／最大長を有する（ブロッ
ク１４２４）、（Ｂ）呼が指定されたタイプ（音声、ＳＭＳ、ＭＭＳ、映像、等）を有す
る（ブロック１４２６）、（Ｃ）音声呼が指定された最小／最大の継続時間内である（ブ
ロック１４２８）、（Ｄ）ＣＤＲがカレンダ内の指定された開始／終了日間に存在する、
及び（Ｅ）ＣＤＲの時間が指定された時刻間に存在する（ブロック１４３２）。ＣＤＲの
曜日もフィルタリングされる（ブロック１４３３）。
【０１２５】
　該フィルタの各組は、別個のネットワークを定義することも可能である。例えば、１つ
の該ネットワークは、月曜日乃至金曜日午前８時乃至午後６時の通信を表すＣＤＲを取得
することができる－すなわち、ビジネスネットワークである。金曜日午後６時乃至月曜日
午前２時のＣＤＲを取得する他のネットワークは、ソーシャルネットワークである。
【０１２６】
　一例においては、いずれのデータ記録も、フィルタを通り、“ネットワークサマリ”テ
ーブルに送られ、一例においては、Ｐ２Ｐリンクは単一の行（ｒｏｗ）として格納されて
総計される（ブロック１４３４）。すなわち、呼者Ａから受信者ＢへのＣＤＲが着信した
場合は、テーブルにおいてＡ乃至Ｂに関する既存の行の有無が確認される。行が既に存在
する場合は、その行は、新ＣＤＲ内の情報によって更新される。そうでない場合は、ＣＤ
Ｒは新行として挿入される。このようにして、最終的ネットワークサマリテーブルの各ラ
インは、２人の間での全通信活動を表す。
【０１２７】
　一例により、これらのネットワークの各々にダイレクションされるように構成され（ブ
ロック１４３６）、リンク“Ａ---→Ｂ”はリンク“Ｂ---→Ａ”と異なるとみなされる。
従って、ＡからＢへの、及びＢからＡへの通信に関してＣＤＲが存在する場合は、各々は
、ネットワークサマリテーブル内の異なる行内に入れられる。一例においては、フィルタ
は、ＸＭＬファイルにおいて設定及び構成することが可能であり、例えば“ＲａｗＲｅｃ
ｏｒｄＦｉｌｔｅｒｓ．ｘｍｌ”と呼ぶことができる。
【０１２８】
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　一例においては、ネットワークサマリテーブルは、一定量のノイズ、例えば、列車の時
刻表、天候、ニュースアラート、タクシー運転手、等の自動化されたサービス、を含む。
該データは、リコメンデーションの観点からは有用ではなく、従って、ネットワークリコ
メンダ１１１２は、クリーニングモジュール１４０６を用いて該データをネットワークサ
マリテーブルから削除するように設計される（ブロック１４３８）。一側面により、ネッ
トワークビルダモジュール１４０４において構築された各ネットワークに関して、そのネ
ットワークのみをクリーニングするために動作する別個のフィルタを構築することが可能
である。フィルタは、例えば、呼者が有するのを許容することが可能な最大／最小の出通
信数を指定することができる（ブロック１４４０）。従って、これらのスレショルドに違
反する呼者は、ネットワークサマリから削除される。
【０１２９】
　一例においては、ネットワークサマリテーブルがクリーニングされた時点で、ネットワ
ークリコメンダ１１１２は、重み付けモジュール１４０８によって各関係（すなわち、テ
ーブル内の行）に重み（又は強度）を割り当てるように構成される（ブロック１４４２）
。これは、彼／又は彼女の“最良の”友人（すなわち、最強の重みを有する友人）を識別
するために個人のリンクをランク付けできるようにするためである（ブロック１４４４）
。一例においては、これらのフィルタは、ＸＭＬファイル、例えば“ＮｅｔｗｏｒｋＳｕ
ｍｍａｒｙＴａｂｌｅＣｌｅａｎｅｒ．ｘｍｌ．”、において設定及び構成することがで
きる。
【０１３０】
　ネットワークサマリテーブルが構築されてクリーニングされた時点で、ネットワークリ
コメンダ１１１２は、加入者に推奨すべき品目を見つけ出すために又は品目を強く勧める
ことができる対象となる加入者を見つけ出すために用いることができる（ブロック１４４
６）。一例においては、所定の加入者に関して、その加入者の“隣人”（彼／彼女に直接
リンクされた人々）、そしてその隣人、以下同様、が、加入者関係識別モジュール１４１
０によって識別される（ここでは、“分離度”又は単に度と呼ばれる）（ブロック１４４
８）。従って、ある個人から２度離れている人は、その個人がリンクされている誰かにリ
ンクされた個人（すなわち、友人の友人）を指す。一例においては、これらの人々の中で
最も人気がある品目が加入者のためのリコメンデーションを形成する。
【０１３１】
　ネットワークリコメンダ１１１２は、加入者から最大で５度離れた人々を検討するよう
に構成することができる。ネットワークリコメンダ１１１２は、対ごとの重み付けが一定
の強度を上回る分離度内の人々のみを含むようにさらに構成することが可能である（ブロ
ック１４５０）。この場合は、重み付けスレショルドが高いほど関係が親密になる。
【０１３２】
　一例により、ネットワークリコメンダ１１１２は、購入履歴を有する加入者に品目を推
奨するために用いることができる。該シナリオにおいては、加入者の購入履歴は、加入者
のためのリコメンデーションを生成し及び既に購入済みの品目を除外するために用いるこ
とができる（ブロック１４５２）。
【０１３３】
　１つの典型的側面においては、ネットワークリコメンダ１１１２内における機能呼び出
しのプロセスフローにおける主動作の概要は、決定コントローラ１１１６が、加入者が購
入したことがある品目を入手することを含み、それらをネットワークリコメンダ１１１２
のネットワークリコメンダ（ＮｅｔｗｏｒｋＲｅｃｏｍｍｅｎｄｅｒ）１４１２に渡す。
一例においては、ネットワークリコメンダ１４１２は、渡されたスレショルドを用いて、
加入者のローカルネットワークにおいてどれだけの度を探索すべきかを算定する。
【０１３４】
　一例においては、ネットワークリコメンダ１４１２は、指定された分離度内にある加入
者のローカルネットワークのメンバーによって購入された品目の有無に関してそのローカ
ルネットワークを探索し、指定されたスレショルドを上回る重みを有するＰ２Ｐリンクの
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みをたどり及び指定された及び設定可能な最少数の購入を行っているメンバーのみをポー
リングする。次に、ネットワークリコメンダ１４１２は、各品目がターゲット加入者によ
って既に購入済みでないことを確認し、これらの品目をリストに加え、信頼度レベルを各
々に適用する。これで、リコメンデーションが決定モジュール１１１６に返信される。
【０１３５】
　他の典型的側面においては、品目を推奨する対象となる加入者を見つけ出すためのネッ
トワークリコメンダ１１１２内における機能呼び出しプロセスフローにおける主動作の概
要は、所定の品目を用いることと、その品目を既に購入済みである人々を見つけ出すこと
、とを含む。次に、これらの人々の各人の隣人がその品目に関するターゲットになる。顕
著なことに、一定のスレショルドよりも高い重みを有し及び幾つかの分離度内にある隣人
のみを考慮できることを明記することができる。各ローカルネットワーク内において、所
定の品目を購入していない人々を識別することができ、そして、これらの人々のうちで、
購入回数が最低の設定可能レベルを超える人々のみがリコメンデーションターゲットとし
て追加される。
【０１３６】
　図１６に戻り、追跡リコメンダ１１１０が説明される。一例においては、追跡リコメン
ダ１１１０は、最も共通して用いられるコンテンツ又はサービスをモニタリング及び記録
するために、すなわち、全体的な傾向追跡１３３０を提供するために用いることができる
。この情報は、最も人気のある品目に基づいてリコメンデーションを返信するために用い
られる。一例においては、追跡リコメンダ１１１０は、人気品目のターゲットを加入者に
特定するために用いることができる。一例においては、追跡リコメンダ１１１０からの結
果は、他のアルゴリズムが、ターゲットがより特定されたリコメンデーションを提供でき
ないときに（すなわち、加入者コールドスタート状況のときに）用いることができる。追
跡リコメンダ１１１０は、指定された期間中にカタログ内の最も人気があるコンテンツを
検索するためにさらに用いることができる。このタイプのリコメンデーションの例は、“
ホットなもの”のリストをポータルユーザに表示することである。一例においては、追跡
リコメンダ１１１０は、加入者履歴テーブル内のトランザクションデータから構築される
追跡コンテンツ品目テーブルを用いる。一例においては、追跡コンテンツ品目テーブルを
生成する前に、履歴的トランザクションを検討する時間を指定することができる。
【０１３７】
　１つの典型的側面においては、加入者のための品目を推奨するための追跡リコメンダ１
１１０内における機能呼び出しのプロセスフローにおける主動作の概要は、追跡リコメン
ダ（ＴｒａｃｋＲｅｃｏｍｍｅｎｄｅｒ）が、加入者のデバイスによってサポートされて
おり及び以前に加入者によって購入されたことがない最も人気のある品目を入手すること
を含む。次に、追跡リコメンダは、プロフィールゾーンを使用し、設定可能なプロパティ
を用いて返信されるべき品目数を指定する。追跡リコメンダは、照会を構築し、追跡コン
テンツ品目テーブルから品目を入手し、各品目のカウントによって順序が設定された品目
の指定数を戻す。その後、追跡リコメンダは、制限コンテンツを確認し、加入者又はユー
ザによって購入済みでないコンテンツを入手し、リストに品目を追加し、信頼度レベルを
適用する。これで、リコメンデーションが決定コントローラ１１１６に返信される。
【０１３８】
　さらなる典型的側面においては、この開示のプロフィール及びリコメンデーションシス
テム１０１は、ベストセラーリコメンダを用いることが可能である。
【０１３９】
　しかしながら、一側面により、ベストセラーリコメンダは、リコメンダ１１１４から分
離されており、むしろ独立型モジュールと呼ぶことができる。一例においては、後者は、
決定リコメンダクラスアーキテクチャ外のベストセラーリコメンダを定義する符号レベル
において反映される。一側面においては、リコメンダ１１１４は、加入者のための品目、
又は他の品目のための品目を見つけ出すことが狙いである一方で、ベストセラーリコメン
ダは、統計ツールであるとさらにみなすことができる。
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【０１４０】
　ベストセラーリコメンダは、１つの単純例においては、ユーザが加入者履歴トランザク
ションテーブルから最も人気のあるコンテンツを検索するのを可能にし、ユーザの行動（
購入／好き／嫌い／閲覧、等）及び期間（過去の時間、例えば最後の１時間、最後の１２
時間、最後の日、最後の週、等から成る設定可能な集合）に基づいて検索する。１つの任
意選択的側面においては、加入者をベストセラーリコメンダ内に渡すことは、返信対象と
なる品目に関して２つの追加の効果を有する。すなわち、（Ａ）加入者によって購入済み
の品目が隠される、又は（Ｂ）該当する場合は、制限された品目が加入者から隠される。
【０１４１】
　一例においては、加入者が渡されたときに、機能的には、ベストセラーリコメンダは、
追跡リコメンダ１１１０と非常に同じように動作することができる。一例においては、ベ
ストセラーリコメンダは、購入以外の行動を検討することが可能である。さらに、追跡リ
コメンダ１１１０と同様に、ベストセラーリコメンダデータは、追跡リコメンダデータと
ともに追跡コンテンツ品目テーブル内に格納し、同じフォーマットを共有することができ
る。一例においては、ベストセラーデータ生成を設定することは、許容可能期間のコンマ
で区切られたリストを備える単一のプロパティを追加することから成ることができる。例
えば、プロパティ“１Ｈ，７Ｈ，１Ｄ，７Ｄ、９９９Ｄ”は、５つの異なる期間（１時間
、７時間、１日、７日、９９９日）を示し、ベストセラーリコメンダは時間的に戻って検
索することが可能である。準備段階は、加入者履歴トランザクションデータテーブルを上
記のプロパティにおいて指定された時間に分割し、この情報を追跡リコメンダデータとと
もに追跡コンテンツ品目テーブル内に格納することができる。追跡によって指定された時
間がベストセラーリコメンダによって指定された時間のうちの１つである場合は、その期
間に関するデータ生成は、１回だけ発生することができる。
【０１４２】
　一例においては、ベストセラーリコメンダは、ＡＰＩ呼び出しＧｅｔＴｏｐＣｏｎｔｅ
ｎｔＢｙＴｉｍｅＡｎｄＡｃｔｉｏｎのみとして利用可能である。一側面においては、シ
ンプルオブジェクトアクセスプロトコル（ＳＯＡＰ）パラメータ、例えば、行動（購入／
閲覧／好き、等）、又はコンマで区切られた行動リスト、及び期間（例えば、１２時間又
は７日、等）は必須であることができる。
【０１４３】
　決定呼び出しに与えられるパラメータは、リコメンデーション生成機構を提供すること
が理解されるであろう。それらは、ビジネス規則を決定リコメンダへの入力／決定リコメ
ンダからの出力と結合し、加入者に与えられる最終的なリコメンデーションを生成する。
これらのパラメータは、決定リコメンダからの出力をさらに制限する。
【０１４４】
　一例においては、パラメータを指定することは、提供されたＡＰＩ呼び出しパラメータ
を介して達成される。さらに、システム全体のグローバルパラメータデフォルト値も指定
可能である。一側面により、決定モジュールＡＰＩパラメータは、次の能力を提供するた
めに用いることができる。すなわち、（Ａ）リコメンダ選択、（Ｂ）リコメンダコンフィ
ギュレーション決定がリコメンデーションを行うために何を用いるかを正確に選択するた
めに用いられる規則、（Ｃ）入力判定基準、（Ｄ）加入者及びコンテンツフィルタリング
判定基準はパラメータとして決定モジュールに渡され、これらは、入手可能なプロフィー
ル及びカタログデータを検討するときに用いられる、（Ｅ）結果問い合わせ、及び（Ｆ）
決定モジュールからの出力が検討され、良好なリコメンデーションが見つけ出されている
かどうかが決定される。決定モジュール２３４は、決定モジュール２３４が行う各リコメ
ンデーションに関する１つのレベルの確実度値を信頼度レベルとして返信する。規則は、
達成されない場合は他の又は異なるリコメンダが試みられることになる許容可能な最低レ
ベルの確実度を規定することができる。
【０１４５】
　例えば、一側面により、決定呼び出しが行われ、カタログモジュール内の入手可能コン
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テンツからの加入者へのリコメンデーションの返信を要求する。決定モジュールは、リコ
メンデーション、ただし低レベルの確実度のリコメンデーション、を持って戻ることがで
きる。この状況においては、リコメンデーションは無視することができ、管理者２１３が
販売促進を熱望する特定の（一定の）コンテンツ品目をデフォルトにすることができる。
【０１４６】
　他の例は、クロスセリングのためのコンテンツ品目が要求される例である。決定モジュ
ール２３４は、最も明確な又は最も共通する選択肢でない可能性があるコンテンツ又はサ
ービスを推奨することができる。後者は、加入者にとってほとんど価値がないリコメンデ
ーションを行う（例えば、加入者が直近のリリースを購入したばかりであるときに特定の
アーティストの最後のヒット曲を推奨する）ことを回避するために用いることができる。
【０１４７】
　一例により、管理者２１３が特定のタイプのリコメンデーションを行うことができる加
入者を指定するのを可能にするための加入者フィルタリングを用いることができる。これ
は、特定の加入者に関するリコメンデーション（例えば、ポータル上で示されるオンライ
ンリコメンデーション）を生成するときに用いられる。例えば、リコメンデーションの提
示を特定のタイプのデバイス又は属性を有する加入者（例えば、後払いの高額支出者）に
制限する決定規則を生成することができる。
【０１４８】
　他の例においては、加入者フィルタリングは、リコメンデーションが生成されるべき加
入者の部分組を予め選択するために用いることができる。これは、この規則に基づいてア
ウトバウンド販売促進を生成するときに用いられる。例えば、管理者２１３は、リコメン
デーションアプリケーション２１２のユーザインタフェースを介して加入者フィルタリン
グ判定基準を指定することができ、それは、リストから属性を選択すること及び単純なＯ
Ｒ論理を実行することを可能にする（例えば、ＭＭＳデバイス、及び前払い、後払い、青
年、等）。
【０１４９】
　コンテンツフィルタリングに関して、コンテンツフィルタリングは、推奨されるコンテ
ンツのタイプを精選することができる。例えば、管理者２１３は、ＭＭＳコンテンツ品目
を推奨するだけの規則を生成することが可能である。従って、一例においては、リコメン
デーションを取り出すことと関連づけられたＡＰＩは、返信されるべきリコメンデーショ
ンのタイプに関する一定の判定基準（例えば、音楽トラックのジャンル、等）を指定する
能力も有する。これは、呼び出し側アプリケーションによる大きな制御を可能にする一方
で、ユーザ経験の変更は、ＡＰＩ呼び出しを行うアプリケーションの再符号化を要求する
ことがある。後者を回避するために、プロフィール及びリコメンデーションシステム１０
１は、リコメンデーションプロフィールを提供することができる。リコメンデーションプ
ロフィールは、（図４に示される）リコメンデーションアプリケーションブロック２１２
のユーザインタフェースを介して生成することができ、管理者２１３がリコメンデーショ
ンＡＰＩ呼び出しの全パラメータに関する値を指定するのを可能にする。呼び出し側アプ
リケーションは、個々のパラメータに関する値を指定する代わりに、このリコメンデーシ
ョンプロフィールを参照する。決定モジュール２３４は、プロフィールからのパラメータ
値を追加する。これで、リコメンデーションプロフィールは、管理者２１３が符号の再開
発を必要とせずにユーザ経験を変更するのを可能にする。
【０１５０】
　一例により、決定モジュール２３４がサービスを提供可能な応答時間が重要になること
がある。応答時間判定基準は、１０秒又は１００秒又はミリ秒単位で測定することができ
、１秒間に数百の要求に応じる。一例においては、性能に影響を及ぼす可能性がある要因
は、使用されるリコメンダ数及び対象となるデータ量である可能性がある。
【０１５１】
　一側面により、図１９は、決定モジュール２３４がウェブコンテナ１５０２を用いてこ
れらの性能要求をどのようにして満たすかを示す概略図である。一例においては、性能要
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求を満たすために幾つかの異なる技法、例えば、キャッシュサブシステム１５０４におけ
るキャッシング及びデータベース１５０８へのデータベースアクセス、を用いることがで
きる。決定モジュール２３４は、一側面により、性能を向上させるために頻繁にアクセス
されるデータのインテリジェントキャッシングを用いることが可能である。キャッシング
されたデータ要素の量及び寿命は、入手可能なデータ量及び利用可能なハードウェア資源
に好適であるように制御することができる。他の側面により、キャッシングが配備されて
いない場合は、決定モジュール２３４は、例えばデータを取り出すために微調整されたＳ
ＱＬ及びＪＤＢＣを用いることができる。すべてのＳＱＬ及びデータベーススキーマオブ
ジェクトは、最大の性能及びスケーラビリティを提供するように設計される。
【０１５２】
　決定モジュール２３４内のキャッシング機構は、頻繁にアクセスされるデータの異なる
タイプを格納するために幾つかの異なるキャッシュ１５１２を利用することができる。最
も共通して用いられるキャッシュは、加入者履歴に関する情報、カスタム属性を含む品目
データ、及び段階Ｉ中に異なるアルゴリズムによって生成されるデータ（例えば、品目関
連づけデータ、類似性比較、ネットワーク、等）を保持するキャッシュである。
【０１５３】
　データアクセス層１５１８は、決定モジュール２３４のその他の構成要素からのデータ
ローディングを抽象化（ａｂｓｔｒａｃｔ）するために用いられる。１つのデータの要求
が行われると、データアクセス層１５１８は、最初にキャッシングサブシステムを検査し
、そのデータが既にローディングされているかどうかを確認する。データが既にローディ
ングされている場合は、データが返信される。データがローディングされていない場合は
、データアクセス層１５１８は、データベースからデータをローディングし、そのデータ
を返信する前にキャッシュ内に挿入する。キャッシングサブシステム１５０４は、旧デー
タ又は未使用データのパージングを管理する。一例においては、キャッシングサブシステ
ム１５０４は、１つのデータの最後のアクセス時間及び全体的キャッシュサイズの両方を
用いて何がパージングされるべきかを決定する。
【０１５４】
　一例においては、決定モジュール２３４内における１つの考慮事項は、図９に関して既
述されている段階Ｉデータ準備を行うために要求される時間量である。このプロセスはユ
ーザ経験に対して同じ影響を有さない一方で、非合理的なハードウェア資源は要求されな
いこと、及びこのプロセスは合理的な時間内に完了することが可能であることに注目すべ
きである。一例においては、可能な場合は、１５２２において説明される段階Ｉ分析は、
増分的な形で行われる（すなわち、新データを処理してその新データを既存の結果と結合
させる）。
【０１５５】
　図２０を参照して、一例により、販売促進モジュール２３６の主構成要素が説明される
。図４に関して説明されるように、一例においては、販売促進モジュール２３６は、顧客
による取り込み及びコミットを増大させるために、関係するアウトバウンド販売促進物を
生成し及びウェブポータル上での動的コンテンツページの作成をサポートする能力を提供
する。販売促進モジュール２３６は、販売促進管理モジュール１６０２と、販売促進フィ
ードバックモジュール１６０４と、販売促進物生成モジュール１６０６と、販売促進物取
り出しモジュール１６０８と、販売促進物配信モジュール１６１０と、を備える。以下に
おいてこれらの各々のモジュールの機能がより詳細に説明される。
【０１５６】
　図４及び２０を参照して、一例においては、販売促進において、管理者２１３は、特定
の品目に関する幾つかのキャンペーンを生成する。例えば、販売促進物は、企業が人々に
紹介しようと試みている一定の品目に関して生成することができる。これは、販売促進物
生成モジュール１６０６及び販売促進管理モジュール１６０２と通信するリコメンデーシ
ョンアプリケーション２１２を介して管理者２１３によって、自動的に、又は以下におい
て説明されるように、行うことができる（図４）。
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【０１５７】
　一例においては、プロフィール及びリコメンデーションシステム１０１は、個々の加入
者のための最も該当する販売促進物及びこれらの販売促進物を配信する上で最も適切な時
間を決定することができる。これらの販売促進を対話形式にすることで、モバイルオペレ
ータは、加入者が購入を行う機会を最大化することができる。例えば、モバイルオペレー
タがモバイルオペレータポータルのスーウォーズセクションを構築することを欲する場合
は、プロフィール及びリコメンデーションシステム１０１は、手作業による介入なしにポ
ータルの単一のページ又はセクションにおいてすべての該コンテンツ及びサービス（例え
ば、着信音、スクリーンセーバー、デスクトップ、トレーラ、映画レビュー、ゲーム、チ
ケットサービス、等）をグループに分けることができる。該例においては、加入者又はユ
ーザに対して適用可能なコンテンツ及びサービスのみ及びそのモバイルデバイス能力が表
示されることに注目しなければならない。
【０１５８】
　さらに、一例により、ユーザ又は加入者のオンラインでの行動がプロファイリングされ
、これらのユーザ又は加入者の購買習慣、及び販売促進の成功及び行われたオファーの一
覧が生成される。この情報はすべて、新たなオファーを販売促進するための最良の方法及
び最良の時刻／曜日を定義するために用いることができる。このようにして、販売促進物
は、統計上の最高の成功機会を有するときに及び加入者が応答する可能性が最も高いチャ
ネルを通じてユーザ又は加入者に配信される。例えば、加入者が平日の午後５時半乃至午
後６時半に５つ以上のピアツーピアメッセージを送信する場合は、このパターンは識別可
能であり、その加入者に関する販売促進用の窓として用いることができる。十中八九、加
入者は、電車又はバスで通勤していると思われ、さらに友人との情報交換及び夜の娯楽の
セットアップのためにその時間を用いていると思われ、これらの加入者に販売促進する上
で最良の時間である。
【０１５９】
　販売促進モジュール２３６は、オンライン機構及びアウトバウンド機構の両方を介して
コンテンツサービスの使用を推進するインテリジェントな自動化された手段を提供するこ
とによって、複数のチャネルを介してターゲットが特定された販売促進物を生成するのを
可能にすることもできる。販売促進物は、販売促進物配信モジュール１６１０を介して配
信される。一例においては、オンライン機構は、モバイルオペレータの有線又は無線のポ
ータルを訪れる加入者のために利用される販売促進である。アウトバウンド販売促進は、
ＳＭＳ、ＭＭＳ、ＷＡＰプッシュ、等の機構を介してユーザ又は加入者に送信される販売
促進である。
【０１６０】
　一例においては、オンライン販売促進は、販売促進物取り出しモジュール１６０８とサ
ービス及びコンテンツ情報用構成要素２０８との間での通信によって容易にされ、コンテ
ンツ情報用構成要素２０８は、一例においてはポータル２２６を備える。一例においては
、この統合は、ポータルアプリケーションズプログラミングインタフェース、ポータルが
販売促進物取り出しモジュール１６０８から情報（例えば、特定の加入者のための最良の
販売促進物、等）を取り出すこと及び販売促進フィードバックモジュール１６０４を介し
て使用情報（例えば、加入者が販売促進物に興味を示している、等）を返信することを可
能にするＳＯＡＰに基づくＡＰＩ、を介して行われる。販売促進モジュール２３６は、ポ
ータルと協力して、いずれの加入者がポータルを訪れたことがあるか、いずれの販売促進
物が閲覧されているか、及びいずれがクリックスルーに結び付いているかを追跡すること
ができる。使用例は、ポータルが販売促進物取り出しモジュール１６０８を介して特定の
加入者のための最良の広告の詳細を要求するときの例である。販売促進モジュール２３６
は、広告（テキスト、画像、リンク、等を含む）の詳細を返信する。ポータルは、この広
告をサイト上の該当位置に提示する。
【０１６１】
　ポータルＡＰＩがポータルに情報を提供することに加えて、ポータルも、プロフィール



(44) JP 2013-58213 A 2013.3.28

10

20

30

40

50

フィードバックモジュール１６０４によって販売促進モジュール２３６に情報をフィード
バックすることができる。これは、販売促進モジュール２３６が加入者の行動についてよ
り多くのことを学習してより有効に機能するのを可能にする。これの例は、加入者がポー
タルを訪れたことを報告することと、結果的に購入に至った販売促進物と、購入に至らな
かった販売促進物と、を含む。販売促進モジュール２３６はこの情報を認識しているため
、販売促進モジュール２３６は、キャンペーンの有効性に関する報告を提供することが可
能である。
【０１６２】
　一側面により、異なるタイプのオンライン販売促進を販売促進モジュール２３６によっ
て行うことができ、これらの各々は、ポータルをナビゲートするときターゲットが特定さ
れた販売促進物を加入者に提示するための異なる方法を提供する。以下は、典型的なオン
ライン販売促進物である。
【０１６３】
　　バナー広告：これらは、ユーザ又は加入者によって閲覧及び選択することができるポ
ータル上に置かれた、ターゲットが特定された広告である。加入者によって選択されたと
きに、販売促進の詳細が加入者に示され、加入者は、希望する場合は購入に進むことがで
きる。一例においては、バナー広告は、グラフィック広告である。バナー広告は、ポータ
ルの該当箇所に販売促進物を示すのを可能にする表示範囲を用いて定義することも可能で
ある（例えば、金融ニュースセクションとは対照的に着信音セクションにおいて着信音の
販売促進物を示す）。
【０１６４】
　購入後広告：これらは、購入に引き続いて加入者に示される広告である。クロスセリン
グされるコンテンツは、プロフィール及びリコメンデーションシステム管理者２１３によ
ってコンフィギュレーションすることができ又は決定モジュール２３４によって自動的に
生成することができる。
【０１６５】
　バンドル：個々のコンテンツ又はサービスを１つのグループにまとめて割引価格での購
入を加入者にオファーすることができる。バンドリングされた情報は、販売促進モジュー
ル２３６においてソートされ、ポータルがそれを取り出すことができる。加入者がバンド
ルを購入するときには、ポータルは、プロフィール及びリコメンデーションシステムと共
同で成就を管理する。一例においては、販売促進モジュール２３６は、将来用いるために
バンドル購入を記録する。
【０１６６】
　ターゲット特定メニューリンク：これらは、ポータルメニュー構造内に置かれるリンク
であり、該当するコンテンツ又はサービスを加入者にオファーすることができるポータル
エリアに加入者を導くためにターゲットが特定される。これらのリンクをその他の静的な
又はパーソナル化されたリンクと関連させて置くことは、ポータル管理システムによって
制御される。
【０１６７】
　アウトバウンド販売促進は、以下のようなアウトバウンドブロードキャスト及び幾つか
のインバウンド通信機構に基づく。すなわち、
　ブロードキャスト：加入者グループに対する販売促進ブロードキャストを、販売促進管
理モジュール１６０２によって生成することができる。ブロードキャストメッセージは、
ＳＭＳ、ＭＭＳ、又はＷＡＰプッシュメッセージであることができ、新しいコンテンツ及
びサービスを販売促進する際に役立つことができる。
【０１６８】
　ＳＭＳに基づくキャンペーン：ＳＭＳの場合は、一例においては、販売促進モジュール
２３６は、加入者コンテンツ／セッション情報を自動的に管理する。管理者２１３は、販
売促進管理モジュール１６０２との通信を通じて、加入者が会話を通じて進むために与え
るべきメッセージテキストを指定する（より強力なマッチングを提供するために正規の表
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現がサポートされる）。不正確なメッセージを取得し及びコンテキストの影響を受けるヘ
ルプメッセージを返信するためのデフォルトの包括的な文を追加することができる。
【０１６９】
　ＷＡＰに基づくキャンペーン：ＷＡＰチャネルを使用するときには、管理者２１３は、
モバイルデバイス上に表示される個々のページを指定することができる。これらのページ
は、テキスト、画像、データ入力フィールド（入力されたデータは変数で格納される）、
外部ＷＡＰへのリンク、等を含むことができる。
【０１７０】
　一例においては、ブロードキャストは、販売促進物配信モジュール１６１０によってＷ
ＡＰプッシュメッセージとして配信することができ、加入者によって起動されたときにこ
れらの加入者を販売促進物のオンラインバージョンに導く。これは、次の３つの方法で提
供される。すなわち、（Ａ）ＷＡＰプッシュメッセージに含まれるリンクが、販売促進物
に関する情報を入手可能である他のシステム（例えば、ポータル、等）を指し示す。これ
は、ポータル上の新しいサービスを加入者に認識させるための理想的な仕組みであること
ができる、（Ｂ）応答した加入者の詳細事項が記録され、他のシステム（例えば、ポータ
ル、等）に再指向される。これは、加入者による応答のリアルタイム追跡が要求されると
きに役立つことができる。販売促進モジュール２３６は、総応答者数を示したリアルタイ
ムのオンライン報告を提供する、及び（Ｃ）リンクが、販売促進の詳細事項を含むページ
を指し示す。一例においては、管理者２１３は、販売促進物生成モジュール１６０６と通
信するWhat You See IS What You Get（ＷＹＳＩＷＹＧ）（あなたが見る物が、あなたが
得る物です）エディタを介して販売促進ページを生成することができる。販売促進モジュ
ール２３６は、画像を含む販売促進情報を、モバイルデバイスハイパーテキストマークア
ップ言語（ＨＴＭＬ）、ワイヤレスマークアップ言語（ＷＭＬ）、拡張可能ハイパーテキ
ストマークアップ言語（ＸＨＴＭＬ）に提供することができる。加入者は、販売促進モジ
ュール２３６から直接販売促進情報を閲覧可能であり、画像及び外部ポータルへのリンク
を含むことができる。このソリューションは、販売促進物（例えば、チラシ、等）を通信
するため及びより詳細な情報又は購入対話への進行リンクを提供するために単一のＷＡＰ
デッキを使用可能であるときに利用することができる。この選択肢は、モバイルオペレー
タのポータルを更新する必要なしでの素早い販売促進物の生成を可能にする。
【０１７１】
　一例においては、アウトバウンド販売促進物の一部は、加入者が販売促進をフォローア
ップするためのインバウンド通信機構を提供することである。販売促進モジュール２３６
は、次の機構を提供する。
【０１７２】
　興味グループ：加入者は、（例えば、ＳＭＳを介して）単純なキーワードを用いて応答
することによって特定の販売促進物又はトピックへの自己の興味を登録することができる
。販売促進モジュール２３６は、加入者がいずれの品目に興味があることを示しているか
を自動的に追跡し、この情報を将来用いるために格納することができる。これは、加入者
に基づくマーケティング機構、例えばロイヤルティグループ又はコミュニティ、を構築す
る上での理想的な手法を提供することができる。
【０１７３】
　対話方式キャンペーン：販売促進モジュール２３６は、会話スクリプト作成アプリケー
ション（ＣＳＡ）の使用を通じて販売促進物生成モジュール１６０６によってより複雑な
キャンペーン及び対話方式のサービスの生成をサポートするために動作する。ＣＳＡは、
管理者がＣＳＡ画面上においてコンポーネント又は呼び出された文をドラッグアンドドロ
ップするのを可能にすることによってこれらの会話スクリプトを生成し及び加入者がキャ
ンペーンに参加したときにたどることができる様々な会話経路を生成するためにこれらを
ひとつにリンクするためのグラフィックな方法を提供する。
【０１７４】
　一例においては、キャンペーンを簡単に試験及び実証することを可能にする統合された
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シミュレータを提供することができる。強力なキャンペーンサービス生成環境を提供する
ことに加えて、会話エンジンは、１秒当たり何百もの加入者との対話に合わせてスケーラ
ブルな非常に高い性能を提供することが可能である。
【０１７５】
　一例においては、アウトバウンド販売促進の実行は、例えば外部ＣＲＭ又はマーケティ
ング自動化システム、例えばジョージア州アルファレッタのＩｎｆｏｒ　Ｇｌｏｂａｌ　
Ｓｏｌｕｔｉｏｎｓ　ＧｍｂＨ（インフォ・グローバル・ソリューションズＧｍｂＨ）、
マサチューセッツ州ウォルサムのＵｎｉｃａ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（ユニカ・コーポ
レーション）、又はカリフォルニア州クペルチノのＣｈｏｒｄｉａｎｔ　Ｓｏｆｔｗａｒ
ｅ，Ｉｎｃ（チョーディアント・ソフトウェア株式会社）のＥｐｉｐｈａｎｙ、を備える
ときに、加入者プロフィール情報ソース２１０を介して実行することが可能である。この
統合は、ブロードキャストの生成と同じように単純であることが可能であり、又は結果が
ＣＲＭ又はマーケティングシステム内にフィードバックされる完全な特徴を備えた対話型
キャンペーンの生成にまで拡大することが可能である。一例においては、この統合は、販
売促進のグループ及びブロードキャスト管理ＡＰＩを介して提供される。
【０１７６】
　販売促進モジュール２３６は、プロフィールグループの生成によって、ターゲットが特
定された販売促進を達成させることも可能にする。これらのリストは、プロフィール及び
リコメンデーションシステムによってインポートすること又は累積された加入者使用情報
を用いて生成することができる。
【０１７７】
　販売促進モジュール２３６は、単独で、又はプロフィールモジュール２３２と、カタロ
グモジュール２３０と、決定モジュール２３４とを含むプロフィール及びリコメンダシス
テムのその他のモジュールと関係させて配備することができる。単独で配備された場合は
、販売促進モジュール２３６は、販売促進物生成モジュール１６０６によって指定された
加入者へのターゲットが特定された販売促進物を素早く生成及び実行する能力を管理者に
提供する。販売促進モジュール２３６は、プロフィールモジュール２３２、カタログモジ
ュール２３０、及び決定モジュール２３４と関係させて用いられた場合は、より高い成功
率を達成させることになるターゲットがより特定された、自動化された、精巧な販売促進
物を提供する能力を有する。これが可能な理由は、販売促進モジュール２３６は、その他
のプロフィール及びリコメンデーションモジュールと組み合わせて用いられたときには、
決定能力を利用してオンライン加入者のためにより良い販売促進物の選択を提供すること
が可能なためである。決定モジュール２３４の場合は、プロフィールモジュール２３２及
カタログモジュール２３０内の情報を利用してターゲット加入者に対する可能な限り最良
の販売促進物に到達する規則及びアルゴリズムが用いられる。提案されたアウトバウンド
販売促進物も自動的に算定されてユーザに提示される。決定モジュール２３４は、生成さ
れた販売促進物を選択し、アウトバウンド方式においていずれの加入者をターゲットとし
て特定すべきかを決定することができる。カタログモジュール２３０内に格納された情報
から自動販売促進物生成も提供することができる。その他のプロフィール及びリコメンデ
ーションシステム構成要素が存在しない一例においては、管理者２１３は販売促進するこ
とを希望するコンテンツ／サービスを手作業で特定する必要がある。しかしながら、決定
モジュール２３４が用いられるときには、決定モジュール２３４は、カタログモジュール
及びプロフィールモジュール、それぞれ２３２及び２３４、内に格納された情報から直接
リコメンデーション（例えば、購入後、アウトバウンドブロードキャスト、等）を自動的
に生成することができる。
【０１７８】
　販売促進は、対象となるコンテンツ又はサービスに関する割引価格をしばしば含むこと
が可能である。販売促進モジュール２３６は、この割引料金情報を販売促進の実行中に用
いるために提供することによって、管理者がコンテンツ料金を予め定めるのを可能にする
。課金統合がどのように達成されるかに依存して、この販売促進料金情報は、販売促進モ



(47) JP 2013-58213 A 2013.3.28

10

20

30

40

50

ジュール２３６から直接課金システムに渡すこと、又はポータルに渡してそこから課金シ
ステムに渡すことができる。販売促進モジュール２３６は、ウェブに基づく管理上の特徴
も管理者に提供し、販売促進管理モジュール１６０２とインタフェースすることによって
、数多くの同時ブロードキャストを有効に管理する能力を提供することができ、及び、１
日当たりに何百万件ものメッセージを配信するために簡単に規模を拡大することができる
。これらの特徴は次を含むことができる。すなわち、（Ａ）量、スロットリング（ｔｈｒ
ｏｔｔｌｉｎｇ）、時間、等のブロードキャストに関する特定の詳細事項に基づくカスタ
ム化可能な権限付与プロセス、（Ｂ）ブロードキャスト制限時間（例えば、月曜日から金
曜日までの午前９時乃至午後５時）で、必要な場合は管理者が無効化することができる、
（Ｃ）ネットワークガイドラインに従った生成されたメッセージのスロットリング、（Ｄ
）現在実行中の又は将来のブロードキャストの毎日及び毎週の閲覧、（Ｅ）１日当たりに
送信可能なメッセージ数の制限－これは、ネットワークによって設定される要件であるこ
とができる、（Ｆ）長時間のブロードキャストに関するリアルタイムの報告及び管理。報
告は、完了されたブロードキャストの割合及び推定終了時間を示す。管理者は、ブロード
キャストを簡単に休止、再開、及び停止することができる、及び（Ｇ）ブロードキャスト
を毎日、毎週、及び毎月繰り返す。
【０１７９】
　販売促進モジュール２３６によって提供される自動化は非常に高度であることに起因し
て、より少ない数の大きな一般的販売促進とは対照的に数多くのより小さい（ターゲット
がより特定された）販売促進を実行することが可能である。さらに、販売促進モジュール
２３６は、ブロードキャストの定義を特定の加入者に合わせて好適化するのを可能にする
。例えば、加入者が一定の期間内に受信すべきブロードキャスト数、加入者がブロードキ
ャストを受信するはずの時刻、及び加入者の好まれる接触機構（例えば、ＳＭＳ、ＭＭＳ
、等）を管理することが可能である。
【０１８０】
　一例においては、販売促進モジュール２３６は、ブロードキャスト又はフォローアップ
チャネルの一部としてユニークなクーポンを生成して配布することも可能である。これら
は、割引、クレジット、贈り物、商品、等の一定の利益を償還するために用いることがで
きる。
【０１８１】
　一側面により、加入者に合わせてコンテンツを好適化するためにブロードキャストのテ
キストにおいて変数を用いることもできる。これらの変数は、管理者２１３、外部システ
ム、又は加入者自身によって設定可能な加入者専用の値である。例えば、加入者の氏名又
は残高をブロードキャスト内に含めることができる。ロイヤルティポイントを実装するた
めに変数を用いることもでき、加入者はキャンペーンに応答するごとにポイントを累積す
ることになる。変数値は、ＸＭＬ ＡＰＩを介して外部システムによってアクセス可能で
ある。
【０１８２】
　一例においては、販売促進モジュール２３６は、販売促進の成功（又は失敗）に関する
リアルタイムの報告を提供することもできる。それは、特定の販売促進物を閲覧した、興
味を示した、応答した、又は拒否した加入者数に関する統計値を提供することができる。
これらの結果をリアルタイムで見ることができることは、定期的に実行されるイベントは
将来の有効性を確保するために直ちに修正できること、成功したイベントは再実行できる
こと、及び成功しないイベントは除去できることを意味する。
【０１８３】
　一側面により、販売促進物は、リコメンデーションと同様の方法でポータルＡＰＩを介
してアクセスすることができる。ポータルＡＰＩは、販売促進物を要求すること及び販売
促進物に関連するユーザイベント（例えば、クリックスルー）をプロフィール及びリコメ
ンデーションシステム内にフィードバックすることを目的として幾つかのＡＰＩを提供す
る。他の例においては、販売促進物は、ＳＭＳ、ＭＭＳ、ＷＡＰプッシュ、等を介しての
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アウトバウンド販売促進物を生成することを目的としてリコメンデーションアプリケーシ
ョンブロック２１２のユーザインタフェースと販売促進管理モジュール１６０２との間の
通信を介してアクセスすることができる。この場合は、販売促進物配信モジュール１６１
０は、アウトバウンド販売促進物を実際に配信するために又はターゲット加入者の電話番
号のリストを単に生成するために用いることができる。ターゲット加入者リストを生成す
るときには、加入者数及び要求される最低信頼度レベルの両方を指定することが可能であ
る。これは、特定の品目のターゲットとして特定すべき上位１０万人の加入者を一定の最
低の信頼度を持って生成する等のことを行うことが可能であることを意味する。
【０１８４】
　一実装により、販売促進物生成モジュール１６０６による販売促進物の生成は、３つの
段階、第１段階（一般的詳細）、第２段階（ターゲット加入者）、及び第３段階（配信）
を含むことができる。
【０１８５】
　第１段階においては、管理者２１３は、販売促進に関する幾つかの一般的な詳細事項を
指定し、（Ａ）氏名及び説明、（Ｂ）販売促進のタイプ（例えば、バナー広告、ＷＡＰリ
ンク、バンドル、クロスセリング、等）、（Ｃ）重み－販売促進物の重みは、２つ以上の
候補の販売促進物が存在する場合に加入者のための最良の販売促進物を選択するときに用
いられる。例えば、同じプロフィールグループを指定する２つの販売促進物が存在する場
合は、重みを用いてこのグループ内の加入者のための正確な販売促進物を決定する、（Ｄ
）オファー品目－これは、カタログモジュール２３０からの特定のコンテンツ（例えば、
パック・マック・ジャバ・ゲーム、等）、又はカタログモジュール２３０から選択された
コンテンツのカテゴリ（例えば、和音ロック着信音）であることができる、（Ｅ）外部シ
ステムをホストとするコンテンツ品目へのリンク（例えば、ビジネスヘッドライン）、（
Ｆ）適用範囲－販売促進の適用範囲は、この販売促進物が該当するエリアを特定し、例え
ば、ポータルの着信音の箇所において示されるべきであることを指定する着信音の適用範
囲を有する販売促進物を生成することができる。
【０１８６】
　第２段階中には、管理者２１３は、この販売促進物の対象となるターゲット加入者を特
定する機構を指定するように要請される。ターゲットグループは、販売促進物を提示する
ことができる対象となる加入者を指定する。３つの選択肢例が存在する。すなわち、
　　選択肢Ａ。　グローバル－加入者が販売促進物を既に一定の回数だけ閲覧済みでない
か又は販売促進品目を購入済みでない限りにおいて、ターゲットがグローバルに特定され
る販売促進物をあらゆる加入者に示すことができる。グローバルな販売促進は、その他の
ターゲットがより特定された販売促進よりも小さい重みを有することができる。
【０１８７】
　　選択肢Ｂ。　プロフィールグループ－管理者２１３は、販売促進物を入手可能な１つ
以上のプロフィールグループを指定することも可能である。これらのグループは、プロフ
ィールモジュール２３２内にインポートされた加入者電話番号のリストであることができ
、又は記録された加入者の活動又は属性からプロフィールモジュール２３２によって生成
することができる。
【０１８８】
　　選択肢Ｃ。　決定。特定の販売促進物を加入者に示すべきかどうかを決定するために
決定モジュール２３４が利用されるときには、決定モジュール２３４は、最初にその個人
のためのリコメンデーションの拡大リストを決定し、その販売促進物内に含まれる品目と
このリストを比較する。販売促進物内のいずれかの品目がそのユーザのリコメンデーショ
ンリストに存在しており及び加入者が販売促進物内のいずれの品目も既に購入済みでない
場合は、その販売促進物は加入者に示される資格を有する。このターゲット特定機構が選
択された場合は、この販売促進物が加入者に表示する資格を有するようにするために有す
るべきである最低信頼度レベルを選択することが可能である。
【０１８９】
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　第３段階においては、管理者２１３は、販売促進物を加入者に提示するために用いられ
る販売促進用カタログ（ｃｏｌｌａｔｅｒａｌ）を指定する。これは、オンライン販売促
進用カタログ及びアウトバウンド販売促進用カタログに分けることができる。オンライン
販売促進用カタログにおいては、管理者２１３はポータルにおいて表示されるウェブ及び
ＷＡＰに基づくテキスト又はグラフィックスを提供するように促される。一例においては
、概略的販売促進用カタログ及び詳細な販売促進用カタログの両方が指定される。最初に
概要情報が加入者に示され、加入者が販売促進物に関してより多くの情報を要求した時点
で詳細情報が示される。このタイプの販売促進用カタログは、ポータルＡＰＩを介してポ
ータルが入手可能であるようにされる。アウトバウンド販売促進用カタログにおいては、
管理者２１３は、使用することを希望する異なるアウトバウンド機構に関する販売促進用
カタログを供給するように構成される。管理者２１３は、ＳＭＳ、ＭＭＳ、ＷＡＰプッシ
ュ、等のコンテンツを指定することが可能である。この情報は、アウトバウンド販売促進
を実行するときに販売促進物配信モジュール１６１０によって用いられる。
【０１９０】
　図２１は、販売促進モジュール２３６内における典型的プロセスフロー１７００の流れ
図を示す。１７０２において、管理者によって生成された販売促進物のリストが取り出さ
れる。１７０４において、加入者のためにリコメンデーションが生成される。１７０６に
おいて、例えばマッチの有無を確認することによって、販売促進物が加入者のためのリコ
メンデーションと比較される。１７０８において、リコメンデーションリスト内に存在す
るが加入者によって既に購入済みでない販売促進物が決定される（一例においては、前回
の処理がこの確認を余分にすることがある）。１７１０において、この販売促進物リスト
が外部のアプリケーションに渡される。外部のアプリケーションは、オンラインで、ウェ
ブポータルを介して、又はアウトバウンドで、ＳＭＳ、ＭＭＳ、ＷＡＰプッシュ、等のメ
ッセージを介して加入者に配信するためのこれらの販売促進物をこれらの加入者のモバイ
ルデバイスに渡すことができる。
【０１９１】
　プロフィール及びリコメンデーションシステムの上記のモジュールに加えて、一例によ
り、プロフィール及びリコメンデーションネットワーク１８００においては、プロフィー
ル及びリコメンデーションモジュール１８０１は、追加のモジュールを含むことができる
。図２２は、一側面により、プロフィール及びリコメンデーションシステムの図４の上記
の構成要素の詳細を、コンテンツモジュール１８０４及び接続モジュール１８０２ととも
に示す。
【０１９２】
　コンテンツモジュール１８０４は、１つの範囲のコンテンツ及びサービスに関するコン
テンツ管理及び配信能力を提供する。接続モジュール１８０２は、ＳＭＳ、ＭＭＳ、ＷＡ
Ｐ、及びダウンロード可能なコンテンツの配信を可能にする。一例により、すべての工業
規格ネットワーク接続性プロトコル及び配信プロトコルがサポートされる。コンテンツモ
ジュール１８０４は、コンテンツ又はサービスに関する料金を請求するための加入者プロ
フィール情報ソース２１０、例えば課金、と統合するために動作することができる。さら
に、コンテンツモジュール１８０４は、様々なプロトコルを介して前払いシステム及び後
払いシステムと統合することができる。コンテンツモジュール１８０４は、ウェブ又はＷ
ＡＰポータルにおいて入手可能なコンテンツ又はサービス（例えば、タイトル、アーティ
スト、プレビュー、等）を示すために及びコンテンツ又はサービスの配信をトリガするた
めにサービス及びコンテンツ情報ブロック２０８と統合することも可能である。
【０１９３】
　一例においては、コンテンツモジュール１８０４は、あらゆるコンテンツタイプをロー
カルで格納、管理、及び配信する能力を提供する。コンテンツ及び情報は、例えばウェブ
インタフェースを介してセキュリティが確保された形で格納及び管理することができ、及
びキャリヤ等級のダウンロード、アラート、及びオンデマンドコンテンツサーバを介して
配信することができる。
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【０１９４】
　プロフィール及びリコメンデーションシステムは、外部ソースからのコンテンツの自動
的な受信及び収集のための様々な機構をさらにサポートすることができる。プラットフォ
ームは、ＨＴＴＰ／ＸＭＬ又はファイル転送プロトコル（ＦＴＰ）／ＸＭＬの形式のコン
テンツ供給を外部ソースから受信するように構成することができ、コンテンツプロバイダ
専用のコンテンツ統合機構を実装するための枠組を提供する。一側面により、プロフィー
ル及びリコメンデーションシステムは、ＲＳＳ等の外部ソースから事前にコンテンツを取
り出すことも可能である。一例においては、プロフィール及びリコメンデーションシステ
ムコンテンツ提出ＡＰＩは、ＨＴＴＰにおいて定義されたＸＭＬフォーマットを用いてコ
ンテンツを管理するためにコンテンツプロバイダによって用いることが可能である。　
　コンテンツモジュール１８０４は、要求されることがあるコンテンツタイプ妥当性確認
に依存して、アクティブ又は非アクティブな更新を提供するようにさらに構成することが
できる。管理者２１３は、各タイプのコンテンツに関して要求される権限付与のタイプを
提供することができる。一例においては、信頼されるコンテンツは自動的に妥当性を確認
することができ、その他のタイプのコンテンツは、管理者２１３又はモバイルオペレータ
のコンテンツマネージャからの承認を要求することができる。
【０１９５】
　さらに、コンテンツモジュール１８０４は、加入に基づくアラートの生成と管理及びＳ
ＭＳ、ＭＭＳ、又はその他のコンテンツタイプの配信をサポートすることができる。加入
者は、自己の興味専用のパーソナル化されたアラートのスケジュールを生成することがで
き、ベアラ（例えば、ＳＭＳ対ＭＭＳ、等）、配信時刻、言語、時間帯、等のパラメータ
を定義することが可能である。コンテンツモジュール１８０４のアラートモジュールは、
モバイルオペレータの要求に合わせてスケーリングし、コンテンツ又はサービスのタイム
リーな配信をすることが可能である。
【０１９６】
　一例により、コンテンツダウンロードモジュールは、制限することなしに、ジャバ、着
信音、壁紙、等を含むあらゆるダウンロード可能なタイプのコンテンツに関してダウンロ
ードサーバを提供する。一例においては、コンテンツダウンロードモジュールは、次の特
徴を提供する。すなわち、（Ａ）ジャバアプリケーション（例えば、ゲーム、等）、ジャ
バアーカイブ（ＪＡＲ）又はジャバアプリケーション開発（ＪＡＤ）フォーマット（２段
階ダウンロード）の配信、（Ｂ）各ダウンロードには一意のＵＲＬを割り当てることがで
き及び自己のトークンＩＤを有することができる、（Ｃ）ＪＡＲダウンロードの動的場所
を指定するためにＪＡＤファイルが書き直される、（Ｄ）ダウンロードの再試行を設定可
能な期間だけ又は設定可能な試行数だけ許容可能である、（Ｅ）デジタル著作権管理（Ｄ
ＲＭ）をダウンロードされたコンテンツに対して適用することができる、（Ｆ）ダウンロ
ードは、ＷＡＰプッシュを介して又はＷＡＰポータルから直接開始することができる、及
び（Ｇ）ユーザ活動の検索に関するＣＳＲインタフェースは、モバイル加入者統合サービ
スデジタルネットワーク番号（ＭＳＩＳＤＮ）に基づき、要求される場合はダウンロード
を再送信する能力を有する。
【０１９７】
　モジュールは、成功裏のダウンロード及びダウンロードされたコンテンツの正確な課金
を保証するために実質上すべての可能な基準及び技法を用いるように構成することができ
る。これは、ダウンロードの異なる段階が生じたときにダウンロードサーバが外部システ
ムに通知するのを可能にするダウンロード通知ＡＰＩを含むことができる。これらの通知
は、いずれの時点においてもダウンロードを停止するために、又は課金イベントを生成す
るために用いることができる。
【０１９８】
　一例により、接続モジュール１８０２は、デジタル著作権管理（ＤＲＭ）能力を有する
ように構成することができ、プラットフォーム管理者又はコンテンツプロバイダによって
定義された選択的コンテンツに対してオープンモバイルアライアンス（ＯＭＡ）ＤＲＭｖ



(51) JP 2013-58213 A 2013.3.28

10

20

30

40

50

１フォワードロック、結合配信及び分離配信を適用する能力を提供する。
【０１９９】
　一側面においては、接続モジュール１８０２は、非常に様々なコンテンツフォーマット
とコーデックとの間のトランスコーディングをサポートするように構成可能なトランスコ
ーディングエンジンを含む。さらに、トランスコーディングエンジンは、マルチメディア
コンテンツを配信すること専用に試験されて調整された自己のデバイスプロフィールデー
タベースを提供するように構成することが可能である。
【０２００】
　一側面により、接続モジュール１８０２は、次のように３つのコンテンツ配信シナリオ
を処理することができる。
【０２０１】
　シナリオ１。要求に応じた情報：このシナリオにおいては、サービス及びコンテンツの
要求は、それらのサービス又はコンテンツの要求を該当するコンテンツソースにマッピン
グし、現在のコンテンツ又はサービスをそのソースから取り出し、そしてそれを加入者に
返信することによって処理される。
【０２０２】
　　シナリオ２。スケジュールが設定された配信：スケジュールが設定された配信は、シ
ステム管理者２１３によって指定された固定された配信スケジュールに基づくこと又は加
入者によって定義されたスケジュールに基づくことができる。この状況においては、コン
テンツ又はサービスは、スケジュールにおいて指定された時間に取り出されて加入者に配
信される。
【０２０３】
　シナリオ３。スケジュールが設定されない配信：スケジュールが設定されないコンテン
ツ又はサービスの配信は、外部イベントを介して手作業で又は自動的にトリガすることが
できる。この状況においては、コンテンツ又はサービスは、コンテンツソース又はサービ
スソースから加入者に対して勧められる。
【０２０４】
　コンテンツモジュール１８０４は、提供されたポータルＡＰＩを介して既存のポータル
と統合することが可能であり、又は既存のストアフロントを交換中である状況においては
、コンテンツモジュール１８０４は、モバイルオペレータの要求に合わせてカスタム化す
ることができるストアフロントを提供することができる。コンテンツモジュールは、“追
加設定なしの”（ｏｕｔ－ｏｆ－ｔｈｅ－ｂｏｘ）ストアフロントをさらに提供し、モバ
イルオペレータが複数のストアフロント及び複数の配信チャネルにわたってコンテンツ又
はサービスを商品化するのを可能にする。このデフォルトストアフロントは、特定のモバ
イルオペレータの機能及びブランドに関する要求を満たすようにカスタム化することが可
能である。
【０２０５】
　一例おいては、ストアフロントは、プロフィール及びリコメンデーションシステムの残
りの部分と予め統合されているため、ストアフロントは、全体的なシステムの特徴を最良
の形で利用することができる。一側面により、ストアフロントは、モバイルオペレータが
、（Ａ）包括的な範囲のサービスを加入者にオファーすること、（Ｂ）新しいサービスを
販売促進すること、（Ｃ）コンテンツバンドルに関するオファーを生成すること、（Ｄ）
加入者がコンテンツサービスを購入する及び申し込むための“ユーザにやさしい”インタ
フェースを提供すること、（Ｅ）ストアフロントのマーケットセグメント専用のバージョ
ンを表示すること、及び（Ｆ）新しい／人気のあるサービスを販売促進するための上位１
０のリストを作成することを可能にすることができる。
【０２０６】
　さらに、ストアフロントは、加入者が（Ａ）オファーされている全範囲のコンテンツサ
ービス（全サービス又はマーケットセグメントにおいて入手可能なサービス）を閲覧する
こと、（Ｂ）コンテンツサービス（例えば、ゲーム、着信音、等）を購入すること、（Ｃ
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）コンテンツサービス（例えば、アラート、等）を申し込むこと、（Ｄ）コンテンツサー
ビスの申し込みを管理すること、及び（Ｅ）自己のコンテンツ配信スケジュールを指定す
ることを可能にすることができる。
【０２０７】
　コンテンツ又はサービスが異なるチャネルを通じて販売されることになる状況において
は、プロフィール及びリコメンデーションシステムは、複数のストアフロントで構成する
ことができる。例えば、モバイルオペレータは、複数のブランド又は再販者を通じてコン
テンツ又はサービスをマーケティングすることができる。一例においては、カスタム化さ
れたストアフロントを各チャネルに関してサポートすることが可能である。
【０２０８】
　コンテンツモジュール１８０４は、コンテンツを格納及び管理するためのセキュリティ
が確保された、信頼できる、監査された機構を提供するようにさらに構成することができ
る。一例においては、セキュリティは、ＳＳＬ及びユーザ名／パスワード認証を介して提
供される。一例により、コンテンツへのアクセスを隔離し、それにより、自己のコンテン
ツにアクセスすることにコンテンツプロバイダを制限することができる。コンテンツ審査
及び認証は、プラットフォーム管理者２１３によって又は外部のコンテンツ所有者によっ
て行うことができる。
【０２０９】
　一側面においては、プロバイダによってオファーされたコンテンツのタイプをユーザ又
は加入者のデバイスの能力と合致する最適フォーマットで配信できるようにするためにイ
ンテリジェントコンテンツ選択を用いることができる。デバイス能力をデバイス及びコン
テンツ又はサービス品目にマッピングすることによって、いずれのサービス又はコンテン
ツを配信すべきかに関する決定をプロフィール及びリコメンデーションシステムによって
行うことができる。デバイスが幾つかのデバイス能力を有する場合は、プロフィール及び
リコメンデーションシステムは、重み付けシステムを用いて配信するのに最も適切なコン
テンツを決定することが可能である。
【０２１０】
　引き続き図２２を参照して、一例においては、カタログモジュール及びプロフィールモ
ジュール、それぞれ２３０及び２３２、に関するデータは、接続モジュール１８０２を介
してシステム（例えば、課金、ＣＲＭ、付加価値サービス（ＶＡＳ）プラットフォーム（
例えば、アラートプラットフォーム、等））からインポートすることができる。一側面に
おいては、接続モジュール１８０２は、プロフィールモジュール２３２及びカタログモジ
ュール２３０のための情報のプロフィール及びリコメンデーションシステム内へのインポ
ート及びプロフィール及びリコメンデーションシステムからのエクスポートを単純化及び
自動化する方法を提供する。
【０２１１】
　図２３を参照して、請求される主題の様々な側面を実装するための典型的環境１９００
は、コンピュータ１９１２を含む。コンピュータ１９１２は、処理ユニット１９１４と、
システムメモリ１９１６と、システムバス１９１８と、を含む。システムバス１９１８は
、限定されることなしにシステムメモリ１９１６を含むシステム構成要素を処理ユニット
１９１４に結合する。処理ユニット１９１４は、様々な利用可能なプロセッサのうちのい
ずれでもよい。デュアルマイクロプロセッサ及びその他のマルチプロセッサアーキテクチ
ャも処理ユニット１９１４として採用することができる。
【０２１２】
　システムバス１９１８は、限定されることなしに、インダストリアルスタンダードアー
キテクチャ（ＩＳＡ）、マイクロチャネルアーキテクチャ（ＭＳＡ）、拡張ＩＳＡ（ＥＩ
ＳＡ）、インテリジェントドライブエレクトロニクス（ＩＤＥ）、ＶＥＳＡローカルバス
（ＶＬＢ）、周辺機器コンポーネント相互接続（ＰＣＩ）、カードバス、ユニバーサルシ
リアルバス（ＵＳＢ）、アドバンストグラフィックスポート（ＡＧＰ）、パーソナルコン
ピュータメモリカード国際協会バス（ＰＣＭＣＩＡ）、ファイヤワイヤ（ＩＥＥＥ　１３
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９４）、及びスモールコンピュータシステムインタフェース（ＳＣＳＩ）を含む様々な利
用可能バスアーキテクチャを用いたメモリバス又はメモリコントローラ、周辺バス又は外
部バス、及び／又はローカルバスを含む幾つかのタイプのバス構造のうちのいずれかであ
ることができる。
【０２１３】
　システムメモリ１９１６は、揮発性メモリ１９２０と、非揮発性メモリ１９２２と、を
含む。基本入力／出力システム（ＢＩＯＳ）は、例えば立ち上がり中にコンピュータ１９
１２内の要素間で情報を転送するための基本的ルーチンを含み、非揮発性メモリ１９２２
内に格納される。一例として、及び制限することなしに、非揮発性メモリ１９２２は、読
み取り専用メモリ（ＲＯＭ）、プログラマブルＲＯＭ（ＰＲＯＭ）、電気的プログラマブ
ルＲＯＭ（ＥＰＲＯＭ）、電気的消去可能プログラマブルＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ）、又は
フラッシュメモリを含むことができる。揮発性メモリ１９２０は、外部のキャッシュメモ
リとして機能するランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）を含む。一例として及び制限するこ
となしに、ＲＡＭは、スタティックＲＡＭ（ＳＲＡＭ）、ダイナミックＲＡＭ（ＤＲＡＭ
）、同期ＤＲＡＭ（ＳＤＲＡＭ）、ダブルデータレートＳＤＲＡＭ（ＤＤＲ　ＳＤＲＡＭ
）、エンハンストＳＤＲＡＭ（ＥＳＤＲＡＭ）、シンクリンクＤＲＡＭ（ＳＬＤＲＡＭ）
、ランバスダイレクトＲＡＭ（ＲＤＲＡＭ）、ダイレクトランバスダイナミックＲＡＭ（
ＤＲＤＲＡＭ）、及びランバスダイナミックＲＡＭ（ＲＤＲＡＭ）、等の様々な形態で入
手可能である。
【０２１４】
　コンピュータ１９１２は、取り外し可能／取り外し不能、揮発性／非揮発性のコンピュ
ータ記憶媒体も含む。図２３は、例えば、ディスクストレージ１９２４を示す。ディスク
ストレージ１９２４は、限定されることなしに、磁気ディスクドライブ、フロッピーディ
スクドライブ、テープドライブ、ジャズドライブ、ズィップドライブ、ＬＳ－１００ドラ
イブ、フラッシュメモリカード、又はメモリスティック等のデバイスを含む。さらに、デ
ィスクストレージ１９２４は、限定されることなしに、コンパクトディスクＲＯＭデバイ
ス（ＣＤ－ＲＯＭ）、ＣＤ記録可能ドライブ（ＣＤ－Ｒドライブ）、ＣＤ再書き込み可能
ドライブ（ＣＤ－ＲＷドライブ）又はデジタルバーサタイルディスクＲＯＭドライブ（Ｄ
ＶＤ－ＲＯＭ）等の光学ディスクドライブを含むその他の記憶媒体と別個に又は組み合わ
せて記憶媒体を含むことができる。システムバス１９１８へのディスクストレージデバイ
ス１９２４の接続を容易にすることを目的として、インタフェース１９２６、等の取り外
し可能な又は取り外し不能のインタフェースが典型的に用いられる。
【０２１５】
　図２３は、適切な動作環境１９００において説明されるユーザと基本的コンピュータ資
源との間の仲介者として働くソフトウェアを示すことが理解されるべきである。該ソフト
ウェアは、オペレーティングシステム１９２８を含む。オペレーティングシステム１９２
８は、ディスクストレージ１９２４に格納することができ、コンピュータシステム１９１
２の資源を制御及び割り当てる働きをする。システムアプリケーション１９３０は、シス
テムメモリ１９１６又はディスクストレージ１９２４のいずれかに格納されたプログラム
モジュール１９３２及びプログラムデータ１９３４を通じてオペレーティングシステム１
９２８による資源管理を利用する。請求される主題は、様々なオペレーティングシステム
又はオペレーティングシステムの組み合わせとともに実装可能であることが理解されるべ
きである。
【０２１６】
　ユーザは、入力デバイス１９３６を通じてコンピュータ１９１２にコマンド又は情報を
入力する。入力デバイス１９３６は、限定されることなしに、マウス、トラックボール、
スタイラス、タッチバッド、キーボード、マイク、ジョイスティック、ゲームパッド、衛
星アンテナ、スキャナ、ＴＶチューナカード、デジタルカメラ、デジタルビデオカメラ、
ウェブカメラ、等の指示デバイスを含む。これらの及びその他の入力デバイスは、インタ
フェースポート１９３８を介してシステムバス１９１８を通じて処理ユニット１９１４に
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接続する。インタフェースポート１９３８は、例えば、シリアルポートと、パラレルポー
トと、ゲームポートと、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）と、を含む。出力デバイス
１９４０は、同じタイプのポートの一部を入力デバイス１９３６として用いる。従って、
例えば、ＵＳＢポートは、コンピュータ１９１２に入力を提供するため及びコンピュータ
１９１２から出力デバイス１９４０に情報を出力するために用いることができる。出力ア
ダプタ１９４２は、特殊なアダプタを要求する幾つかの出力デバイス１９４０、例えばそ
の他の出力デバイス１９４０の中のモニタ、スピーカ、及びプリンタ、が存在することを
示すために提供される。出力アダプタ１９４２は、一例として及び制限することなしに、
出力デバイス１９４０とシステムバス１９１８との間の接続手段を提供するビデオカード
及びサウンドカードを含む。その他のデバイス及び／又はデバイスのシステムはリモート
コンピュータ１９４４、等の入力能力及び出力能力の両方を提供することが注目されるべ
きである。
【０２１７】
　コンピュータ１９１２は、リモートコンピュータ１９４４、等の１つ以上のリモートコ
ンピュータへの論理的接続を用いるネットワーク化された環境において動作することが可
能である。リモートコンピュータ１９４４は、パーソナルコンピュータ、サーバ、ルータ
、ネットワークＰＣ、ワークステーション、マイクロプロセッサに基づく機器、ピアデバ
イス又はその他の共通のネットワークノード、等であることができ、典型的には、コンピ
ュータ１９１２に関して説明される要素のうちの多く又は全部を含む。説明を簡潔にする
ことを目的として、メモリ記憶デバイス１９４６のみがリモートコンピュータ１９４４と
ともに示される。リモートコンピュータ１９４４は、ネットワークインタフェース１９４
８を通じてコンピュータ１９１２と論理的に接続され、通信接続１９５０を介して物理的
に接続される。ネットワークインタフェース１９４８は、有線及び／又は無線通信ネット
ワーク、例えば、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）及びワイドエリアネットワーク
（ＷＡＮ）を含む。ＬＡＮ技術は、ファイバ分散型データインタフェース（ＦＤＤＩ）、
銅分散型データインタフェース（ＣＤＤＩ）、イーサネット（登録商標）、トークンリン
グ、等を含む。ＷＡＮ技術は、限定されることなしに、ポイントツーポイントリンクと、
総合サービスデジタルネットワーク（ＩＳＤＮ）及びその変形等の回線交換ネットワーク
と、パケット交換ネットワークと、デジタル加入者ライン（ＤＳＬ）と、を含む。
【０２１８】
　通信接続１９５０は、ネットワークインタフェース１９４８をバス１９１８に接続する
ために採用されたハードウェア／ソフトウェアを意味する。通信接続１９５０は、明確化
することを目的としてコンピュータ１９１２内に存在する状態が示されているが、コンピ
ュータ１９１２の外部に存在することも可能である。ネットワークインタフェース１９４
８への接続のために必要なハードウェア／ソフトウェアは、典型的目的のためのみにおい
て、内部及び外部の技術、例えば、正規の電話等級のモデムと、ケーブルモデムと、ＤＳ
Ｌモデムと、ＩＳＤＮアダプタと、イーサネットカードとを含むモデム、を含む。
【０２１９】
　図２４において、ネットワークデバイス２４００は、無線デバイスのユーザをプロファ
イリングしてコンテンツを推奨するためのここにおいて説明される方法を実行することを
１つ以上のプロセッサ２４０４に行わせるための手段を備えるコンピュータによって読み
取り可能な記憶媒体２４０２を含む。該手段は、ソフトウェアコードの組、ファームウェ
ア、ハードウェアモジュールの実装、又はその組み合わせであることができる。ネットワ
ーク通信モジュール２４０６は、無線デバイスにリコメンデーションを送信するのを容易
にし、これは、例示的実装においては、モバイルオペレータ（図２４に示されない）との
通信による。１つの例示的側面においては、モジュール２４０８は、対応する複数のモバ
イルデバイスの複数のユーザに関する属性データ及び行動データにアクセスする。モジュ
ール２４１０は、属性データに基づいてオファーすべきコンテンツのためのリコメンデー
ションを生成し、行動データに基づいてオファーすべきコンテンツのためのリコメンデー
ションを生成する。モジュール２４１２は、フィルタリング制限を適用することによって
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部分組のリコメンデーションを選択する。モジュール２４１４は、複数のモバイルデバイ
スの少なくとも部分組に部分組のリコメンデーションを送信する。
【０２２０】
　一例においては、プロフィールモジュール及びカタログモジュール、それぞれ２３２及
び２３０、は、データ転送のためにＨＴＴＰ／ＸＭＬに基づくＡＰＩを提供することがで
きる。これらのＡＰＩは（ウェブに基づくＵＩと共同で）配備
（例えば、初期段階における配備、等）のデータ交換要件を満たすことが可能である。一
例においては、より複雑な統合を要求するデータ交換もサポートすることができる。一例
においては、接続モジュール１８０２は、様々な異なるトランスポート機構を用いて異な
るフォーマットでコンテンツをインポート及びエクスポートするための機構を提供するこ
とが可能なデータ交換エージェントの使用を通じてデータ交換を処理する。接続モジュー
ル１８０２は、自己のデータ表示手段を有する外部システムもサポートすることが可能で
ある。例えば、該外部システムは、外部システムがどのようにしてデータを配信又は受信
することが可能であるかに関する特定の要件／能力を有することができる。さらに、外部
システムは、オンライン又はオフライン（バッチ）トランスポートに関して異なるトラン
スポート機構を用いることができる。例えば、オンライン機構に関してはハイパーテキス
トトランスファプロトコル（ＨＴＴＰ）、シンプルオブジェクトアクセスプロトコル（Ｓ
ＯＡＰ）、コンテンツに基づく取り出しアーキテクチャ（ＣＯＢＲＡ）、遠隔方法呼び出
し（ＲＭＩ）、等を用いることができ、オフライン機構に関してはＦＴＰ及びメッセージ
待ち行列を用いることができる。接続モジュール１８０２のトランスポート層は、複数の
コンフィギュラブルトランスポートをサポートする。
【０２２１】
　一例においては、トランスポート層は次の責任を有する。すなわち、（Ａ）該当するプ
ロトコルを介してのデータ取り出し。これは、ＦＴＰを介してファイルを取り出して開く
こと、又はＨＴＴＰを介してＸＭＬ符号化データを受信することを含むことができる、（
Ｂ）構成された符号器へのデータのストリーミング。性能を向上させるために複数の符号
器インスタンス（ｉｎｓｔａｎｃｅ）に同時にデータを渡すことが可能である、（Ｃ）デ
ータのアーカイブ保存。任意選択で、処理されたデータを将来の参照のために格納する、
及び（Ｄ）各トランスポータは、符号器と関連づけられ、符号器を用いて、受信されたデ
ータを処理するための１つ以上のインスタンスを生成することが可能である。各統合ポイ
ントに関して複数のトランスポータをコンフィギュレーションすることができる。
【０２２２】
　一例においては、接続モジュール１８０２は、外部システムのフォーマットからプロフ
ィールモジュール２３２又はカタログモジュール２３０によって許容可能なフォーマット
に又はその逆にデータを変換するために符号器を用いることができる。符号器は、実装専
用データフォーマットを認識しており、このフォーマットをプロフィール及びリコメンデ
ーションシステムによって要求されるフォーマットに変換する方法を知っている。一例に
おいては、符号器の主責任は次の通りであることができる。すなわち、（Ａ）トランスポ
ートエージェントからの入力を受信する、（Ｂ）受信されたデータの妥当性を確認し、必
要な場合は例外報告を生成する。例外報告は、フォーマット化が不良又は不完全であるデ
ータの記録を含む、（Ｃ）一側面においては、不要な又は希望されないデータを含まない
データを受信するのが困難なことがある。後者のシナリオにおいては、廃棄されるべきデ
ータ要素を決定するための符号器フィルタが用いられる、（Ｄ）プロフィールモジュール
又はカタログモジュール、それぞれ２３２及び２３０、からのデータの挿入、更新及び削
除、及び（Ｅ）符号化活動の詳細ログを提供する。一例においては、実行する際には、符
号器は、プロフィールモジュール及びカタログモジュール、それぞれ２３２及び２３０、
内に既に含まれるデータへの完全なアクセス権を有する。これは、符号器が新品目をイン
ポートする前に既存のデータを検査するのを可能にする。
【０２２３】
　一側面により、プロフィール及びリコメンデーションシステムは、共通のデータフォー
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マットのための一定のデフォルト符号器を提供する。新しい又は特定の顧客のデータフォ
ーマットを実装する新符号器を簡単に開発することができる。一例においては、符号器は
、ジャバで書くことができる。これは、顧客又はインテグレータが精通する強固な、高性
能の工業規格言語を用いて新符号器を書くことも可能にする。
【０２２４】
　一例においては、プロフィール及びリコメンデーションシステムのポータルＡＰＩは、
コンテンツプロバイダウェブサイト、ウェブポータル、又はその他のエンドユーザシステ
ムにプロフィール及びリコメンデーションシステムのプロフィール及びカタログ情報への
アクセス権を与えるＳＯＡＰに基づくシステムである。一例においては、ポータルＡＰＩ
は、次のために用いることができる。すなわち、（Ａ）販売促進モジュール２３６によっ
て定義された、ターゲットが特定された販売促進物（例えば、バナー広告、等）を提供す
る、（Ｂ）カタログモジュール２３０内に保持される情報からポータルを介して入手可能
なコンテンツ（例えば、壁紙、着信音、等）を加える、（Ｃ）カタログモジュール２３０
内に保持されるメタデータから検索機能を提供する、（Ｄ）プロフィールモジュール２３
２内に保持される情報からカスタム化された情報を提供する、及び（Ｅ）ポータルにおい
て生じるイベント（例えば、加入者による訪問、広告のクリック、コンテンツ品目の購入
、等）を用いてプロフィール及びリコメンデーションシステムを更新する。
【０２２５】
　この開示の幾つかの展開は、主に、販売促進とポータルの統合能力と結合されたセント
ラルカタログに関してこの開示を利用することが理解されるべきである。このシナリオに
おいては、コンテンツ及びサービスに関する完全で最新の情報を用いてカタログモジュー
ル２３０を維持するということを強調することができる。販売促進モジュール及び決定モ
ジュール、それぞれ２３６及び２３４、は、取り込みを増加させるために可能な限り利用
することができる。このシナリオにおいては、ポータルの統合を、通常の販売促進の側面
（バナー広告、等）から、ポータルが入手可能なコンテンツ又はサービスについて知って
いることの一部又は全部をカタログモジュール２３０から取り出すことにまで拡大するこ
とが可能である。他の展開は、この開示を販売促進及び配信能力のために利用することに
焦点を合わせることができる。選択されたソリューションは、顧客の要求に依存し、さら
に経時で発展することができる。
【０２２６】
　１つ以上の側面において、この開示のプロフィール及びリコメンデーションシステムは
、キャリヤ級の性能、信頼性、及びスケーラビリティを提供する共通の基本的アーキテク
チャ上において配備することができる。このアーキテクチャは、ネットワーク配信インフ
ラストラクチャ、ＣＲＭ、課金及びその他のＢＳＳシステムに対して一貫した統合ポイン
トを提供することも可能である。さらに、共通のアーキテクチャは、様々な能力に基づい
て構築された複数のソリューションを高度にモジュール化されたコンフィギュラブルな方
法でサポートすることが可能である。
【０２２７】
　一例により、プロフィール及びリコメンデーションシステムは、異なるハードウェアに
おいて配備することができ、限定することなしに、Ｓｏｌａｒｉｓ、ＨＰ－ＵＸ、Ｌｉｎ
ｕｘ（登録商標）、及びＷｉｎｄｏｗｓ（登録商標）を実行するハードウェアを含む。一
側面においては、プロフィール及びリコメンデーションシステムは、３層に分割すること
ができ、これらの３層の各々は、モバイルオペレータの配備基準及び性能要求に依存して
共有の又は異なるハードウェアにおいて配備することが可能である。一例においては、デ
ータ格納及びデータ格納の管理のためにＯｒａｃｌｅデータベースを用いることができる
。
【０２２８】
　一例により、プロフィール及びリコメンデーションシステムのアーキテクチャは、大量
モバイルオペレータによって要求される最高レベルの性能を提供するために動作すること
が可能である。決定モジュール２３４は、広範なプロフィール及びカタログ情報のデータ
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ベースから大量の、リアルタイムのリコメンデーション生成を提供する。販売促進モジュ
ール２３６は、大量のオンライン及びアウトバウンド販売促進物を配信し、コンテンツモ
ジュール１８０４は、大量のコンテンツを管理及び配信することができる。
【０２２９】
　一例においては、プロフィール及びリコメンデーションシステムは、冗長な配備をさら
に提供し、それにより実質的に１つの故障ポイントもないことを保証することができる。
このようにして、すべての収入を生み出すサービスの高い入手性を保証することができる
。プロフィール及びリコメンデーションシステム１０１は、（Ａ）各ソフトウェアコンポ
ーネントの機能をバックアップサーバに移行させることができるホット待機コンフィギュ
レーション、（Ｂ）組み込まれた冗長なハードウェア構成要素を有するサーバの利用、（
Ｃ）すべてのインタフェースポイントにおける負荷バランサ、（Ｄ）スループットが高く
及び利用可能性が高いデータベースへのアクセスを提供するＯｒａｃｌｅ９ｉデータベー
ス技術、及び（Ｅ）シンプルネットワーク管理プロトコル（ＳＮＭＰ）モニタリング及び
アラート、シンプルメールトランスファプロトコル（ＳＭＴＰ）アラートの使用を通じて
キャリヤ級の信頼性及び入手性を提供することも可能であり、既存のネットワーク管理プ
ラットフォームとの統合を可能にする。
【０２３０】
　プロフィール及びリコメンデーションシステムは、対費用効果が高く及び柔軟な形で処
理資源を利用することで顧客の現在の及び予測される性能要求を満たす強力なスケーラビ
リティに関する任意選択肢をさらに提供することができる。１つ以上の例においては、ア
ーキテクチャの全構成要素は、マルチスレッド化すること及び複数のＣＰＵサーバを最大
限に利用するように設計することが可能である。利用可能な資源に依存して、一側面によ
り、システムは、スレッド及びデータベース接続等の処理要素に対して完全な制御を可能
にするように適宜構成することができる。ホスト内においてスケーラビリティを提供する
ことに加えて、プロフィール及びリコメンデーションシステムは、幾つかのノードにわた
ってスケーリングすることが可能であり、システム性能のほぼ直線的な向上を提供する新
ノードを追加することが可能である。
【０２３１】
　さらに、１つ以上の側面により、プロフィール及びリコメンデーションシステムは、シ
ステムをその他のアプリケーションと簡単に統合させるのを可能にする様々なＡＰＩを提
供することができる。１つの制限しない例においては、該ＡＰＩは、ＸＭＬ／ＳＯＡＰ、
ＲＭＩ、ＪＤＢＣ、等を含む。新しい又は既存のビジネスロジックを異なるモジュールの
処理フロー内に挿入するのを可能にする多くの統合ポイントも提供することができる。
【０２３２】
　さらに、一例により、プロフィール及びリコメンデーションシステムは、プラットフォ
ームの動作及びシステムのワークフローの全側面の直観的なウェブに基づく管理及び提供
を行うことができる。システムは、基本プラットフォームの管理及び各々のモジュールの
管理のためのインタフェースをさらに提供することができる。
【０２３３】
　さらに、プロフィール及びリコメンデーションシステムは、ＨＰＯｐｅｎｖｉｅｗ等の
管理システムとのＳＮＭＰの統合を提供することができる。システムは、全システム構成
要素に関する詳細なログファイルを提供することもでき、ログレベルは、１つの構成要素
ごとに設定可能である。１つ以上の側面において、ログレベルは、リアルタイムで変更す
ることができる。
【０２３４】
　さらに、プロフィール及びリコメンデーションシステムは、様々なネットワーク接続性
プロトコル（例えば、ショートメッセージピアツーピアプロトコル（ＳＭＰＰ）、コンピ
ュータインタフェースメッセージ配信（ＣＩＭＤ）、ユニバーサルコンピュータプロトコ
ル（ＵＣＰ）、ＥＡＩＦ、ＭＭ７、ＭＭ１、パスワード認証プロトコル（ＰＡＰ）、及び
オーバーザエア（ＯＴＡ）、をサポートすることができる。一例においては、プラットフ
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ォームは、無限の数のネットワーク配信ポイントに同時に接続すること及び複雑なコンテ
ンツルーティングを行うことができる。
【０２３５】
　プロフィール及びリコメンデーションシステムは、２つ以上のモバイルオペレータ又は
幾つかの子会社を有するモバイルオペレータのユーザ又は加入者に対するコンテンツ又は
サービスの配信をサポートするように構成可能であることが注目されるべきである。
【０２３６】
　さらに、プロフィール及びリコメンデーションシステムは、対象となるプロトコルに該
当するＳＳＬ、ＶＰＮ、ソースアドレス妥当性確認、及びユーザ／パスワード妥当性確認
を適宜用いることを通じて全外部インタフェースにおけるアクセス制御をサポートするこ
とによって、コンテンツプロバイダピークメッセージ出力及びセキュリティ管理を用いた
帯域幅制御によってネットワーク管理を提供することができる。
【０２３７】
　プロフィール及びリコメンデーションシステムは、アプリケーション及びメッセージ送
信センターからシステム内にメッセージが入る速度を調整する（ｔｈｒｏｔｔｌｅ）ため
にさらに用いることが可能である。さらに、それは、一定のアプリケーショントラフィッ
クに優先権が与えられるようにするために用いることが可能である。
【０２３８】
　さらに、１つ以上の側面により、プロフィール及びリコメンデーションシステムは、報
告の生成又は顧客サービスの照会のために該当するシステムデータを取得（ｃａｐｔｕｒ
ｅ）する責任を有する報告機能を提供することができる。システムは、完全な監査トレー
ルを生成するために要求されるトラフィックの実質的にすべての詳細事項を取得すること
が可能である。管理ウェブサイトを通じて様々な報告を入手可能である。一側面において
は、入手可能な報告のタイプは、展開されるソリューションに依存することができる。一
例においては、デフォルト時には、異なる構成要素が様々な最も共通して用いられる組み
込み式報告を備えることができる。しかしながら、プロフィール及びリコメンデーション
システムは、生成されるべき追加の特定の顧客に関する報告を提供する。一例においては
、埋め込まれた報告ツールを用いることができる。この手法により、高度なＧＵＩツール
を用いて希望されるカスタム報告を生成すること及びその報告をプロフィール及びリコメ
ンデーションウェブサイトから簡単に入手可能であるようにすることができる。ウェブサ
イトからは、（テキスト又はグラフィック形式の）要約情報を閲覧すること及び詳細情報
をＣＳＶフォーマットでダウンロードすることが可能である。一例においては、報告は、
すべてのサービスの使用及び販売促進から得られたウェブに基づくインタフェース統計値
とプリセットされたトリガに関するアラート能力とを含む管理ダッシュボードを含むこと
ができる。
【０２３９】
　報告は、リアルタイムダッシュボードも含むことができ、それは、全サーバの現在の健
全性、すべてのアクティブなサーバの現在の状態、１つのサービスごとのトランザクショ
ン数に関する傾向情報、コンテンツプロバイダ別のトランザクション量の傾向情報、加入
者タイプ別の上位１０の現在のリコメンデーション、１つのリコメンデーションごとの応
答、等の情報を提供することが可能である。
【０２４０】
　１つ以上の側面により、この開示のプロフィール及びリコメンデーションシステムは、
統一された閲覧、高度なプロファイリング、及びインテリジェントなリコメンデーション
を提供することによってコンテンツ又はサービスの取り込みを事前に促進するために、モ
バイルオペレータがサービスの複雑な組み合わせと多様な加入者基盤を有するのを援助す
ることが可能である。その能力は、モバイルチャネル全体におけるすべてのコンテンツ又
はサービスの積極的な小売りにおける現在の制約（例えば、複数の異種のシステムからの
コンテンツサービスをどのようにして相互に販売促進すべきか、個々の加入者の人口統計
上の数字に基づいてこれらの個々の加入者に対してどのようにして販売すべきか、入手可
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能な資金及び使用パターン、販売機会を失わずにデバイス及び加入者に適用可能なサービ
スを合致させることによってユーザの経験をどのようにして向上させるか、ターゲットが
絞られた販売促進をどのようにして自動化すべきか、等）をモバイルオペレータが克服す
るのを可能にすることができる。
【０２４１】
　この開示のプロフィール及びリコメンデーションシステムは、例えば、（Ａ）モバイル
オペレータが利用可能な販売機会を最大化し、（Ｂ）スタッフに関する最小限のオーバー
ヘッドでコンテンツ及びサービスの販売促進を自動化し、（Ｃ）モバイルオペレータの現
在のコンテンツ及びデータプラットフォームへの既存の投資を最大化し、モバイルオペレ
ータがコンテンツプロバイダとの間で有する全関係を向上させ、（Ｄ）保持を向上させ及
び加入者のコミットを生み出し、（Ｅ）より高いマージン（例えば、少なくとも３倍）を
積極的に推進することによってデータＡＲＰＵを増大させ、及び（Ｆ）複雑さを低減させ
るモバイルオペレータのためのエンドツーエンド小売り環境を提供することによって上述
されるすべての課題を克服することが可能である。
【０２４２】
　ここにおいて説明されることの変形、変更、及びその他の実装は、請求される開示の精
神及び適用範囲から逸脱することなしに当業者によって行われるであろう。従って、この
開示は、前記の例示的説明によってではなく、以下の請求項の精神及び適用範囲によって
定義されるべきである。

【図１】 【図２】



(60) JP 2013-58213 A 2013.3.28

【図３】 【図４】

【図５Ａ】 【図５Ｂ】

【図６】



(61) JP 2013-58213 A 2013.3.28

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】 【図１１】

【図１２】



(62) JP 2013-58213 A 2013.3.28

【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】



(63) JP 2013-58213 A 2013.3.28

【図１７】

【図１８】

【図１９】

【図２０】

【図２１】 【図２２】



(64) JP 2013-58213 A 2013.3.28
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【手続補正書】
【提出日】平成24年11月8日(2012.11.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モバイルデバイスのユーザのためのリコメンデーションを生成するための方法であって
、前記モバイルデバイスは、サービスプロバイダと関連づけられ、
　リコメンデーションの要求を入手することと、
　ユーザと関連づけられたデータ及びモバイルデバイスのために入手可能なコンテンツに
関するデータをサービスプロバイダから取り出すことと、
　前記取り出されたデータの分析に基づいて複数のリコメンデーションを生成することで
あって、前記リコメンデーションは、複数の異なるリコメンデーション技法によって生成
されることと、
　フィルタリング制限に基づいて前記生成された複数のリコメンデーションの部分組を選
択することと、を備える、方法。
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